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序

本書は、 1993(平成5)年度と 1994(平成6)年度に実施した、中巨摩郡甲西町に所在する大師東丹保遺跡

の発掘調査報告書であります。この調査は、建設省甲府工事事務所が行う一般国道52号(甲西道路)改築工事

と日本道路公団が行う中部横断自動車道建設工事に伴うもので、富士川右岸地域で、行った大規模な発掘調査の

一つであります。この事業にかかわり現在までに10箇所の調査が行われましたが、本遺跡はそのうちの最も下

流域に位置する低位の遺跡であります。

本遺跡は長さ 400mに及ぶことから 1-町区の4区画に分け、調査を進めました。それぞれの地区に個性は

あるものの鎌倉時代の祭杷場を伴う居住域 (11区)とその周囲に展開する水田域 (1.皿 .N区)を加えた中

世を中心とした遺跡であることがわかりました。今回、それぞれの地区の報告書が刊行されますが、本書は大

師東丹保遺跡の中では最も北端に位置する地域のN区に関する報告書であります。

町区では 1-皿区同様に水田跡や水路・それに杭で補強された護岸施設などが調査され、かわらけ、鍋など

の土器片、中国製磁器(青磁・白磁)をはじめとして、漆塗りの椀・下駄・草履などの木製の日常生活品、人

形・斎串といった祭杷具などが数多く出土し、生々しい中世世界が掘り起こされました。この地域はかつて洪

水常習地として知られていましたが、歴史的にも水とのかかわりの深い土地であったことがわかります。

この鎌倉時代の面の下にも、古墳時代と弥生時代の生活面が確認されました。古墳時代では古墳が発見され、

年代的にも、また低湿地に築かれているという立地からも、今後新たな問題を提起するものと思われます。弥

生時代後期では、明確な遺構は発見することはできませんでしたが、 1-皿区では地震に伴う噴砂が調査され、

貴重な資料が確認されております。

甲府盆地における低湿地遺跡の一例として、また、本県における鎌倉時代を中心とした集落や生産地遺跡の

事例として、隣接する 1-皿区の成果とともに御活用いただければ幸いです。

末筆ながら調査にあたって御指導・御協力を賜った関係機関各位、並びに調査・整理に従事された方々に厚

く御礼申し上げます。

1997年3月

山梨県埋蔵文化財センター

所長 大塚初重
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1 .本書は、 1994(平成6年度)に実施した山梨県中巨摩郡甲西IUT大師字東丹保から同町清水字川原田にかけて

所在する大師東丹保遺跡の発掘調査報告書である。追跡はI区-IV区に分けられるが、本書はN区を対象と

した報告書である。

2.調査は、一般国道52号(甲西道路)改築工事 ・中部横断自動車道建設に伴う事前調査であり、 山梨県教育

委員会が建設省および日本道路公団より委託を受け、 山梨県埋蔵文化財センターが実施したものである。

3.発掘調査および出土品の整理は、 山梨県埋蔵文化財センターが行い、保坂和博、松土一志が担当した。

4.本書の執筆 ・編集は保J反が担当し、第V章3については大木丈夫が執筆した。また第N章 1. 2で、はパリ

ノ・サーウ守エイ株式会社、第百章3では株式会社シン技術コンサルによる分析結果を掲載した。さらに、 第

百章4では森勇一氏(愛知県立明不1]高等学校)により、第百章5では西本豊弘氏(国立歴史民俗博物館)に

より玉稿を賜った。

5.発掘調査および整理作業において以下の調査 ・業務を各機関 ・各位に委託した。

珪藻分析 ・花粉分析 ・植物珪酸体分析 ・動植物遺体同定 パリノ ・サーヴ、エイ株式会社

地質探査 ・航空写真測量 株式会社シン技術コンサル

木製品保存処理 (財)111梨文化財研究所

6.本報告書にかかる出土品及び記録図面、写真等は、 一括して山梨県埋蔵文化財センターに保管しである。

7.発掘調査から報告書作成にいたる過程で、下記の方々に、ご指導、ご教示を賜った。記して謝意を表す次

第である。(敬称略)

広瀬和宏(甲西町教育委員会) 西本豊弘氏(匡|立歴史民俗情物館) 森勇一氏(愛知県立明利高等学校)

(財)山梨文化財ー研究所パリノ ・サーヴ、エイ株式会社 株式会社シン技術コンサル

凡 1JU 
1 .掲載した図面の縮尺は、原則として次のとおりである。

<遺構>基本土層図 :1/100 遺構全体図 :1/400 遺構分割図:1/80 土坑:1/40 古墳 :1/200 

土器集中区 :1/20 埴輸出土状況図 :1/20 木器集中区 :1/50 杭列断面図 :1/40 1/60 

1/80 水田(IIE!JI半)・水路 :1/20・1/80 構状遺構・暗渠断面図:1/20 遺物分布図 :1/800 

<遺物>土器実測図:1/3 土器拓影図 :1/2 埴i愉実測図 :1/3、1/6 埴輪拓影図:1/2 木製品

実測図 :1/3 (矢板・杭 :1/9)、石製品実測図:1/6 (五輪塔 ・石臼)、 1/3 (磨石・砥石)、

2/3 (剥片 ・石核などの小型類) 銭貨 :2/3 金属製品 :1/2 

2.遺物挿図中の表記は次のとおりである。

a 拓影図で両面を載せてあるものは、断面左側が外国、右側が内面である。

b :遺物図版中以下のようにス クリーントーンを使用した。

須恵器 :.圃.圃.圃- 灰和柑]陶器 :以三三以三♂ぷ.主※♂:三三..治.

c 磨石などの磨面は斜線でで、示している。ω。

3.遺構図版中の表記は次のとおりである。

赤色漆

a.遺構全体図における x.y数値は、平面直角座標第四系に基づく各座標数値である。各遺構平面図中

の北を示す方位は、全て座標北を示す。

b.遺構挿図中以下のようにスクリーントーンを使間した。

地山 誌;片手記 葺石

4.遺物分布図中に使用したドットマークは各図中に示したとおりである。

5.遺構および遺物写真の縮尺は統一されていない。
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65 近世一近代陶磁器

66 石製品 1

67 石製品2

68 石製品3 銭貨

69 木製品 1(飲食器調理具)

70 木製品 2(容器1) 

71 木製品3 (容器2) 

72 木製品 4 (容器3 装身具履物繊具漆工具

運搬具形代)

73 木製品5 (呪術具1 斎串)

74 木製品6(呪術具2:斎串)

75 木製品7(部材1.矢板)

76 木製品8(部材2:杭)

77 木製品9(部材3:杭)

78 木製品10(部材4:杭)

79 木製品11(部材5:杭)

80 木製品12(用途不明具1:棒状類)

81 木製品13(用途不明具2:板材類)

82 木製品14(用途不明具3:板材・角材類)

83 木製品15(炭化材1) 

84 木製品16(炭化材2) 

85 木製品17(部材6:杭) 金属製品

遺構写真

86 第 l面遺跡全景

1 :遺跡全景(南から)2 :同上(上が北方向)

87 第2面検出遺構

3 :調査区東側(北から) 4 :調査区西側(北

から) 5 : 1号木器集中区(上面) (東から)

6 : 1号木器集中区(下面) (東から) 7 : 1号

木器集中区出土漆塗椀8: 2号木器集中区(上

面) (北から) 9:2号木器集中区(下面) (北か

ら)10: 3号器集中区(北から)

88 第1面検出遺構

11 : SA01断面(南東から)12: SA02断面(西か

ら)13: SA02断面(西から)14: SA02断面(西

から)15: SA02断面(北から)16: SA08断面

(東から)17: SA10断面(西から)18: SA10断面

(西から)

89 第l面検出遺構

19 : SA11 . 12 (南東から)20:SX01 (北東から)

21:SX01 (東から)22 : SX01 (東から)23: 

SX01 (西から)24: SX01 (北から)25 : SX01 

(南から)26:堤防状遺構(南から)

90 第1面検出遺構

27 :調査区中央部埋没旧河道 (北から)28:調

査区中央部埋没旧河道(西から)29: SD01・暗

渠01.04・05(北から)30: SD03.04・暗渠01.02・



06(北から}別 :5制)1暗禦0132 :暗揖制断面

(酉から)出 SD02.03(北から) 34:!鴨併検

状況w-制グリ ヲド)
91 揖1面・割3商品土迎物

3S : 1腎1萄五儲塔 {水輔)39:!ill雨土師置土

器37:揖2繭陶器38:酷 i嗣怯杭高古39:揖l

嗣糠量腕時:錦1蘭形代制 ・第1而猷骨42: !II 

3扇匝骨

田範2面温酔金量

43遺跡金量{南から}叫・向上 {土が北方向)

93 揮2菌検出温柵

4S: SK01 (南から}崎:$ZOI '7 : SZOI (北西

から) <8:急却1(聞から)柑 S201~t側塙丘

断両{酋から)50: 5Z01省検丘断而{南から}

51 :匁01膏石検晶状況(:!tから}也:571)1壷事

拘置輸出土状液

制事2面検出週織

田:s地点復形埴輸出土状況(北西から}剖 E 

地車道形割直輸出土状況(剛から}日:5即1(東

から)56:5R03 (東から)S7:SR03 (東から}

58: S削3(西から)S9:SR03 (驚から)冊

5R倒{北から)

95 事Z商品土遺物{土鍋器)

96軍1面.!iI 2ili 出土遺骨 (1厳形泊舗。 S字

置。師事陶器舶扱陶蝿器・副産陶器}

97 ;! 1面 出土置鞠(悶綾陥器 .U{車器。土師宮

土器}

98 揖1i商品土遺鞠{陶器陶磁器。石拠品}

岡部l両・揖2街出土車軸{石製品。銭賞。金

属製品木製品}

100軍1i面出土週鞠{木製品}

自祭科学分析

101珪濃化石(1)

102雄様化石 (2)

103花紛分析

l刷個物睦蹄体

105水村(1)

l崎 木村 (2)

107木材 (3)

108 本:f~ (4) 

109樋実(1)

110楠実 (2)

IU大師車丹保遭跡から届出した昆虫化石町顕微餓

写真(1)

112犬飾買得保遺跡から産品した昆虫化石の顕微綬

写真 (2)

ー、



I 調査の概要

経緯

本遺跡、は甲府盆地の西端の富士川右岸流域に位置するが、この一帯は建設省が行う国道52号(甲西バイパス)

および日本道路公団が行う中部横断自動車道の建設計画地に該当している。このことから山梨県教育委員会と

建設省甲府工事事務所では計画地内における埋蔵文化財の保護についての協議に入り、平成元年度 (1989)か

ら山梨県埋蔵文化財-センターによる工事区域内の遺跡所在確認調査が始められた。その結果第 l期工事区間に

あたる南巨摩郡増穂町大相~中巨摩郡白根町在家塚の 8km聞に 10箇所の遺跡、が所在するととが確認できた

(PL-2・3)。

本遺跡は平成3年度(1991)の試掘調査により発見されたもので、同時に峰認された甲西町内の遺跡として

は、中川田遺跡、宮沢中村遺跡がある。この一帯の東側は富士川の後背湿地に繋がる水田が広がっており、古

くから水田下より杭が発見されたり、地割が整っていたりすることから田島条里と呼ばれていたが、集落遺跡、

については殆ど知られていなかったところである。但し、 111に繋がる西側には湧水の多い微高地が続いており、

住吉遺跡や清水遺跡をはじめとして弥生時代から古墳 ・平安を経て中世にいたる集落遺跡が多いことから、調

査前は水田跡などの遺跡が埋没していることは予測されていた。ところが試掘調査を始めてみると、地表下 l

m位の深さから木製品や杭列が出土し始め、やがて青磁やかわらけ等の土器類、万子、古銭、馬の園、斎串な

どが発見され、大規模な中世集落であることが推測されるに至った。さらに厚い砂i保層を挟んで下層にも生活

面は続くことが確認され、花粉分析によりプラン 卜オパールも検出されたことから、水田跡も埋没しているこ

とも予測できた。

そこで山梨県教育委員会と建設省甲府工事事務所では改めて協議を行い、平成 5年度から本格的な発掘調査

を実施することとなった。遺跡、の範囲はIIIffi40m、長さ450m におよぶことから、調査区を I~N区の 4 区画に

区分し、 2年にわたり調査を行うことで了解された。遺跡は大字大師小字東丹保地区と大字清水小字川原田の

両地区を含むものの、最初に調査を行った大師地区を代表として「大師東丹保遺跡」と命名 した。

本報告書はこの内の町区にかかわるものであり、 発掘調査は平成6年 5月18日から同年12月27日まで実施し、

報告書作成は8年度に行った。

[文化財保護法に基づく手続き]

平成6年(1994) 4月11日遺跡発掘通知、文化庁長官に提出

平成7年(1995) 1月9日埋蔵文化財発見届を小笠原警察署長に提出

国T93 94 95 96 97 
担当調査員

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 314 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 31- 1 2 314 5 6 7 8 9 10 11 12 123 
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査 W 保坂松土
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理
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柑'"刊行 IV 保板

1-1 調査進行表
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2 概要

大師東丹保遺跡の調査は、遺跡、の範囲が400mにおよ

ぶことから、調査区を 1~ IVの4区画に区分し、平成5

年5月から12月に 1. II区の調査区、平成6年5月から

12月に 皿.N区の調査区において調査を実施した。こ

のうちN区は最北端に位置し、 皿区の北側に隣接する11属

約40m、長さ約100mの範囲である。この地域は滝沢川

および坪川の氾濫によって形成された砂際層が現地表下

に幾重にも堆積している。

調査は、まず出水が激しいことや安全面を考慮して調

査区の周囲に鋼矢板を打ち込み、内側には法面の崩落防

止の為に、約45
0

の勾配を付けた排水路を設定し、釜場

をコーナ一部分の要所に設け集水効果を高め、ポンプに

よる排水対策を行った。

調査方法は重機により表土剥ぎを行った後、遺1桝{+蒋i立削机何I口1m在認
面直上カか当ら人力による掘り下げを行い、遺構確認に努め

た。その後、遺構内の精査を進めた。グリッドの設定は

5 mメッシュ を設定し、 東西方向にアルフ ァベッ トの大

文字を、南北方向に算用数字の記号を付けた (PL-4 )。

遺物の記録・取り上げは、光波測量機・コンビュータ

を導入し、遺構内 ・外および遺物包含層の全点を 3次元

的に登録して取り上げた。

今回の調査で確認された遺構 ・造物は、弥生時代 (A

期)、古墳時代 (B期)、鎌倉時代 (C期)、明治H寺代

(D期)の 4時期に大別することができる。以下、 各H寺

期別の概要をまとめてみたい。

弥生H寺代 (A期)は、氾慌の影響で文化層が不安定な

堆柏状況を呈しており、遺構は検出されず、僅かに土器

片および動・植物遺存体が出土しているだけである。

古墳時代 (B期)は、氾濫による厚い砂牒層により埋

没した古墳が l基発見され、 l員丘部下段斜面より多量に

有段口縁壷(壷形埴l陥)が出土している。また墳丘裾古1)

周辺からは土器集中地点が4箇所確認され、小型丸底壷、

高杯、大型警などが出土している。

鎌倉時代 (C期)は、水田経営に関わる水路、杭列な

どの生産域や氾濫からこれらの生産域を守るための護岸

補強用杭列などが確認されており、中世における水との

闘いに生きた人々の暮らしぶりが窺えられる。遺物は1:111

物、漆塗りの椀、盆などの生活用具をはじめとする木製

品やかわらけ、鍋などの土器片、中国製磁器(青磁 ・白

磁)、銭貨などが出土している。

二三二三きごと一

調査前

検 出 作業

J議F

航空写真測量

現 地説 明会

1 -2 調査の流れ

円
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明治時代後半 (D期)は、暗渠が多数検出され、水との闘いの歴史の長さが感じられる。

3 組織

調査主体山梨県教育委員会

調査機関山梨県埋蔵文化財センター

調査担当者 町区保坂和博(山梨県埋蔵文化財センタ一文化財主事)

松土一志(山梨県埋蔵文化財センタ一文化財主事)

作業員・整理員 秋山欣三、浅野美代子、厚芝成美、有泉登茂子、石川和江、石川百枝、石川幸子、石川恭子、

内池宣子、大久保武志、大森権蔵、大堀次雄、小田切ちよみ、小野節子、小野嘉子、河西幸

子、河西孝子、河西好恵、川住好恵、菊池富士子、河野なみ江、斉藤増子、斉藤幸子、桜林

文雄、塩沢智津恵、志村福男、神宮寺正義、杉本政子、山本テルヨ、田中虎雄、千野正雄、

戸田恒子、中込芳則、名取明子、西海元子、根岸由起子、原田ちづる、松野充延、松野なを

美、松本しま子、望月栄、望月泰子、矢崎孝子

協力者・機関井上栄一小川和茂広瀬和宏(甲西町教育委員会) 西本豊宏(国立歴史民俗博物館)

森勇一(愛知県立明和高等学校)甲西町役場 (財)山梨文化財研究所パリノ・サーヴ

ェイ株式会社 株式会社シン技術コンサル

E 遺跡、の環境

1 地理的環境

本遺跡は富士川右岸の標高245-250mを測る沖積地に位置する (PL-2)。この地域の西方には赤石山地

(南アルプス)の前衛である巨摩山地が連なっており、遺跡の正面には標高2000mを超える櫛形山がその山容

を誇っている。この山々のさらに前面には、市之瀬台地などの断層により形成された標高400m前後のなだら

かな丘陵が続いており、甲府盆地をはさみ曽根丘陵と対峠するかのように、縄文時代から古墳時代の遺跡の密

集する高台の地が広がっている。この南東地域一帯には巨摩山地や丘陵地域から流れ出る坪川(市之瀬川)や

滝沢川などにより形成された複合扇状地が発達しており、ここにも鋳物師屋遺跡に代表される縄文時代や平安

時代の集落が発達している。さらにその扇端部は湧水豊富な微高地状の地域が展開しており、住吉遺跡や清水

遺跡のような弥生時代から古墳・平安を経て中世にいたる集落遺跡が数多く立地する地形が発達している。

大師東丹保遺跡はこの複合扇状地扇端部に位置するが、発掘により確認された3面の生活面のそれぞれの問

層には洪水堆積物が厚くみられることから、遺跡部分にも河川による礁の搬入が盛んに行われ、複合扇状地に

おける堆積作用の影響を強く受けていることがわかる。

本遺跡の古地理および古環境については第4章第1節「大師東丹保遺跡N区における古環境変遷」を参照さ

れたい。

2 歴史的環境

本遺跡の所在する峡西地域は前節で述べたとおり、巨摩山地、市之瀬台地、御勅使川や滝沢川などの扇状地、

釜無川の氾濫原(沖積低地)と連続した地形変化が見られる。こうした地形的特徴をもっ本地域の遺跡は、近

年遺跡詳細分布調査が行われると同時に国道改良・中部横断道関係の一連の調査を通して、かなり詳細な遺跡

qa 



の分布状況が把握されるようになった。ことでは、 II皮西地域における遺跡立地のH寺代変化を捉えてみたい。

旧石器時代は市之瀬台地上のみに立地し(台地型)、六利丘遺跡、 (208)、長田口遺跡 (203)、長田A遺跡

(204)からナイフ形石器が発見され、遺物および、遺構の検出状況等から曽根丘陵などの甲府盆地内の遺跡同様、

キャンプ的な遺跡であったと思われる。

縄文時代になると山地内の河川に臨んだ平坦地 (111地型)や市之瀬台地(台地型)、 これらの台地と扇状地

との境界にある緩斜面(緩斜面型)に多く分布し、長田口遺跡 (203)、上の平遺跡 (322)、曽根遺跡(195)、

畳喰場遺助 (296)、大明神遺跡 (325)などの集落遺跡がある。こうした遺跡の立地は自然環境を多角的に利

用する狩猟や植物採集をする生業形態との関わりが考えられよう 。一方、近年では市之瀬台地下(台地裾部)

の漆川扇状地に中期土器と土偶が国の重要文化財に指定された鋳物師屋遺跡 (248)や御勅使川扇状地の扇央

部から扇端部の崖線上に|挽期終末の浮線文系土器を出土した八田村大塚遺跡、石橋北屋敷遺跡、などが確認され、

扇状地 (扇端型)への進出傾向も捉えられる 。 また、釜~~~川流域における晩期遺跡の存在は次期、弥生文化の

波及ルー トを示唆するものと思われる。

弥生時代では遺跡数が急増し、六不|丘遺跡、 (208)、長田口遺跡 (203)、大明神遺跡 (325)、平野遺跡など、

縄文時代以来の山地型、台地型、緩斜面型の集落遺跡や十五所遺跡(108)、村前東遺跡 (95)、新居道下遺跡

(51)、二本柳遺跡 (71)などの御勅使川扇状地扇央部から扇端部にかけての集落遺跡が見られる。縄文時代と

異なるのは、御勅使川扇状地端部の湧水により解析された標高250m前後の微高地の住吉遺跡 (308)、清水遺

跡 (307)などの集落遺跡やこれより低位の11:11積地上 (滝沢川などの複合扇状地上)の本遺跡をはじめ、向河

原遺跡 (302)、中川田遺跡 (304)、油田遺跡 (303)などの生産遺跡 (水固など)が新たに扇端型として展開

することであろう。該期における扇状地端部から沖積低地への進出は稲作の開始と連動した遺跡の動態を顕著

に示しているといえよう。

古墳時代では遺跡数の増加とともに、扇端型の比率が高くなり、ほとんどの遺跡が御勅使川扇状地上と滝沢

川の複合扇状地上に分布する状況がみられる。該期の遺跡としては村前東遺跡 (95)において100軒を超える

住居j止や東海系を主体とする土器群が検出され、本地域における拠点集落の一様相が捉えられた。

本地域の古墳については、これまで白根IIIJ内に 2 基、甲西II~.内に 1 4基、櫛形町会内に 1 0基、増穂町内に 9 基の

存在が明かにされ、櫛形町六不|丘古墳 (209)、物見塚古墳 (260)、鋳物師屋古墳、甲西町上村古墳 (293)、

狐塚古墳 (321)、熊野神社古墳 (313)、法華塚古墳 (319)など台地上や白根町おつき穴古墳(2 )の御勅使

川扇状地扇端部での立地が知られていた。今回の大師東丹保遺跡、の調査で'1i在認された沖積地 (より低位な複合

扇状地の微高地上)に埋没した円墳が新たに発見され、壷形埴;1痛の樹立と合わせ注目される。これらの内、時

1I -1 遺跡 周辺 の地形
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期が比定される古墳として、前期古墳では大師東丹保遺跡の古墳が4世紀末葉から 5世紀初頭、物見塚古墳が

5世紀初頭、法華塚古墳が5世紀中頃、六科丘古墳が5世紀末、後期古墳では熊野神社古墳が6世紀後半、お

つき穴古墳が6世紀後半となるほか、甲西町塚原や増穂町春米などに集中する古墳群が後期と推定されている。

奈良時代については確認された遺跡が少なく、近年調査された新居道下遺跡 (51)での住居祉24軒の発見は、

該期集落の様相を捉える上で貴重な情報が得られた。遺跡分布はいずれも御勅使川扇状地扇端部を中心とする

鏡中条周辺に集中する傾向がある。

平安時代になると再び遺跡数が増加し、鋳物師屋遺跡 (248)、〆木遺跡 (247)などの市之瀬台地裾部の漆

川扇状地上や十五所遺跡(108)、村前東遺跡 (95)、新居道下遺跡 (51)、二本柳遺跡 (71)などの御勅使川

扇状地扇央部から扇端部に立地する集落遺跡に加え、滝沢川の複合扇状地の微高地上や低地にみられる遺跡の

割合が大きくなり、本遺跡や中川田遺跡では水田社が検出されている。本地域は『和名類緊抄』に所載されて

いる「大井郷」に比定され、甲西町田島地区一帯には条理遺構が埋没しているとされており、近年行われたこ

れらの遺跡の調査により、該期の社会様相が明らかになりつつある。

平安末期以降、本地域は加々美荘、奈胡荘、原小笠原荘、大井荘に分割支配され、加賀美遠光をはじめとす

る甲斐源氏の土着化の基盤となった場所である。鎌倉時代の遺跡としては沖積地に立地する本遺跡があり、建

物祉や水辺の祭杷跡、水田祉などが確認されている。戦国期では法善寺の子院の一つである福寿院跡が二本柳

遺跡 (71)から発見されている。

これまで峡西地域では、市之瀬台地上や富士川にそそぎ込むいくつかの小河川の扇状地扇頂部を除いては、

ほとんど遺跡の実態が不明な地域であった。しかし、中部横断自動車道関連の一連の調査によって御勅使川や

滝沢川の扇状地扇央部から沖積低地にかけての地形の形成過程や歴史的変容が徐々に解明されようとしている。
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皿 調査の成果

1 基本層序

大師東丹保遺跡は滝沢川と釜無川の支流である御勅使川により形成された複合扇状地の扇端から氾濫原にか

けて位置する。 I-Nの調査区はこの扇状地のほぼ横断面に相当する南北方向(全長約400m)にトレンチを

設定した状況になり、扇状地の表層で発生する網状流による堆積物、土石流(泥流)堆積物、氾濫原堆積物な

どが確認され、調査区間での層位は必ずしも一定しておらず、様相が微妙に異なっている。

発掘調査では、 I・町区で3面、 II.皿区で2面にわたる生活面が確認され、それぞれに伴う遺構が発見さ

れた。百区では基本土層を29層に分層して、調査を進め13、15、28層の各層において遺構を検出した。ここ

では町区の各層序について概観する。

l層:暗褐~褐色の細粒砂・シルトからなる。この一帯は水田として利用されており、この耕作土ならびに

床土が地表を覆っている。

2-9層:表土を剥すと調査区ほぼ全域を覆う土石流(泥流)堆積物 (2-9層)が現れ、町区では厚さ1.3m

前後堆積している。この土石流の堆積により、調査区すべて扇状地上に立地することになる。

10-12層:砂層(10層)、砂磯層 (11層)、暗灰色シルト層(12層)からなる土石流(泥流)堆積物。

13層:良好な黒褐色粘質土層からなり、鎌倉時代の遺構・遺物が検出される(第1調査面)。

15層:黒褐色粘質土層からなり、古墳・鎌倉時代の遺物包含層が検出される。

17層:砂・離を含むシルト~粘土からなり、古墳時代の遺構・遺物が検出される(第2調査面)。

18-26層:青灰色のシルトを主とする堆積物からなり、墳丘堆積物層となる。墳丘北・西端は削平されている。

27層:淘汰の悪い砂離からなり、調査区全域に比較的厚く堆積する。調査区南東部では本層の上位に古墳が

構築されている。

28層:黒色粘土~シルトからなり、腐植が集積しており、弥生時代後期の遺物を包含する(第3調査面)。

29層:最下位の砂離層である。弥生時代以前の段階で発生した泥流堆積物であり、南側に傾斜している。

なお、層序番号とその地層観察の結果を表としてセクション図に付した (PL-5)。

2 遺構

(1)概観

大師東丹保遺跡町区は、平成6年に発掘調査が行われている。今回の調査で検出された遺構・遺物は、弥生

時代から近代に至るまで多岐にわたるが、概ね以下の 4期に区分することができる。

皿-1 遺構面別検出遺構一覧表

遺構面 時 期 検出遺構 備 考

第1面 明治時代(D期) 暗渠01-10 小磯以外に石臼・竹の使用も見られる。
ーーーーーーーー一一ー ーーーーーーー司ー由ーーーーーー ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー』ーーーーーーーーーーー

埋没旧河道NR01
堤防状遺構01 各遺構とも出土遺物がなく、正確な時期は不明である。
溝状遺構SDOI-06

ーーーーーーーーーーー ーーーー』一一一一ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー『ーーーーーーー--ーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

木器集中区01ー03
鎌倉時代

水田(畦畔)ST01-02
氾濫による影響のため遺存状況は悪いが、馬を埋葬したと考えられる墓坑が

(C期) キ克列SAOl-15 X-84地点より1基検出された。水路01
墓坑01

古墳時代
土坑SK01

第2面
(B期) 古墳S201 土器集中区は古墳の周辺より検出され、墓前祭杷に伴うと考えられる。

土器集中区SR01-04

第3面 弥生時代 I区で弥生時代の溝状遺構等が確認された文化面と同ーと考えられるが、 W区では
(A期) 遺構の検出にはいたらず、 Z一樹也点よりシカの頭蓋骨1点が出土したのみである。
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時期区分

A期弥生時代

B期古墳時代

C期鎌倉時代

D期明治時代

主要遺構

A期は、氾濫の影響で文化層が不安定な堆積状況を呈しており、遺構は検出されず、僅かに土器片および

動・植物遺存体が出土しているだけである。

B期は、氾濫による厚い砂際層により埋没した古墳が l基発見され、墳丘部下段斜面より多量に有段口縁査

(壷形埴輪)が出土している。また墳丘上に土坑が l基確認されている。さらに墳丘裾部周辺からは土器集中

地点が4箇所確認され、小型丸底壷、高坪、大型饗などが出土している。

C期は、水田経営に関わる水路、杭列などの生産域や氾濫からこれらの生産域を守るための護岸補強用杭列

などが確認されており、中世における水との闘いに生きた人々の暮らしぶりが窺えられる。遺物は曲物、漆塗

りの椀、盆などの生活用具をはじめとする木製品やかわらけ、鍋などの土器片、中国製磁器(青磁・白磁)、

銅銭などが出土している。

D期は、暗渠が多数検出され、水との闘いの歴史の長さが感じられる。

(2) A期の遺構(第3面)

概要

A期の遺構面(第3面)は、現地表下2.5mに平均10cm前後と不安定な堆積状況を呈しており、遺構は検出

されず、僅かに土器片および動・植物遺存体が出土しているだけである。

(3) B期の遺構(第 2面)

概要

B期の遺構面(第2面)は、現地表下約2mに平均10cmと扇状地における土石流(泥流)堆積物の影響を受け、

不安定な堆積状況で確認されている。遺構は土坑I基、古墳 l基と墳丘裾部周辺に土器集中区4ヶ所が確認さ

れている。

土坑SK01(PLー 18)

X-79・80グリッドに位置する。規模は長軸2.04m、短軸 1.66m、深さ70cmを測る。土坑内からは壷の頚

部と台付警の脚部などが出土している。土器集中区出土遺物よりも古相を示している。

古墳SZOl (P L-19) 

<形状・規模>

墳丘の東側が調査区へ展開しているため、明確な規模・形状は不明であるが、調査区内の遺存状況および地

中探査の結果より円墳になる可能性が強いと思われる。規模は残存部での最大径が約33m、高さ 1mを測る。

墳頂部および墳丘部北側と西側は氾濫により激しく削平され、北側は葺石が崩れ落ち裾部周辺に散乱し、西側

は裾部のみ遺存している。

<内部主体>

主体部は確認することはできなかったが、調査区域外に存在する可能性も残している。

<墳丘構造>

遺存部における墳丘の構築は版築によるものではなく、地山を利用していることが墳丘の断面観察より捉え
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られる (PL-20)。すなわち、低湿地の中の比較的高い場所(微高地)を利用して構築されたと考えられる。

また、墳丘部の削平が著しいため明確ではないが、墳端部から60cm前後の高さにテラスが存在した可能性が遺

存する葺石の状況から示唆される (PL-21-23)。

<外部施設>

外部施設として葺石、埴輪が確認されている。

葺石は氾濫の影響を免れた墳丘最下端部のみに遺存している。 10-20cm大の河原石が多用されているが、葺

方には規則性はみられない。

埴輪はほぼ同一規格となる壷形埴輪が遺存した葺石の聞から多量に出土している。埴輪出土A-O地点にお
ける出土状況からは上方から転落して、墳丘裾部周縁に散存した状況が捉えられる (PL-24)。また、埴輪

出土E地点からの出土が確認されており、葺石の検出状況と合わせ、このレベルにテラスが存在し、埴輪が配

置されていた可能性も示唆される。

周溝については検出されていない。

<築造年代>

①壷形埴輪については、甲斐銚子塚古墳例では、 4世紀後葉頃に推定されており、本墳出土のものは規模・

形態などにより、時期が下ると考えられる。

②墳丘部出土遺物 (PLー55・56)として、 S字口縁台付警が出土しており、これは4世紀後半-5世紀前

半の年代が与えられるものである。

③土器集中区 (SR03・04)出土遺物は、 5世紀前半の年代が考えられる。

以上の点から、本古墳は4世紀末から 5世紀初頭ごろの年代が想定される。

土器集中区 (SR01-04)(PLー 12)

墳丘裾部周辺より 4ヶ所の土器集中区が確認されている。

l号土器集中区SR01(PL-27) 

墳丘の南側裾部より南へ6mの地点 (X-76グリッド)に存在し、掘り込みなどは確認されず、フラットな

面に壷が1個体、押し潰れたような状況で検出されている。

2号土器集中区SR02 (p L-27) 

墳丘の南側裾部より南西へ12mの地点 (Zー76グリッド)に存在し、掘り込みなどは確認されず、フラット

な面に査の胴部下半~底部にかけての破片がまとまって検出されている。

3号土器集中区SR 03 (p L -28) 
墳丘の南側裾部より南西へ10mの地点 (Z-77グリッド)に存在し、掘り込みなどは確認されず、フラット

な面に小型丸底査1、小型査l、高坪3、大型饗lなど合わせて6個体と万子と思われる鉄製品 l点が検出さ

れている。出土状況は個体ごとにまとまりがあり、その場に遺棄されたものと考えられる。本遺構の年代の拠

り所とした高杯は大型なもので、坪部が大きく外方に聞き、下半及び中央部に稜を有し、脚部は柱状及び朝顔

状に外反するものであり、内外面にナデ後ミガキの調整がみられる。

4号土器集中区SR04 (p L-29) 

墳丘の北西裾部付近 (Y-83・84グリッド)に存在し、小型壷1、高杯7など合わせて8個体程が検出され

ている。埋没旧河道の影響ため遺物の遺存状況は悪く、各個体が散見される状況である。高坪はSR03出土と

ほぼ同時期と考えられる。

。。



(3) C期の遺構(第1面)

概要

C期の遺構面は現地表下約1.5mに存在し、氾濫による砂磯層に厚く覆われているが、平均40cmと比較的安

定した堆積を呈している。遺構は木器集中区3基、畦畔2条、水路l条、杭列15列、溝状遺構6条などが確認

され、調査区西側半分の微高地上を中心に展開している。また墳頂部を氾濫により削平された古墳墳丘部(半

円形に巡る葺石)が50cm程の高さで遺存している。

木器集中区01-03(PL-30) 

調査区北側を中心に漆塗椀をはじめとする多量の木器類が集中して出土する地点が3ヶ所検出されている。

l号木器集中区

Z-91グリッドを中心に長軸5.5m、短軸2.9mの楕円形の範囲に集中して、木器類が出土している。この

部分は窪地状になっており、埋没旧河道に伴う氾濫により調査区北側から流れ込み、この場所に堆積したもの

と思われる。木器類は幅約10cm、長さ約50cm、厚さ 3rnrn程のヒノキ属の板材を中心に 2面にわたり重なる状

態で出土している。板材などはE区で検出された網代になる可能性もある。下面からは漆塗椀や機織部材の一

部と思われる木器類などが出土している。

2号木器集中区

1号木器集中区の 3m南側のZ-91グリッドに位置し、長軸5.5m、短軸2.9mの楕円形の範囲に集中して、

木器類を検出した。 l号木器集中区同様に窪地になっていることろへ流れ込んだ状況である。木器類はやはり

ヒノキ属の板材を中心に重なるように出土しており網代になる可能性がある。また、下面からは割物の漆塗鉢

などが出土している。

3号木器集中区

W-90グリッドを中心に長軸2.2m、短軸2.0mの円形の範囲に集中して、曲物や矢板などが出土している。

遺構の性格は不明で、ある。

水田跡(畦畔) S T 01・02(PL-6) 

調査区南部に埋没旧河道の影響で遺存の悪い畦畔が東西方向に向かつて 2条検出されている。 1.皿区の検

出状況より、一片が15m程の区画の大きな水田とみられるが、全体に水田面に凹凸があり、水口および足跡等

は確認できなかった。

杭列SA01-15(PL-32) 

杭列には水路に伴う SA15・16と氾濫から生産域・居住域を守るための護岸補強用に構築されたSA02・

03などがある(特にSA03は調査区中央部を北から南に流下する旧河道から生産域を守る状況が捉えられる)。

後者には一定間隔に杭を打ち込み、 SA02のしがらみ(松の小枝)やSAI0の幅約lOcm、厚み3mm程の板材

を2段以上に積み上げたものがみられる。杭材にはヒノキ属が多く使用されている。また、ほぞ孔などの加工

が施されている例も多く確認され、杭材として二次利用されている。水を治め、水を利するために大きな労力

が費やされていたことが窺われる。こうした水との宿命的な闘いの過程で河川処理の技術は発展し、後の武田

信玄による釜無川、御勅使川の氾濫に対する治水策(護岸水制)へと受け継がれていったのであろう。

なお、各杭列の長さと幅の計測で、は概ね90cmを境に大小二つに区分されるという I区の計測値と同様な傾向

が認められた。(別表V杭計測表)
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水路SX01(PL-33) 

調査区の北側に位置し、東西方向に走り、長さ19m、幅約1m、深さ20cm余りを測る。両壁には杭が打たれている。

溝状遺構SD01-06 (P L-33) 

調査区西側を中心に 6条の溝状遺構が確認されている。 SDOI-03は南北方向、 SD04-06は東西方向に

走っている。用途については不明であるが、いずれも幅40cm前後で、深さ20cm程度の規模で、あり、暗渠の溝部

になる可能性が考えられる。

(4) D期の遺構(第 1面)

概要

D期の遺構としては明治時代後半に構築された暗渠が10条検出されている。また時期は不明であるが、堤防

状の遺構と埋没旧河道についてここで取り上げておきたい。

暗渠01-10(PL-33) 

第1面の鎌倉時代と同一面から確認されている。南北方向に走る01・02は基幹となり、そこから枝幹とし

て東西方向へ走る03-09が検出されている。構造はまず50cm幅の溝が掘られ、次いで側石を両側に立て水路

とし、その上に蓋石をのせ、さらに周辺部を拳大の礁で覆っているものである。蓋石には石臼 (580)、溝部には

竹などが用いられているものもある。後世の氾濫等により遺存状況は悪いが、使用時はかなり細かく巡らされ

ていたと思われる。

堤防状遺構 (PL-34)

調査区北東部に位置し、南北方向に走る、長さ約50m、幅2m前後、高さ約 1mの堤防状の高まりが検出さ

れている。南端部は古墳の墳丘部へと連続している。上面が硬化し、側縁部にはウメなどの立木が並んでいる

ことから、鎌倉時代から明治時代までのある時期に道として利用されてきたものと思われる。

埋没旧河道 (pL-34) 

第1面の調査区中央部を北から南に流下する旧河道が検出されている。この旧河道の捜雑な水成堆積の影響

により第1面における土器・陶磁器類をはじめ、木製品、動・植物遺存体等の遺物の分布が遍在するあり方を

示している(別表町遺物分布図1-8)。

3 遺物

(1) A期の遺物

弥生時代の第3面は現地表下約2.5mに存在し、氾濫による影響のため僅か10cm程の厚さの不安定な堆積状

況を呈している。調査は第2面(古墳時代)の調査が終了した調査区北部で行われた (PL-12)遺構は検出

されず、砂磯層に混入している土器片および動・植物遺存体が僅かに出土しているだけである。

土器は弥生時代後期の小破片が数点出土しているが摩耗が激しく器形等は不明で、ある。動・植物遺存体につ

いてはオニグルミ 3点、 トチノキ3点、シカの頭蓋骨l点などが検出されている。

(2) B期の遺物

①童形埴輪 (PL-38-54) 

古墳からは形態および大きさのほとんど変わらない壷形埴輪が墳丘裾部に配列されたような状況で出土して

おり、円筒埴輪と同様の機能を持っともの考えられる。また底部には焼成前に開けられた円孔がみられる。こ
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れは葬送用の仮器化を意図したものであり、査形埴輪の特徴といえよう。形態はやや張りのある胴部に有段口

縁を持ち、外面は刷毛目調整がほぼ全面にみられる。口縁部から肩部にかけて赤彩が施されたものもある。口

縁の凸帯部は製作方法によって2種類に分けられる。壷形埴輪については今後、詳細な分析を行い、編年的な

位置づけ等を行っていきたい

②土師器 (pL-35-37・55-58)

土師器は第1. 2面の遺構内外、および遺物包含層から出土している。これらの資料は時間幅が見られ、洪水

等により流され、原位置を保っている可能性は少ないが、第2面の土器集中区からは良好な資料が得られている。

集中区出土土器は5世紀初頭の時期が考えられ、特にSR03は万子の出土と合わせ古墳に伴う墓前祭杷に伴

うものと思われる。

③金属製品 (PL-85)

万子 (857)がSR03より出土している。

④動・植物遺存体

モモ122点が検出され、中型 (C類) ・小型 (E類)が多く認められる(別表町遺物分布図8)。

(3) C期の遺物

1 )土器類 (pL -60-64) 

土器類は地元生産品のかわらけや土鍋等のほか、他地域からの搬入品として平安時代後期の猿投・美濃の灰

軸陶器(椀・皿類)をはじめ、鎌倉時代初頭の渥美・常滑(大査・広口壷)、鎌倉時代中期以降(13世紀中葉

から後半)の常滑(大窒・広口壷・片口鉢)などの東海地方の諸窯で生産された陶器類、龍泉窯系の青磁・白

磁(碗・皿類)の舶載陶磁器類、等の存在が確認されている。

2 )木製品 (pL-69-85) 

木製品は下駄、曲物、漆塗りの椀等の生活用具や斎串などの祭杷用具及び建築用部材が出土し、荷札と思わ

れる木簡も l点出土している。中でも多量の斎串の存在が特徴的であり、本遺跡の性格を示唆するもと思われ

る。また、炭化材の出土も多く、注目される。

4 )石製品 (pL -66-68) 

石製品は20点(混入品も含む)出土し、その内訳は使用痕のある剥片l点、加工痕のある剥片3点、石核7点、

磨石2点、砥石2点、石筆l点、五輪塔4点(火輪・水輪各 l点、地輪2点)が出土している。水輪の四周に

は、「パ・パー・パン・パクJが彫出され、上面にはこれらの種字に添う形で「東南西北」の墨書がみられる

5 )金属製品 (pL-85) 

金属製品は万子2点、紡錘車 l点、釘2点、火打ち金具l点、用途不明具6点などが出土している。

6 )銭貨 (pL-68) 

銭貨は13点出土している。初鋳年では621年(開元通賓)から1636年(寛永通賓)におよぶ資料が出土している。

7)動・植物遺体

モモ389点、スモモ6点、 トチノキ3点、ウリ 3点等が出土しており、詳細は第百章2を参照されたい。

モモは古墳時代同様に中型 (C類) ・小型 (E類)が多く認められる(別表町遺物分布図 8)。

(4) D期の遺物

D期の遺物には肥前系陶器類、石臼 l点などが出土している。肥前系陶器類は多量に出土しているが小破片

のため図示し得るものはなかった。
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IV 自然科学分析

1 大師東丹保遺跡IV区における古環境変遷
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

東丹保遺跡(山梨県中巨摩郡甲西町所在)は、甲府盆地の南西部、滝沢JIIと釜無川の支流である御勅使川に
より形成された複合扇状地の扇端から氾濫原低地にかけて位置する。本地域には油田遺跡・向河原遺跡など数

多くの遺跡が分布しており、今回の町区の発掘調査でも、弥生時代後期の獣骨、古墳時代の円墳、鎌倉時代の

自然流路・土器など、本地域の低地における人間活動を捉える上で多くの成果が得られている。このように本

地域は、河川の氾濫の影響など、どちらかと言えば不安定な場所であったと考えられることから、本地域にお

ける古環境の変遷を捉えることは、低地における人間の活動状況を捉える上で重要な課題とされている。そこ

で、今回の調査では自然科学分析を応用した古環境復元調査を実施する。調査内容は、堆積環境および堆積域

の植生や土地利用状況に関する情報を得ることを目的として、珪藻分析・花粉分析・植物珪酸体分析を実施す

る。

1.層序と試料

調査地点は、町区東壁断面に5ヵ所の地点を設定した。調査地点の層序を図lV-lに示す。本断面の堆積層

は発掘調査時に29層に分層されている。堆積層の層序に関する概要を下位層準より準に述べる。

最下部の29層は砂礁からなり、南側に傾斜している。 28層は黒土粘土~シルトからなり、腐植が集積してお

り、弥生時代後期の遺物を包含する(第3調査面)0 27層は淘汰の悪い砂礁からなり、調査区全域に比較的厚く

堆積する。調査区南東部では本層の上位に古墳が構築されている。その墳丘堆積物の18-26層は青灰色のシル

トを主とする堆積物からなる。墳丘北・西端は削平されている。一方、墳丘の北側と南側と27層の上位にはシ

ルトを主体とする堆積物が堆積する。このシル卜下部の17層は、砂・離を含むシルトー粘土からなり、古墳時

代の遺構・遺物が検出される(第2調査面)。また、 15層は古墳・鎌倉時代の遺物包含層、 13層は鎌倉時代の

遺構・遺物が検出される(第 l調査面)。この上位の堆積層は、砂や砂離を主とした粗粒堆積物からなる。

試料は、遺物・遺構が検出された層準を中心に各地点より層位試料として17点の試料(試料番号 1-17) 

が採取されている。分析層準は、目的を考慮、しながら図町一 lに示す層準を選択した。

2.分析方法

( 1 )珪藻分析

各試料を湿重で約6g秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法、傾斜法の順に物理化学処理を施して

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度に希釈した後、適当量計り取りカバーガラス上に滴下し乾燥させる。

乾燥後、プリュウラックスで封入して、プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは

1000倍で行い、メカニカルステージで、任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に

200個体以上同定・計数する。種の同定は、K.Krammerand Lange-Bertalot (1986・1988・1991a.1991b)、

K.Krammer (1992)などを用いる。

同定結果は、産出種をアルファベット順に並べた一覧表で示す。なお、珪藻の生態性の解説を表IV-2-

IV-5に示す。また、産出した化石が現地性の化石か他の場所から運搬・堆積した異地性の化石かを判断する

目安として完形殻の出現率を求め考察の際に考慮、した。堆積環境の解析にあたり、塩分濃度に対する適応性か

ら産出種を海水生種、海水~汽水生種、淡水生種に分類し、淡水生種については更に塩分・水素イオン濃度

(pH) ・流水に対する適応性に基づいて生態区分する。そして、主要な分類群について主要珪藻化石群集変遷

つ臼
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各地点の模式柱状図および分析層位町一1

図を作成する。堆積環境の解析にあたっては、安藤(1990)の環境指標種、伊藤・堀内(1991)を参考とする。

( 2 )花粉分析

花粉・胞子化石は、湿重約10gの試料について水酸化カリウム処理、重液分離(臭化亜鉛、比重2.3)、フ

ッ化水素酸処理、アセトリシス処理(無水酢酸:濃硫酸=9 : 1)の順に物理・化学的な処理を施して、試料

から分離・濃集する。処理後の残漬をグリセリンで封入してプレパラートを作製した後、光学顕微鏡下でプレ

パラート全面を走査しながら、出現する種類について同定・計数を行う。また、検出されるイネ科花粉につい

て、ノマルスキー微分干渉装置を用いて花粉外膜の表面微細構造、発芽孔の肥厚状況、粒径などを考慮、してイ

ネ属同定を行う。

分析結果は同定・計数結果の一覧表および主要花粉化石群集の変遺図で示す。図中の出現率は、木本花粉が木

本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子が総花粉・胞子数より不明花粉を除いた数をそれぞれ基数とした百分率

で算出する。なお、図表中で複数の種類をハイフォン(一)で結んだものは、種類聞の区別が困難なものである。

( 3 )植物珪酸体分析

植物珪酸体は、湿重約7g前後の試料について、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理(70W、250KHz、

1分間)、沈定法、重液分離法(ポリタングステン酸ナトリウム、比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、試

料から分離・濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュ

ウラックスで封入しプレパラートを作製する。 400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その聞に出現するイネ

科葉部(葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由

来した植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤・佐瀬(1986)の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、同定・計数結果の一覧表および植物珪酸体群集の層位的分布図として表示する。図中の出現率は、

短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数として百分率で算出する。なお、計測

数が短細胞珪酸体では200個未満、機動細胞珪酸体では100個未満の試料については組成を歪曲して評価する

恐れがあるため、植物珪酸体組成を求めず出現した種類を+で示すにとどめる。

qa 
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3.徹化石の産状

(1)珪藻化石

結果を表町一2-町一5、園町一6・町一7に示す。以下に各地点毎に結果を示す。

<1地点>

珪藻化石は、全層準から多産する。産出分類群数は23属113種であり、ほとんどが淡水生種からなる。完

形殻の出現率は、試料番号3以深が約40%以下と低いが、それ以浅が約70%と高い。淡水生種の生態性(塩

分、水素イオン濃度、流水のそれぞれに対する適応度合p)の特徴は、貧塩一不定性種、真・好アルカリ性種、
流水不定性種が優占する。以下に化石群集の特徴を述べる。

試料番号5・4は、流水不定性のSynedraulna、Amphoraovalis var.a血凶s、好流水性で中~下流性河川指標種

群のMeridioncirculae var.constrictum、好流水性で中~下流'性河川指標種群のCymbellaturgidula、好止水性の

Aulacoseira crenula旬、 Gomphonematruncatumなどが 10%前後産出する。

試料番号3-1は、陸上の好気的環境にも水域にも産出する陸生珪藻B群のNaviculaconferuaceaが30%と

多産し、耐乾性の高pA群のHantzschiaamphioxys、好流水'性で中~下、流性河川指標種群のCymbellaturgiduia、

Gomphonema p釘vulum、流水不定d性のNitzschiaamphibia、Rhopalodiagibberulaなどが随伴して産出する。ま

た、試料番号2・lからは、本来汽水域に生育するNitzschialevidensis (変種も含む)が産出する。

<2地点>

珪藻化石はほとんど検出されない。わずかに産出する珪藻化石の種類は、耐乾性の強い陸生珪藻のA群の

Hantzschia amphioxys、Pinnulariaborealisなどである。

<3地点>

珪藻化石はほとんど検出されない。わずかに産出する珪藻化石の種類は、耐乾性の強い陸生珪藻のA群の

Hantzschia amphioxys、未区分陸生珪藻のPinnulariaschroederiiなど、陸生珪藻が多い。

<4・5地点>

珪藻化石は全層準で多産する。産出分類群数は26属125種類であり、ほとんどが淡水生種からなる。完形

殻の出現率は、試料番号 15が約30%と低いが、それ以外が 70%以上と高い。淡水生種の生態性の特徴は、

貧塩一不定性種、真・好アルカリ性種、流水不定性種が優占する。なお、試料番号 14・13では流水性種も比

較的高率に産出する。以下に珪藻化石群集の特徴を述べる。

試料番号17は、流水不定性で、好塩性のRhopalodiagibberula、流水不定性で沼沢湿地指標種群のNavicula

elginensis、流水不定性のGomphonemaangustatum、それに陸生珪藻A群のAmphoranormaniiなどが 10-1 

5%産出する。

試料番号 16・15は、流水不定性のAmphoraovalis var.affinis、Gomphonemaangustatum、Synedraulna、

Navicula confervaceaなどが比較的多く産出する。

試料番号14・13は、好流水d性のNaviculaelginensis var.neglectaが増加し約 10%産出する。また、流水不定

性のAmphoraovalis v訂.a血nis、Cymbellasilesiaca、Gomphonemapar明11um、Navicula kotsch折、 N.仕ivialis、

N .confervaceaなどが 10%前後産出する。

( 2 )花粉化石

結果を表町一8、園町-9'N-10に示す。以下に各地点毎に結果を示す。

<1地点>

花粉化石は、全体的に保存状態が悪い。特に試料番号5-3では、検出個体数也少ない。試料番号2・1で
はツガ属・マツ属が多産し、モミ属・スギ属・コナラ属コナラ亜属・コナラ属アカガシ亜属などを伴う。草木

花粉では、イネ科が多産し、カヤツリグサ科・アカザ科・ナデシコ科・ヨモギ属などを伴う。

<2地点>

-14-
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町一2 珪藻分析結果(1) 

種 類

Ni tzschia sp. 
Diploneis pseudovalis Hustedt 
Nitzschia calida Grunow 
Nitzschia levidensis (W.Srnith)Grunow 
Nitzschia levidensis var. salinarurn Grunow 
Ni tzschia levidensis var. victoriae (Grun. )Cholnoky 
Nitzschia lor巴nzianaGrunow 
Achnanthes exigua Grunow 
Achnanthes hungarica Grunow 
Achnanthes lanceolata (Breb. )Grunow 
Arnphora rnontana Krasske 
Arnphora norrnanii Rabenhorst 
Arnphora ovalis var. affinis (Kuetz. )V.Heurck 
Anornoeoneis sphaerophora (Kuetz. )Pfitzer 
Aulacoseira crenulata CEhr. )Krarnmer 
Bacil1aria paradoxa Gmelin 
Caloneis aerophila Bock 
Caloneis bacillum (Grun. )Cleve 
Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot 
Caloneis schu田annianavar. biconstricta Grunow 
Caloneis silicula CEhr. )Clev巴
Caloneis silicula var. intermedia May巴r
Caloneis silicula var. minuta (Grun. )Cleve 
ca loneis sp.ー1
Caloneis spp. 
Cocconeis placentula var. euglypta CEhr. )Cleve 
Craticula ambigua (Ehr. )D.G.Mann 
Craticula cuspidata (Kuetz. )D.G.Mann 
Craticula halophila (Gran. ex V. Heurck)D. G. Mann 
Cymbella cuspidata Kuetzing 
Cymbel1a mesiana Cholnoky 
Cymbe11a田inutaHi Ise ex Rabh. 
Cymbel1a naviculiformis Auerswald 
Cymbella silesiaca Bleisch 
Cymbel1a sinuata Gregory 
Cymbel1a tumida (Breb. ex Kuetz. )V.Heurck 
Cyrnbel1a turgidula Grunow 
Cymb巴llaturgidula var. nipponica Skvortzow 
Cymbe 11a spp. 
Diploneis ovalis (Hilse)Cleve 
Diploneis par田aCleve 
Ep i themis spp. 
Eunotia pectinalis var. undulata (Ralfs)Rabenhorst 
Eunotia praerupta Ehrenberg 
Eunot ia spp. 
Fragilaria capucina var. gracilis (Oestr. )Hustedt 
Fragilaria capucina var. mesolepta CRabh. )Rabenhorst 

生態 |環指標境稲滋~ャ oH 1 r荒71<
Euh-Meh 
ー・ーー-------ーーーーーー

Meh 
Meh El 
Meh 
Meh 
Meh 
Meh 
Ogh-ind al-il ind s 
Ogh-hil al-il ind IU 
Ogh-ind ind r-ph K. T 
Ogh-ind ind ind RA 
Ogh目indind ind RB 
Ogh-ind al-il ind IU 
Ogh-hil al-bi ind 
Ogh-ind ind l-ph 
Ogh-hil al-bi l-phlU 
Ogh-ind aトilind RA 
Ogh-ind al-il r-phlU 
Ogh-ind ind l-ph RB 
Ogh-ind ind ind 
Ogh-ind al-il ind 
Ogh-ind al-il ind 
Ogh-ind al-il ind 
Ogh-unk unk unk RI 
Ogh-unk unk unk 
Ogh-ind al-il r-phlT 
Ogh-ind al-il ind IS 
Ogh-ind al-il ind IS 
Ogh-ind al-il ind 
Ogh目indind ind 
Ogh-ind al-bi l-bilO 
Ogh-ind ind r-ph K. T 
Ogh-ind ind ind 10 
Ogh-ind ind ind IT 
Ogh-ind ind r-ph K. T 
Ogh-ind al-il ind IT 
Ogh-ind al-il r-ph K. T 
Ogh-ind al-il r-phlT 
Ogh-unk unk unk 
Ogh-ind al-il ind 
Ogh-ind ind ind 
Ogh-unk unk u出
Ogh-hob ac-il ind 10 
Ogh-hob ac-il l-ph RB. O. T 
Ogh-unk unk unk 
0凶一indal-il l-phlT 
Ogh-ind al-il l-phlT 

ユ 2l地点2 4 日|吋 -E3地点lJl 144・5地15点 1日ユ1

2 2 
2 2 2 

--r-----r-----ー ァ一一一:一一三一一ー:一一一二ー一二一一--r -----i ------一一一γ----T
4 2 
2 2 3 5 4 9 
6 7 6 3 2 2 

23 
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12 13 2 

1 
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1 l 
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2 2 
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l 
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町一3 珪藻分析結果(2)

種 類

Fragilaria capucina var. rumpens (Kuetz. )Lange-Bertalot 
Fragi1aria construens (Ehr. )Grunow 
Fragi1aria construens fo. venter (Ehr. )Grunow 
Fragi1aria leptostauron (Ehr. )Hustedt 
Fragilaria parasitica (W.Srnith)Grunow 
Fragi1aria vaucheriae (Kuetz. )Petersen 
Fragi1aria virescens Ralfs 
Frustu1ia vu1garis (Thwait. )De Toni 
Gornphonerna angustatu皿(Kuetz.)Rabe凶orst
Gornphonerna angustaturn var. 1inearis Hustedt 
Gornphonerna augur Ehrenberg 
Gornphonerna augur var. turris (Ehr. )Lange-Bertalot 
Gornphonerna clavatu田Ehrenberg
Gornphonerna gracile Ehrenberg 
Gornphonerna parvu1u皿Kuetzing
Gornphonerna parvu1um var. 1agenula (Kuetzing)Frengue11i 
Go田phonernapseudosphaerophorurn H.Kobayasi 
Gornphonerna purnilurn (Grun. )Reichardt & Lange-Bertalot 
Gornphonerna truncaturn Ehrenberg 
Gornphonerna spp. 
Gyrosi四aacurninatum (Kuetz. )Rabenhorst 
Gyrosig皿ascalproides (Rabh. )Cleve 
Gyrosigrna spencerii (W.Srnith)C1eve 
Hantzschia arnphioxys (Ehr. )Grunow 
Me10sira varians Agardh 
Meridion circu1ae var. constricturn (Ra1fs)V.Heurck 
Navicu1a angusta Grunow 
Navicu1a baci11urn Ehrenberg 
Navicu1a capitatoradiata Gerrnain 
Navicu1a cohnii (Hi1se)Lange-Berta1ot 
Navicu1a confervacea (Kuetz.)Grunow 
Navicu1a contenta Grunow 
Navicu1a crYPtocepha1a Kuetzing 
Navicula decussis Oestrup 
Navicu1a e1ginensis (Greg. )Ra1fs 
Navicu1a elginensis var. cuneata H.Kobayasi 
Navicu1a elginensis var. neg1ecta (Krass. )Patrick 
Navicu1a exi1is Kuetzing 
Navicula gregaria Donkin 
Navicu1a hasta Pantocsek 
Navicula hasta var. gracilis Skvortzow 
Navicula ignota Krasske 
Navicu1a ignota var. pa1ustris (Hust. )Lund 
Navicu1a kotschyi Grunow 
Navicula laevissirna Kuetzing 
Navicu1a lapidosa Krasske 
Navicula rneniscu1us Schurnann 

生態性
指環標境額 2l地点3 I信+子 ロHI i帝7K

Ogh-ind al-il l-ph I U 
Ogh-ind a1-il 1-ph I T 2 
Ogh-ind al-i1 1-phlS 
Ogh-ind a1-il l-ph 
Ogh-ind a1-i1 ind IU 
Ogh-ind a1-il r-ph K， T 
Ogh-ind ac-il 1-ph I U 
Ogh-ind a1-il ind IU 1 2 3 
Ogh-ind a1-il ind IU 2 2 8 
Ogh-ind ac-il unk 
Ogh-ind ind ind 
Ogh-ind ind ind 
Ogh-ind a1-il ind 
Ogh-ind a1-i1 1-ph 0， U 
Ogh-ind ind ind IU 7 6 4 
Ogh-ind ind r-phlS 2 
0凶-inda1-i1 1-ph 
Ogh-ind a1-i1 ind 
Ogh-ind ind 1-phlT 1 
0凶-unkunk unk 
Ogh-ind al-i1 ind 
Ogh-ind al-i1 r-ph 7 3 
Ogh-ind a1-i1 1-phlU 
Ogh-ind a1-i1 ind RA， U 20 13 32 
Ogh-hi 1 a1-bi r-ph K， U 2 
Ogh-ind a1-il r-bi K， T 
Ogh-ind ac-i1 ind IT 
Ogh-ind a1-il ind 1 U 
Ogh-ind a1-i1 r-ph K， T 3 
Ogh-ind a1-bi ind RI 1 
Ogh-ind a1-bi ind RB，S 68 56 13 
Ogh-ind a1-i1 ind RA， T 2 4 
Ogh-ind a1-il ind IU 4 2 
Ogh-ind a1-il r-ph K， U 
Ogh-ind a1-i1 ind 0， U 5 4 
Ogh-ind al-i1 ind 
Ogh-ind a1-i1 r-phlU 9 5 5 
Ogh-ind al-i1 ind IT 
Ogh-hi1 a1-il ind IU 
Ogh-ind a1-i1 1-ph I U 
Ogh-ind a1-i1 l-ph 
Ogh-ind ind ind RB 
Ogh-ind ind ind RB 
Ogh命inda1-il ind 5 3 
Ogh-ind ind ind 
Ogh-ind ind ind RI 
Ogh-ind a1-i1 r-ph 

4 51吋 R3地点10 144・5地15点 16 17 
2 

2 

2 

2 2 
2 3 5 8 20 4 17 

1 
1 

2 
3 2 10 16 2 3 7 

1 
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10 2 
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lV-4 珪藻分析結果(3)

種 類

Navicula mutica Kuetzing 
Navicula mutica var. ventricosa (Kuetz. )Cleve 
Navicula notanda Pantocsek 
Navicula paramutica Bock 
Navicula pupula Kuetzing 
Navicula pupula var. capitata Hustedt 
Navicula radiosa Kuetzing 
Navicula symmetrica Patrick 
Navicula tantula Hustedt 
Navicula tokyoensis H.Kobayasi 
Navicula trivialis Lange-B巴rtalot
Navicula veneta Kuetzing 
Navicula viridula (Kuetz. )Kuetzing 
Navicula viridula var. linearis Hustedt 
Navicula viridula var. rostel1ata (Kuetz. )Cleve 
Neidium alpinum Hustedt 
Neidiu皿ampliatum(Ehr. )Krammer 
Neidium iridis (Ehr. )Cleve 
Neidium productum (W.Smith)Cleve 
Neidium spp. 
Nitzschia amphibia Grunow 
Nitzschia angustata (W.Smith)Cleve 
Nitzschia hantzschiana Rabenhorst 
Nitzschia linearis W.Smith 
Nitzschia obtusa var. scalpelliformis Grunow 
Nitzschia palea (Kuetz. )W.Smith 
Nitzschia paleacea Grunow 
Nitzschia palustris Hustedt 
Nitzschia romana Grunow 
Nitzschia sinuata var. delogn巴i(Grun. )Lange-Bertalot 
Nitzschia umbonata (Ehr. )Lang巴ーB.
Ni tzschia spp. 
Pinnularia acrosphaeria W.Smith 
Pinnularia borealis Ehr巴nberg
Pinnularia borealis var. rectangularis Carlson 
Pi日nulariabrebissonii (Kuetz. )Rabenhorst 
Pinnularia divergens var. elliptica (Grun. )Cleve 
Pinnularia gibba Ehrenberg 
Pinnularia gibba var. dissimilis H.Kobayasi 
Pinnularia gibba var. linearis Hustedt 
Pinnularia mesolepta (Ehr. )W.Smith 
Pinnularia nodosa Ehrenberg 
Pinnularia rupestris Hantzsch 
Pinnularia schoenfelderi Krammer 
Pinnularia schroederii (Hust. )Krammer 
Pinnularia stomatophora (Grun. )Cleve 
Pinnularia streptoraphe Cleve 

生態
|キ旨環主要境量重 ユ煩 4与 nH li市7k

Ogh-ind al-il ind RA.S 4 
Ogh-ind al-il ind RI 
Ogh-ind al-il ind 
Ogh-ind ind ind RB 
Ogh-ind ind ind IS 
Ogh-ind ind ind IS 
Ogh-ind ind ind IU 
Ogh-ind al-il ind IU 
Ogh-ind al-il ind RI. U 
Ogh-ind ind l-ph RI 
Ogh-ind al-il ind 
Ogh-hil al-il ind IU 
Ogh-ind al-il r-ph K. U 
Ogh-ind al-il r-phlU 
Ogh-ind al-il r-ph K. U 4 
Ogh-unk unk ind RA 
Ogh-ind ind l-ph 
Ogh-hob ac-il l-bilO 
Ogh-ind ind ind 
Ogh-unk u出 u出
Ogh-ind al-bi ind IS 10 
Ogh-ind al-il l-bi 
Ogh-ind al-bi ind 
Ogh-ind al-il r-phlU 
Ogh-hil al-il ind IS 
Ogh-ind ind ind IS 
Ogh-ind al-il ind IU 
Ogh-ind ind unk 1 
Ogh-ind al-il ind IU 
Ogh-ind al-il l-phlU 
Ogh-ind al-il ind IU 2 
Ogh-unk unk unk 
Ogh-ind al-il l-phlO 
Ogh-ind ind ind RA 
Ogh-ind ind ind RA 
Ogh-ind ind ind IU 
Ogh-hob ind ind 
Ogh-ind ac-il ind 10 
Ogh-hob ac-il ind 
Ogh-hob ac-il ind 
Ogh-ind ind ind IS 
Ogh-hob ac-il l-ph I 0 
Ogh-ind ind ind 
Ogh-ind ind ind RI 
Ogh-ind ind ind RI 
Ogh-ind ac-i1 l-ph 
Ogh-hob ac-il l-ph 

2lt也点3 d 民 1吋 83地点10 144・5地15点 16 17 
5 14 3 2 2 3 
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2 17 5 1 
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海水生種合計
海水ー汽水生穏合計
汽水生種合計
淡水生種合計

珪藻イヒ石総数
凡例
H. R. :塩分濃度に対する適応性
E凶-Meh:海水生積ー汽水生種
Meh :汽水生種
Ogh-hil :貧塩好塩性種
Ogh-ind:貧塩不定性種
Ogh-hob:貧塩嫌塩性種
Ogh喝u出:貧塩不明種
環境指標種

E1:海水泥質干潟指標種(小杉. 1988) 
J:上流性河川指標種 K:中~下流性河川指標種 0:沼沢湿地付着生種(以上は安藤. 1990) 
S:好汚濁性稜 U:広適応性穏 T:好清水性積(以上はAsai.K.& Watanabe. T. 1995) 
RI:陸生珪藻 (RA:A群.Rs:B群、伊藤・堀内. 1991) 

珪藻分析結果(4)

種 類 生態
指環標境璽 l 2l地点3 A ~ pUl R3地点10 1A4・5地15点 1自 17 塩分 DlLJ 流水

Pinnularia subcapitata Gregory Ogh-ind ac-i 1 ind RB.S 3 3 1 1 2 
Pinnularia viridis (Nitz. )Ehrenberg Ogh-ind ind ind 10 l 2 2 
Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk 3 4 7 3 2 
Rhopalodia gibba (Ehr. )0. Muller Ogh-ind al-il ind 2 2 17 
Rhopalodia gibberula (Ehr. )0. Muller 0凶-hilal-il ind 9 6 2 I 3 5 34 
Rhopalodia quisumbirgiana Skvortzow Ogh-hil al-il l-ph 1 
Stauroneis anceps Ehrenberg Ogh-ind ind ind IT 
Stauroneis kriegeri Patrick Ogh時indind unk IT 2 2 
Stauroneis lauenburgiana Hustedt Ogh-ind al-il ind l 
Stauroneis lauenburgiana fo. angulata Hustedt 0凶ーindal-il ind 
Stauroneis nobilis Schumann Ogh-hob ac-il ind 
Stauroneis obtusa Lagerst Ogh-ind ind ind RB 1 
Stauroneis phoenicenteron (Nitz.)Ehrenberg Ogh-ind ind トph¥O 1 2 
Stauroneis phoenicenteron fo. gracilis (Ehr. )Hustedt Ogh崎indind l-ph¥O 1 2 
Stauroneis phoenicenteron var. hattorii Tsu皿ura 0凶ーindind ind 10 1 3 
Stauroneis phoenicenteron var. signata Meister Ogh-ind ind ind 
Stauroneis smithii Grunow Ogh-ind al-il r-ph¥U 2 
Surire11a angusta Kuetzing Ogh-ind al-il r-bilU l 
Surire11a linearis W.Smith Ogh-ind ind ind 
Surirella multifasciata Cleve-Euler 0凶ーindac-il unk 2 
Surire11a ovata Kuetzing Ogh-ind al-il r-ph¥U I 
Surire11a ovata var. pinnata (W.Smith)Hustedt Ogh-ind al-il r-ph¥U 1 2 2 
Surire11a robusta Ehrenberg Ogh-hob ind l-bi 1 I 
Surirella tenera Gregory Ogh-hob ind l-bュ
Surire 11a spp. Ogh-unk unk unk 
Synedra inaequalis H.Kobayasi Ogh-ind al-i1 r-bi J. K. T 
Synedra ulna (Kuetz. )Ehrenberg Ogh-ind al-il ind IU 1 8 11 4 17 3 
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C. R. :流水に対する適応性
l-bi:真止水性種
l-ph:好止水性種
ind :流水不定性積
r-ph:好流水性種
r-bi:真;流水性種
unk :流水不明種

pH:水素イオY濃度に対する適応性
al-bi:真7J1t抑性種
al-il:好7ルカリ性種
ind :pH不定性積
ac-il:好酸性種
unk :pH不明種
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1V-6 1地点の主要主主義化石群集の変遷
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o50  100% 

町一74・5地点の主要議議化石群集の変遷
海水・汽水・淡水位種産出率・各種産出率・完形恒産出率は全体善数、淡水生温の生態性の比率は淡
水生種の合計を訟数として百分率で釦出した.いずれも100個体以上検出された鼠料について示す。
なお、・は1%未満、+は100個体朱満の試料について検出した種類を示す。

花粉化石は保存状態が悪く、化石数が少ない。

<3地点>

3試料とも花粉化石の保存状態が悪く、化石数が少ない。

<4・5地点>

花粉化石は全般に保存状態が悪く、試料番号17では化石数が少ない。木本花粉では、ツガ属・スギ属が多産

し、モミ属・マツ属・コナラ亜属・アカガシ亜属などを伴う。このうちスギ属が上位に向かい減少し、マツ属

が増加する。草本花粉の出現傾向は著しい変化が認められず、イネ科が多産する。この他、オモダカ属・カヤ

ツリグサ科・ミズアオイ属・サナエタデ節ーウナギツカミ節・ナデシコ科・ヨモギ属などを伴う。

( 3 )植物珪酸体

結果を表町一 11、図町一 12-IV-15に示す。以下に各地点毎に結果を示す。

<1地点>
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花粉分析結果町-8
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1地点の主要花粉化石群集の変遷

出現率は、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数と

して百分率で算出した。なお、・0は1%未満、+は木本花粉100個体未満の試料について倹出した

種類を示す。
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4・5地点の主要花粉化石群集の変遷
出現率は、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数と

して百分率で算出した。なお、・0は1%未満、+は木本花粉100個体未満の試料について検出した

種類を示す。

Nー 10

植物珪酸体は各試料から検出されるものの、保存状態は悪く、表面に多数の小孔(溶食痕)の認められる。

各試料からは、タケ亜科やヨシ属、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科、栽培植物のイネ属などが検出される。こ

れらの種類は、層位的な変化が認められる。試料番号5・4では、ヨシ属やウシクサ族の割合が高p。

試料番号3からヨシ属が減少し、試料番号2・1ではイネ属が優占する。また、稲籾に形成されるイネ属穎珪

酸体も多産する。

<2地点>

試料番号6では、イネ属・タケ亜科・ヨシ属・ウシクサ族などの植物珪酸体が検出される。ただし、機動細

胞珪酸体の検出個数が少なく、保存状態も悪い。短細胞珪酸体では、タケ亜科の割合が高い。

<3地点>

各試料からは、植物珪酸体が検出されるが、検出個数は少なく、保存状態も悪い。各試料ともヨシ属の産出

が目立ち、タケ亜科、ウシクサ族なども認められる。また、わずかにイネ属も検出される。

しかし、

市

E
Aつ臼
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<4・5地点>

各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪い。また、試料番号17では、イネ属・タケ亜

科・ヨシ属・ウシクサ族などが検出されるが、検出個数が少ない。

試料番号16-13では、イネ属、タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科などが検出される。試

料番号16ではヨシ属の割合が高いが、上位に向かうにつれて次第に減少し、これに応じるようにイネ属か増

加し、試料番号13ではイネ属が優占する。また、イネ属穎珪酸体も多産する。

4.低地の環境

弥生時代後期の遺物包含層の28層の珪藻化石群集は、沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性の種群の占める

割合が高く、流水性種や陸生珪藻などの種群が比較的多産した。この持徴から、本層は、流水の影響を受ける

沼沢地~湿地のような状況下で堆積したことが推定される。本層は腐植の集積から、土壌化している可能性が

あり、陸生珪藻の種群の産出を考慮すると堆積後には乾燥する時期が存在した可能性がある。このような陸生

珪藻が繁茂する好気的環境下では、花粉などは分解消失することが知られている。本層中の花粉化石は保存状

態が悪かったことも本地点が好気的な場所となったとすると調和的な傾向とみなせる。また、花粉化石や保存

状態の悪かった植物珪酸体で検出された種類は、当時の堆積域ないしその周辺に生育していた母植物に由来す

ると考えられる。その中には栽培種のイネ属が認められることから、本時期には堆積域において栽培種のイネ

属が存在したことになり、稲作が行われていた可能性がある。

その後、調査区全域を覆う砂礁が堆積するが、この堆積により堆積域の環境を一変したものと想定される。

砂離堆積後には、調査区南東部に円墳が構築された。この墳丘堆積物は堆積構造から人為的な搬入土である可

能性が強い。本堆積物中の植物珪酸体組成はヨシ属が多産する特徴を示し、珪藻化石は少ないものの陸生珪藻
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百分率で算出した。なお、・は 1%未満の種類、+はイネ科薬部短細胞珪酸体で2∞伺
未満、イネ科護身機動細胞で100個未満の試料で検出された種類を示す。
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の産出が目立ち、花粉化石は保存状態が悪くほとんど出現しないという産状を示した。このような産状は、墳

丘北側の調査I地点の古墳時代の包含層の特徴と類似することから、調査地点近辺の堆積物を利用している可

能性がある。

古墳時代の遺物包含層とその直上の古墳・鎌倉時代の遺物包含層の珪藻化石群集は、調査地点によって産出

する種群の構成は異なるものの、流水性種・止水性種・流水不定性種がそれぞれほぼ同様の割合で産出すると

いう特徴を示した。このような様々な環境を指標する種群が混在する群集の特徴は、完形殻の出現率が低いこ

とを考慮すると、流れ込みゃ河川の氾濫堆積物、さらに撹乱の影響を受けた堆積物などで認められる傾向であ

る。今回の場合も、このような状況下での堆積が推定される。また、植物珪酸体では水湿地に多いヨシ属や、
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出現率は、イネ科薬昔日短細胞珪酸体、イネ科薬身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。

なお、.は 1%未満の種類、+はイネ科薬部短細胞珪酸体で初日個未満、イネ科薬身機動細胞で100個未満の
試料で検出された種類を示す。
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百 15 4・5地点の植物珪酸体群集の変遷

出現率は、イネ科業部短細胞珪酸体、イヰ科護身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分場Eで算出した。

なお、・0は 1%未満の種類、+はイネ科業部短細胞珪酸体で200個未満、イネ科薬身機動細胞で1∞個未満
の試料で検出された種類を示す。
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乾いた場所に分布するウシクサ族(ススキ属を含む)が多産した。花粉化石ではイネ科が多産し、カヤツリグ

サ科・サナエタデ節ーウナギツカミ節・ヨモギ属や水生植物のオモダカ属・ミズアオイ属などが検出された。

これらの種類が堆積域ないしその周辺に生育していたものと考えられ、調査地域は開けた場所であったことが
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推定される。また、栽培種のイネ属の植物珪酸体が機動細胞珪酸体で約 16%の出現率を示した。現在の水田

耕土(イナワラ堆肥連用8年間、 500kg/ 10 a/年)におけるイネ属機動細胞珪酸体の出現率は 16%を示し

たとの調査例(近藤、 1988)がある。この値と比較して今回の結果はほぼ同じ出現率であり、当時の調査地

点近辺では稲作が行われていたことが推定される。

鎌倉時代の遺物包含層の珪藻化石群集は、墳丘北側と南側の地点で異なっていた。墳丘北側の4・5地点で

は流水指標種が多産するのに対して、南側の 1地点では陸生珪藻B群のNaviculaconfervaceaが優占した。本種

は、有機汚濁の進んだ富栄養水域にも特徴的に産出する好汚濁性種(Asai，K&，Wa句nabeヱ，1995)でもあり、

その他の陸生珪藻の産出が少なかったことを考えると、陸上に生育していたとするよりも水域に生育していた

と考えられる。したがって、本時期の調査区北側は流水の影響を受ける場所であったが、調査区南側は比較的

富栄養な水域で堆積したと考えられる。また、植物珪酸体では両地点とも、下位層準で多産していたヨシ属が

減少し、栽培種のイネ属が増加・優占するようになる。このことは、調査区内で稲作が行われるようになった

ことを示している可能性が強い。本層では、杭列や溝など水田を示唆するような遺構が確認されており、今回

の結果はそのような状況と調和的とみなせる。

墳丘堆積物の上位の 12層では、各微化石ともほとんど検出されなかったため、遺跡周辺の環境について検

討することは困難である。

5.遺跡周辺の森林植生

本遺跡の花粉化石群集は、モミ属・ツガ属・マツ属・スギ属が多産し、クマシデ属ーアサダ属・コナラ亜

属・アカガシ亜属・ニレ属ーケヤキ属を伴う。これらの種類が当時の森林構成要素として存在していたと考え

られる。モミ属・ツガ属は、暖温帯常緑広葉樹林の主要構成要素のアカガシ亜属が認められることから、暖温

帯~冷温帯の移行帯で森林を形成するモミ・ツガに由来する可能性が高い。したがって、当時はモミ・ツガ・

スギなどの温帯性針葉樹と落葉広葉樹から構成される暖温帯から冷温帯にかけての気候帯に属する植生が後背

山地などに存在していたと考えられる。ここで得られた花粉化石群集は、油田遺跡・二本柳遺跡・向河原遺跡

などで実施した花粉分析結果(未公表資料)と類似している。したがって、このような植生は、本盆地内部で

も比較的広い範囲に成立していた可能性がある。

関東平野などでは古墳時代の頃に丘陵などを中心にモミ属・ツガ属が増加する現象が認められている(例え

ば、検井、 1990:パリノ・サーヴェイ株式会社、 1993など)。この時期は、いわゆる「弥生の小海退Jとよば

れ、気候的には冷涼、多雨であったといわれている(那須、 1989)。このようなことを考慮すると、周辺で温

帯性針葉樹が分布していた背景には、このような気候的な要因が関係している可能性がある。また、盆地の縁

辺部では扇状地が発達していることから、土地的条件が不安定な場所でも林分を形成できるツガなどが分布域

を広げた可能性もあり、今後の課題として残される。
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2 大師東丹保遺跡町区から出土した木材および種実の種類

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

本遺跡では、これまでに I区~皿区で出土した流木や木製品の樹種同定から、古植生や木材利用に関する検

討が行われている(パリノ・サーヴエイ株式会社，未公表)。その結果では、鎌倉時代の柱・杭・斎串・曲物

等にヒノキ属が多く見られた。一方、弥生時代中期の建築材にはヤナギ属・クヌギ節・コナラ節・エノキ属等

の広葉樹やモミ属・ヒノキ属等の針葉樹が見られ、多種類の木材が使用されていたことがうかがえる。また流

木には、ヤナギ属・クリ・ケヤキ・エノキ属・イヌエンジュ属・コナラ属アカガシ亜属等が認められ、これら

の種類が遺跡周辺に生育していたことが指摘されている。

今回調査が行われた町区においても、大量の木材や種実が検出されている。本報告では、これらの木材や種

実の種類を明らかにし、用材選択や食用への利用状況について検討する。

1.出土した木材の樹種

(1)試料

試料は、鎌倉時代の各遺構から検出された木製品・立木・流木など74点(試料番号 1-74)である。各試

料の詳細については、樹種同定結果ともに表町一 16に記した。

( 2 )方法

剃万の刃を用いて、試料の木口(横断面) ・柾目(放射断面) ・板目(接線断面)の3断面の徒手切片を作

製する。切片は、ガム・クロラール(抱水クロラール・アラビアゴム粉末・グリセリン・蒸留水の混合液)で

封入し、プレパラートとした。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

( 3 )結果

樹種同定結果を表町一 16に示す。試料には劣化などの理由により木材組織の観察が充分行えなかったもの

があった。それらの試料については、観察できた範囲で木材組織の形態などを記した。その他の試料には、針

葉樹4種類(カラマツ・マツ属複維管束亜属・モミ属・ヒノキ属)λ、広葉樹6種類(ヤナギ属.クリ.シイノ

キ属.ウメ.ヌルデ.ニワトコ)とイネ科タケ亜科が認められた。各種類の解剖学的持徴などを以下に記す。

.カラマツ(仏La釘rixka舵empflた'eri(包Lamb.)Ca町r口.rγrセreり)マツ科カラマツ属

早材部から晩材部への移行はきわめて急。垂直樹脂道および水平樹脂道が認められる。放射柔細胞の細胞壁は

滑らかで、、じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔はトウヒ型~ヒノキ型で3-5個。放射組織は単列、1-20細胞高。

・マツ属複維管束亜属 (Pinussubgen.Diploxylon sp.)マツ科

早材部から晩材部への移行は急ーやや緩やかで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道および水平樹脂道が認めら

れる。放射柔細胞の分野壁孔は窓状、放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。放射組織は、単

列、 1-15細胞高。

・モミ属 (Abiessp.)マツ科

早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は薄い。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細

胞壁は組く、じゅず、状末端壁が認められる。分野壁孔はスギ型で 1-4個。放射組織は単列、 1-20細胞高0

・ヒノキ属 (Chamaecyparissp.)ヒノキ科

早材部から晩材部への移行は緩やかーやや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限って認められる。放

射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型で1-4個。放射組織は単列、 1-15細

胞高。

・ヤナギ属 (Salixsp.)ヤナギ科

散孔材で、道管は年輪全体にほぼ一様に分布するが年輪界付近でやや管径を減少させる。管壁厚は中庸で、

円
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横断面では楕円形ーやや角張った楕円形、単独および2-3個が複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は突互

状に配列する。放射組織は異性、単列、 1-15細胞高。

・クリ (Castaneacrenata Sieb.et Zucc.)ブナ科クリ属

環孔材で孔園部は1-4 )1IJ、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-15細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。

・シイノキ属 (Castanopsissp.)ブナ科

環孔材~放射孔材で孔園部は3-4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管の単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、 1-20細胞高。柔組織は周囲状、

散在状および短接線状。

・ウメ (Prunusmume (Sieb.) Sieb et Zucc.)パラ科サクラ属

環孔性を帯びた散孔材で、年輪のはじめにやや大型の道管が接線方向に並び、晩材部へ向かつて管径を漸減さ

せる。道管壁の厚さは中庸、横断面で、は角張った楕円形、単独または2-8個が襖合する。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性皿型、 1-5細胞幅、 1-50細胞高0

・ヌルデ (Rhusjavanica L.)ウルシ科ウルシ属

環孔材で孔園部は2-4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。大道管は管壁は薄く、横断面では

楕円形、単独、小道管は管壁厚は中庸、横断面では楕円形~やや角張り、 2-3個が権合、複合部はさらに厚

くなる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異

性皿-ll型、 1-5細胞幅、 1-40細胞高で、時に上下に連結する。

・ニワトコ (Sambucussieboldiana)スイカズラ科ニワトコ属

散孔材で管壁は薄く、横断面では多角形、 2-5(10)個が複合または単独で、接線方向に配列することがあ

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は大型で交互状に配列する。放射組織は異性田-(ll)型、 1-4(6)細胞幅、

1-30細胞高。

( 4 )考察

杭列にはヒノキ属が多く認められ、本遺跡の I区~皿区までの結果と調和的である。杭材は、これまで各地

で行われた樹種同定結果で多くの種類が確認されており、特定の樹種がないこと、各地域の植生を反映してい

ると考えられること等から、遺跡周辺で入手可能な木材を適当に使用していたと考えられる。本遺跡では、こ

れまでの調査で杭材以外にも多くの製品でヒノキ属が確認され、本調査区でも同様で、ある。このことから、遺

跡内においてヒノキ属の加工が行われ、余った枝などが杭に利用された可能性がある。

立木には、ニワトコ・ウメ・ヤナギ属・ヌルデ・モミ属が確認された。このうち、ヤナギ属とウメは皿区に

おいても確認されている。これらの樹種のうち、ウメは古くに大陸から渡来した栽培種であり、これまでにも

各地で核の検出例が知られている。本遺跡では、これまでに皿区と町区を合わせて 12本のウメの立木を確認

している。このことから、花の観賞や果実の生産を目的として、ある程度まとまった本数のウメが遺跡内で栽

培されていたと考えられる。なお、今回調査したウメには樹皮の付いている試料があった。このうち試料番号

38では、最外部年輪が夏材部の形成途中であることが観察できる。このことから、夏季に伐採や枯死などの

理由で樹木の生長が停止したことが推定される。

ウメ以外の立木では、ニワトコも果実を利用する種類であり、本遺跡においても果実の利用を目的として栽

培されていた可能性がある。ヤナギ属は本遺跡の他の地区でも立木に認められている。また、二本柳遺跡では

畦畔上に植栽され、イネを干すための立樹稲架の可能性が指摘されている(中山、 1993)。ヤナギ属には挿し

木で根がつきやすい種類が多く、また地下水位が高い土地にあった樹木として様々な目的で植栽していたこと

が推定される。ヌルデやモミ属は、果実などを利用するよりは木材の利用を目的として植えられていた可能性

がある。本遺跡では、このほかH区・皿区からカキノキの立木も確認されており、木材の利用や果実の生産な

どを目的として、様々な樹木が植えられていたことがうかがえる。
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時句験

表Nー 16 樹種同定結果

番号 遺物番号 出土地点 品種 時代 樹種名
1 5574 2号杭列 杭 鎌倉時代 ヒノキ属
2 6176 3号杭列 キ克 鎌倉時代 ヒノキ属
3 4879 3号杭列 杭 鎌倉時代 ヒノキ属

4 5976 7号杭列 キ九 鎌倉時代 ヒノキ属

5 5986 7号杭列 杭 鎌倉時代 ヌルT
6 5971 7号杭列 中克 鎌倉時代 モミ属
7 6810 8号杭列 4立 鎌倉時代 ヒノキ属

8 6811 8号杭列 キえ 鎌倉時代 ヒノキ属

番号 遺物番号 出土地点 品種 時代 樹種名
62 6752 2号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属
63 一括 2号木集中区 立木 鎌倉時代 ヤナギ属
64 6636 3号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属
65 6637 3号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属
66 6640 3号木集中区 板材 鎌倉時代 クリ
67 6641 3号木集中区 中立 鎌倉時代 モミ属

68 6916 4号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属

69 6926 W-87 板材 鎌倉時代 ヒノキ属

9 6821 8号杭列 杭 鎌倉時代 ヒノキ属 70 6931 W-87 板材 鎌倉時代 ヒノキ属

10 6860 8号杭列 中立 鎌倉時代 ヒノキ属 71 6938 W-87 キえ 鎌倉時代 クリ

11 6852 8号杭列 キ北 鎌倉時代 ヒノキ属 72 7383 10号杭列 板材 鎌倉時代 ヒノキ属

12 6847 8号杭列 キ克 鎌倉時代 ヒノキ属 73 6622 1号水路 板材 鎌倉時代 ヒノキ属

13 6812 8号杭列 杭 鎌倉時代 ヒノキ属 74 5028 W-89 板材 鎌倉時代 ヒノキ属

14 7378 10号杭列 杭 鎌倉時代 ヌルデ

15 7446 10号杭列 4克 鎌倉時代 ヌルデ

16 7380 10号杭列 キ克 鎌倉時代 ヒノキ属

表N-17 種実同定結果

番号 遺物番号 出土地点 量圭 備考 種類・部位(個数)

17 5316 W-88 キ克 鎌倉時代 ヒノキ属 1 23 Y-86 13 鎌倉時代 モモ核 (1)

18 4955 Y-89 +克 鎌倉時代 カフマツ 2 4399 W- 13 鎌倉時代 モモ核 (1)

19 4999 W-88 キ元 鎌倉時代 ヒノキ属 3 4206 A-79 13 鎌倉時代 ヒメグルミ核 (1)

20 5602 A-79 杭 鎌倉時代 ヒノキ属

21 5019 Z-77 本元 鎌倉時代 クリ

22 6555 1号水路 キ瓦 鎌倉時代 モミ属

23 6474 1号水路 杭 鎌倉時代 ヒノキ属

24 6514 1号水路 ネ克 鎌倉時代 モミ属

25 5842 1号水路 杭 鎌倉時代 広葉樹(散孔材)

26 5849 1号水路 キ瓦 鎌倉時代 広葉樹(散孔材)

27 6627 1号水路 杭 鎌倉時代 モミ属

4 96 Z-89 13 鎌倉時代 ヒメグルミ核 (1)

5 3021 Y-91 13 鎌倉時代 ヒメグルミ核 (1)

6 4426 W-88 13 鎌倉時代 ヒメグルミ核 (1)

7 2471 W-91 13 鎌倉時代 オニグルミ核 (1)

ヒメグ)~ミ核 (1) 、ノブドウ種子
(7)、タデ科果実 (2)メロン類種

8 3062 W-91 13 鎌倉時代 子(132)、ヒョウタン類種子 (1)
スズメウリ近似種種子(1)、不明

28 6372 1号水路 杭 鎌倉時代 ヒノキ属
種子A(10)、不明種子B(6) 

29 5834 1号水路 キ克 鎌倉時代 広葉樹(散孔材) 9 549 X-77 13 鎌倉時代 メロン類種子 (1)

30 5826 1号水路 キ克 鎌倉時代 広葉樹(環孔材) 10 580 X-77 13 鎌倉時代 不明種子A (1) 

31 6607 1号水路 杭 鎌倉時代 モミ属 11 1988 Y-91 13 鎌倉時代 トチノキ幼果 (1)

32 6570 1号水路 杭 鎌倉時代 ヒノキ属 12 3982 Y-900 13 鎌倉時代 スモモ核 (1)

33 一括 3号杭列 そだ木 鎌倉時代 マツ属線維管東亜属 13 4316 羽T-86 13 鎌倉時代 スモモ核 (1)

34 4633 W-84 立木 鎌倉時代 ニワトコ 14 2825 W-86 13 鎌倉時代 トチノキ種皮 (1)

35 4634 W-85 立木 鎌倉時代 ニワトコ

36 4635 W-85 立木 鎌倉時代 ウメ

37 4636 W-85 立木 鎌倉時代 ウメ

38 4637 W-85 立木 鎌倉時代 ウメ

39 4638 W-86 立木 鎌倉時代 ウメ

40 4639 W-86 立木 鎌倉時代 ウメ

41 4640 W-86 立木 鎌倉時代 広葉樹(散孔材)

42 4641 W-86 立木 鎌倉時代 ウメ

43 4728 W-89 立木 鎌倉時代 ヤナギ属

44 4729 W-89 立木 鎌倉時代 ヤナギ属

15 4155 Y-90 13 鎌倉時代 ノブドウ種子 (1)

16 6914 2号木集中区 13 鎌倉時代 不明種子 (1)

17 5698 W-90 15 鎌倉時代 モモ核 (1)

18 7766 W-85 15 鎌倉時代 モモ核 (1)

19 5336 W-91 15 鎌倉時代 ヒメグルミ核 (1)

20 7736 W-85 15 鎌倉時代 モモ核 (1)

21 8841 W-86 15 鎌倉時代 スモモ核

22 8555 W-86 15 鎌倉時代 オニグ)~ミ核 (1) 、壬モ核 (2)

23 8830 W-86 15 鎌倉時代 ヒョウタン類種子 (4)

45 4730 X-89 立木 鎌倉時代 ヤナギ属 24 30227 X-86 17 古墳時代 モモ核(1)

46 一括 1号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属 25 13268 W-84 17 古墳時代 モモ核 (1)

47 6286 1号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属 26 8660 B-7 28 弥生時代 オニグルミ核 (1)

48 6291 1号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属 27 30224 W-86 28 弥生時代 トチノキ種皮 (1)

49 6309 1号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属 28 8658 Z-87 28 弥生時代 トチノキ幼果 (1)

50 6353 1号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属 29 8659 B-87 28 弥生時代 同定不能 (1)

51 6417 1号木集中区 枝 鎌倉時代 ヌ)1.--デ 30 6706 2号木集中区 13 鎌倉時代 イネ穎 (5)

52 6420 1号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属 ヒルムシロ属果実 (24)、カヤYリ

53 6530 1号木集中区 杭 鎌倉時代 シイノキ属

54 6688 l号木集中区 板材 鎌倉時代 イネ科タケf亜科

55 6904 1号木集中区 板材 鎌倉時代 カフマツ

31 2333 W-85 13 鎌倉時代 ゲサ科果実 (3)、ナデシコ科種子
(2)、アカザ科ーヒユ科種子(1)

32 584 X-77 13 鎌倉時代 同定不能 (1)

56 一括 l号木集中区 立木 鎌倉時代 ヌルデ 33 520 X-77 13 鎌倉時代 イネ穎 (5)

57 一括 1号木集中区 板材 鎌倉時代 イネ科タケ亜科 34 3063 W-91 13 鎌倉時代 不明種子B (1) 

58 6306 l号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属 35 2655 A-80 13 鎌倉時代 イネ穎 (1)

59 6645 2号木集中区 立木 鎌倉時代 モミ属

60 6647 2号木集中区 杭 鎌倉時代 ヒノキ属
36 5962 W-89 15 鎌倉時代

イネ賂乳((炭化)種(1)、イボク
サ種子 1)、不明子 (1)

61 6702 2号木集中区 板材 鎌倉時代 ヒノキ属 37 ? イネ穎(炭化)(1) 
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2.出土した種実の種類

(1)試料

試料は、弥生時代~鎌倉時代の各層から採取された 37試料計240点である。試料の出土層位・出土地点な

どは表N-17に示す。

( 2 )方法

肉眼または双眼実体顕微鏡で観察し、その形態的特徴から種類を同定した。同定後は試料の状態に応じ、乾

燥あるいはほう酸水溶液中に液浸して保存した。

( 3 )結果

同定結果を表町一17'N-18に示す。以下に形態的特徴について記す。

・オニグルミ(Juglansmandshurica Maxim訓 lbsp.sieboldiana(Maxim.) Kitamura)クルミ科クルミ属

核が検出された。灰褐色で大きさは3cm程度。側面の両側に縫合線が発達する。球形~楕円形で下端は丸く

上端はやや尖る。表面には縦方向にしわ状の溝がある。内部には子葉が入る 2つの大きなくぼみがある。

・ヒヂ (ndshuricaMaxim訓lbsp.sieboldianavar.cordiformis (Makino) Kitamura)クルミ科クルミ属

核が検出された。灰褐色で長さ 2-3cm、幅1.7-2.2 cm。オニグルミよりも偏平な楕円形で、下端が丸

く上端は永長く尖る。面の中央に溝があるほかは平滑。

・モモ (Prunusparsica Batsch)パラ科サクラ属

核(内果皮)が検出された。褐色で長さ 1.7-2.8 cm、幅1.3-2.3cmの楕円形。小型で、丸みの強いも

のと大型で偏平なものがある。基部には丸く大きなへそがありへこんでおり、先端部はやや尖る。一方の側面

にのみ、縫合線が顕著に見られる。表面は、不規則な線状のくぼみがあり、全体としてあらいしわ状に見える 0

・スモモ (Prunussalicina Lindl.)パラ科サクラ属

核(内果皮)が検出された。黒褐色で大きさは 1cm程度。偏平な楕円形。基部には、丸く大きなへそがあり、

上端は丸い。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に見られる。表面は浅いくぼみが不規則にみられる。

・トチノキ (Aesculusturbinata Blnme) トチノキ科トチノキ属

種子および種皮が検出された。種子は未熟で直径1cm程度、黒色、ややつぶれた球形。上半分は光沢があり、

下半分はざらざらしている。種皮は堅い0

・ノブドウ (Ampelopsisbrevipedunculata (Maxim.) Trautv.)ブドウ科ノブドウ属

種子が検出された。黒色で光沢がある。ほぼ球形で大きさは 3mm程度。腹面には左右にさじ状の細いくぼ

みがある。

・ヒルムシロ属 (Potamogetonsp.)ヒルムシロ科

果実が検出された。大きさは約3mm程度。偏平な卵円形で短い翼がある。表面には縦方向の模様が配列する。

・イネ (Uryzasativa L.)イネ科イネ属

穎と怪乳が検出された。穎は大きさ 7mm程度。表面には縦方向に微細な突起が配列している。炭化して固

まりになっているものもある。脹乳の大きさは4mm程度。表面には縦に平行な筋が数本認められる。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceaesp.) 

果実が検出された。黒色で大きさ1mm未満。側面観は狭倒卵形で、三稜がある。表面は小突起が密に配列している 0

・イボクサ (Aneilemakeisak Hassk.)ツユクサ科イボクサ属

種子が検出された。ほぼ楕円形で長さ2.5mm、幅2mm。種皮は薄く、柔らかい。中央に一文字状のへそが

あり、側面にくぼんだ発芽孔がある。

・タデ科 (Polygonaceaesp.) 

果実が検出された。茶褐色で大きさは約 1.5mm。側面観は紡錘形。基部には花被が残る。果皮には細かい

凹凸がある。
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表町一18 時代別出土種実一覧

弥生時代 古績時代 鎌倉時代

28 層 17 層 15 層 13 層 合計

B-87 W-86 Z-87 W-84 x-飴W-85 W-おW-ω W-笥W-91 A-乃A-ω V-91 W-邸W-86 W-鎚W-91 x-刀Y-邸 Y-90 Y-91 Z-鈎 2号格
オーグルミ(核) 1 1 1 3 

ヒメグルミ(核) 1 1 1 1 1 1 6 

モモ(核) 1 1 2 2 1 1 1 9 

スモモ(核) 1 1 1 3 

トチノキ(種皮) 1 1 2 

トチノキ(幼果) 1 1 2 

ノブドウ(種子) 7 1 8 

ヒルムシロ属(果実) 24 24 

イネ(穎) 1 5 5 1 12 

イネ(脹乳) 1 1 

カヤツリグサ科(果実) 3 3 

イボクサ(種子) 1 1 

タデ科(果実) 2 2 

ナデシコ科(種子) 2 2 

アカザ科ーヒユ科(種子) 1 1 

メロン類(種子) 132 1 133 

ヒョウタン類(種子) 4 1 5 

スズメウリ近似種(種子) 1 1 

不明種子A 10 1 11 

不明種子B 7 7 

他の不明種子 1 1 2 

同定不能 1 1 2 

240 

-ナデシコ科 (Caryophyllaceaesp.) 

種子が検出された。黒色で偏平な円形。直径0.8mm。表面には小突起が密に並ぶ。側面にへそがある0

・アカザ科ーヒユ科 (Chenopodiaceae-Amaranthaceae sp.) 

種子が検出された。黒色で光沢がある。側面観は円形、上面観は凸レンズ形。直径1mm程度。側面にへそ

がある。

・メロン類 (Cucumismelo L.)ウリ科キュウリ属

種子が検出された。褐色で、大きさは6.2-8. 5mm。偏平で細長い楕円形で、上端にはハの字型のくぼみ

がある。表面は平滑。藤下 (1980)による日本産「メロン仲間」の種子分類によると、種子の大きさからマ

クワウリ・シロウリ型の中粒種子に区分される。

・ヒョウタン類 (Lagenariasiceraria Standl.)ウリ科ユウガオ属

種子が検出された。淡褐色で褐色の縞模様がある。長さは11-16mmo長方形に近い楕円形。

・スズメウリ近似種 (Melothriajaponica (Thunb.) Maxim.)ウリ科スズメウリ属

種子が検出された。褐色で大きさは5mm程度。偏平な楕円形で、中心部が薄い。

・不明種子A

色で大きさ 1cm程度の偏平な楕円形。保存が著しく悪いために同定できなかった0

.不明種子B

黒色で直径2mm程度の球形。基部にへそがある。同定の決め手となる特徴がないため、種類を特定できな

かった。

( 4 )考察

弥生時代の28層から検出された種類はオニグルミとトチノキである。 2種とも渓谷林を構成する種類であり、

旬
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周囲の河道沿いに生育していたことが推定される。いずれも果実が重要な食料となる種類であることから、果

実が食用に採取されていたと考えられる。ただし、今回検出されたトチノキは直径 1cm前後の未熟果なので、

採取したのではなく自然堆積したものと考えられる。

古墳時代の17層からは、モモの核が検出された。モモは、中国から渡来した栽培植物とされる。遺跡からの

出土例も各地で知られる。本地域では、二本柳遺跡において平安時代の畦畔にモモが植えられていたことが樹

種同定結果より明らかとなっている。今回の結果から、古墳時代には本遺跡周辺で栽培されていたことが明ら

かとなった。

鎌倉時代の15層 .13層では、検出される種実の種類も数も多く、有用植物と雑草類の両方の種実が含まれて

pる。

有用植物では、イネ、スモモ、モモ、ヒョウタン類、メロン類、オニグルミ、ヒメグルミ、 トチノキ、ノブ

ドウが検出された。このうち、イネ、スモモ、モモ、ヒョウタン類、メロン類は栽培植物であり、これらは食

用のために栽培されていたと推定される。また、ヒョウタン類には容器としての用途もある。また、オニグル

ミ、 トチノキ、ヒメグルミ、ノブドウはいずれも可食植物であり、周囲から果実などを食用のために採取して

きたことが推定される。

いわゆる雑草類では、湿地や水路などの水辺に生育する種類にヒルムシロ属、カヤツリグサ科、イボクサ、

タデ科が検出された。また、人里近くの開けた場所などに多いものにアカザ科ーヒユ科、スズメウリが検出さ

れた。これらの雑草類は、遺跡の集落周辺や水田・水路等に生育していたものが自然堆積したと考えられる。

<引用文献>

藤下典之(1980)本邦各地の遺跡から出土したウリ科栽培植物の遺体について一特に遺跡の編年とCucumis

meloの種子の大きさー.i考古学・美術史の自然科学的研究J，p.223ー233，日本学術振興会.

中山誠二(1993)山梨県における稲作関連遺跡調査の現状.山梨牒考古事協曾誌， 6 ，p.18 -31. 
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大師東丹保遺跡 (N区)における地質探査報告書3 

シン技術コンサル

1.はじめに

一般国道52号線の通称甲西バイパスの建設に伴い、工事区域内における遺跡の所在確認が行われた。発掘

調査の結果直径36mの円墳と思われる半円形の遺構が確認された。しかし、調査区域外の東側を発掘していな

いので、明確な規模形状は不明である。今回地球物理機器を使った非破壊方法による地質探査を東側敷地で試

み、遺跡の内容を推定するものである。

2.遺跡の名称と位置

大師東丹保遺跡

山梨県中巨摩郡甲西町清水字川原田 東側敷地

r .! J劃~Z

ti 込山-叫!
L J l l!:11-!i 

町区

大師東丹保遺跡の調査区と探査位置

3.土質概要

先に行われた発掘調査報告書によると、付近の地質は、地表面下3m以降に、氾濫原砂磯層が厚く堆積して

いる。遺跡はこの基盤上に堆積した自然の微高地を利用した墳丘構造で、墳丘は離質粘土、墳丘斜面には 10

-20cmの玉石による葺石が施されている。周囲の地質は砂磯層からなり、墳丘上にも薄く堆積している。表

層には水田の耕作土が20-30cm堆積している。地表面は休耕中なので水気がなく乾いた状態であるが、畑

地の境界ごとに表土の含水量は異なっている。地形は北から南に低い約 1%の勾配になっている。

園町一19

測線番号 測線長Cm) 周波数(削z)

R1 38. 0 200 

R2 3 7. 4 200 

R3 3 7. 5 200 

R3B 37. 2 100 

R4 19. 4 200 

R5 20. 6 200 

R5B 1 9. 8 100 

R6 20. 3 200 

R7 37. 4 200 

R 7B 43. 8 100 

1 0測線 311. 4m 

4.探査方法と使用物理機器

電磁探査地下レーダ送信周波数200・100MHz 

400v 

50v 

2，880測点

RM15 

5.探査数量

電磁探査地下レーダー

電気探査

pulseEKKO 

2極法

720m2 

電気探査

地下レーダー探査数量表表町一20
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6.探査期間

1995年1月31日-2月2日

(055) 266 -3881 

7.探査実施技術者

保坂和博山梨県埋蔵文化財センター

佐藤武彦・田中保士

株式会社シン技術コンサル(0426 ) 77 -5480 

8.探査測線とグリッド配置

r
l
l
J
 

20 ID 

地下レーダ測線一一R-ー

ーち孟ーー一

15 

電気探査:Grid : 

10 5 。
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¥
¥
¥
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探査測線とグリッド配置図園町一21

9.地下レーダ記録解析図

地中における電磁波の反射・屈折・透過などの物理的現象を利用して地下構造を探査した。送信アンテナか

ら地下に放射された電磁波パルスは、地層境界や地下水面などの電気的性質の異なる境界面で反射、屈折しつ

つ地表の受信アンテナに到達する。得られた記録は空中、地中の直接波、地下の地層境界面からの反射波など

さまざまな種類の波が表れて複雑なパターンを呈した。探査対象は墳丘である。玉石による葺石層、墳丘粘土

層、氾濫原砂醗層の各層境界面を捕らえるために、コンビュータ処理によるノイズを除去し、反射波を抽出解

析した。全測線20∞OMHzの周波数で
7B測線は、発掘調査後埋め立てられたところで、探査結果を検証する測線として注目される。記録解析図を

a川
宮

町
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園町一21に示す。

地下レーダ記録図の反射映像の、リアルラインとパターン(楕円垂状の反射映像)から次のような判読がで

きる。

R1 5 -34m!こ玉石群を想定するパターンが見られる。

R2 6 -28mにかけて窪んだ部分のリアルラインと、 20m付近に玉石と思われる顕著なパターンが見られる。

R3 8 -24mに墳丘と推定されるパターンが明瞭に反映している。その両側には窪んだ周濠を想定させるリア

ルラインが見える。

R3B明瞭なパターンや遺構を想定させるリアルラインが見えない。地層の境界面は明瞭に反映している。

R4 不明瞭であるが、斜面の玉石パターンが見られる。

R5 玉石と思われるパターンが見える。また 16mを中心にマウンドを想定する明瞭なリアルラインが見える。

R5B一層明瞭にマウンド型のリアルラインが見える。

R6 ここにも深部に半円形のリアルラインが見える。

R7 円墳を発掘調査した後埋め戻しが行われた。検証目的で行った。鋭敏なパターンの点在が見られる。玉

石の反射と思われる。 6-32m!こ渡って遺構のリアルラインが見られる。

R7B周波数の低いアンテナでは、マウンドの形が明瞭に反映している。 20m付近にかなり強い異常映像が見ら

れる。これは玉石や地層の境界のパターンやリアルラインと異なり、興味のあるところである。

10.電気探査記録解析図

二極法比抵抗マピイングは、地下遺構の平面を捕らえるもっとも簡単で、効率のよい工法である。データはド

ット図で表し、地下の様子を絵画的イメージにより視覚的に推定することができる。しかし、土質の物理的特

性に敏感に反応するため、目的の遺構の存在を推定する情報は、遺構の物理的特性を十分に把握しておかない

と得ることはできない。

今回の測定機器は、電極間隔O.5mであるから可探深度はO.5m前後である。測定グリッドは、中央に畑境

があり、畑ごとに耕作管理が異なり、含水量も変化している。また、耕作地は表土を移動させたり乱ーしたりす

るので、測定の結果の解釈には注意を要する。測定結果解析図は、パターンプロットを図町一22に、トレー

スプロットを図N-23に示す。パターンプロットは、比抵抗値の高いほど濃黒に、低いほど淡泊に表示して

いる。トレースプロットの波形は、比抵抗値の高低を表している。

記録図には、想定する円形の遺構は表示されていないが、比抵抗値の高い部分は、砂磯層の分布を示し、白

い部分は粘性土の分布を示して、地表面下O.5m前後の平面的土質分類が明瞭に把握できる。北側の一部と畑

境に額著な高比抵抗部分が見える。空中写真に発見されるソイルマークあるいはクロークマークと同じ位置で

ある。

11.おわりに

考古学遺跡の物理探査を行った結果、東側半分の円墳の存在は、地下レーダの映像から、不明瞭ながら確認

される。さらにグリッド内北東に小規模のマウンド型の異物が発見された。それは電気探査の結果からも照合

できる。発掘後の検証探査では、明確に円墳の断面を捕えており、そのうえ、円墳の中央深部に異物を見付け

た。地下レーダの放射電磁波パルスを、 2種類の周波数を使って行い、確認することが重要である。

電気探査は、可探深度を増加させた方法を取れば、いっそう明確な平面探査結果が得られるであろう。検証

探査は、今後の墳丘遺跡探査のモデル資料となり、重要なデータとなった。
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4 大師東丹保遺跡から産出した毘虫化石と古環境

愛知県立明和高等学校/森 勇一

1.はじめに

昆虫の外骨格はキチン質で構成されており、死後土中に埋もれてからも腐ることなく保存される。また、昆

虫は移動・跳躍に適した 3対の脚と飛湖周の 2対のはねを有し、環境変化に対する応答性がきわめて鋭敏な生

物化石ということができる。遺跡をめぐる古環境の復元にあたって、見虫化石が重要で、あるのはこのような理

由による。先史~歴史時代における人間活動により、自然界に生息する生物の組成や個体数などが大きく変化

したことが知られるようになり(森、 1997)、これらの消長をもとに環境変遷史を編むことが可能になりつつ

ある。

小論では、山梨県中巨摩郡甲西町に位置する大師東丹保遺跡(1区)の遺物包含層中より得られた昆虫化石

の分析結果に、珪藻分析の結果をふまえ、同遺跡周辺における古環境について述べる。

2.試料および分析方法

見虫分析を実施したのは、大師東丹保遺跡の弥生時代中期後半(山梨県埋蔵文化財センタ一、 1997)と考え

られる第三面内の堆積物(試料 1)、中世(13世紀後半-14世紀初頭)の第一面内の堆積物(試料2)、 15世

紀代の遺物を挟在する土坑内堆積物(試料3)から得られた計3試料である。見虫化石の抽出は、山梨県埋蔵

文化財センターの現地スタッフにより、室内において主に水洗浮遊選別法によって実施されたものである。

昆虫化石の分析は、筆者採集の現生標本と実体顕微鏡下で l点ずつ比較のうえ同定し計数した。なお、ここ

に記した昆虫化石の点数はいずれも節片ないし破片数であり、生息していた見虫の個体数ではない。したがっ

て今回示した昆虫化石中には、種によって同一個体を重権計数している可能性も考えられる。検出された主な

部位は、上麹・前胸背板・頭部・腹部腹板などであった。

3.昆虫化石群集

産出した見虫化石は、試料lが40点、試料2が63点、試料3が54点の計 157点であった(表町一 24)。

なお、出現化石のうち主なものについては、その顕微鏡写真を掲げた (PL-111・112)。

見虫化石群集は、食植性見虫 (44.6%)を中心に、雑食性・食肉性および食糞性の地表性歩行虫(計29.3%)

と、水生昆虫 (22.9%)をまじえる見虫組成であるということができる。なお、地表性歩行虫の中には、食糞

性見虫 (8.9%)や、主に屍体・腐食物などに集まる食屍性昆虫 (4.5%)が含有される。

種組成では、全試料を通じ食植性で主に果樹や畑作物・二次林の樹葉などを食するヒメコガネAnomala

rufocupreaを産出した。とくに、試料3では本分類群が 12点認められ、試料全体の 22.2%を占めた。また、

同様の植物を加害することが多いサクラコガネ属Anomalasp.が3試料ともに確認され、ほかにスジコガネ亜

科Rutelinaeも比較的多く認められた。

試料別にみると、試料1ではゲンゴロウ科 Dytiscidae(6点)、ゲンゴロウ Cybisterjaponicus (3点)、ガム

シHydrophilusacuminatus (4点)、コガムシ Hydrocharalibera (2点)、セマルガムシ Coelostomastultum 

( 2点)など、水田をはじめ水深の浅い止水域に生息する水生見虫が多く確認され、また、ヒメコガネやサク

ラコガネ属、コアオハナムグリ Oxycetoniajucunda、ハムシ科 Chrysomelidae、コメツキムシ科 Elateridaeなど

の食植性見虫も多産した。なかでも山地の樹林に生活しコナラ・ヒサカキ・ツバキなどに多い(友国ほか、 19

93)アカスジキンカメムシ Poecilocolislewisi (3点)、山t由のハルニレ・シラカンノf・ミズナラなどに認;めら

れる(友国ほか、 1993)ツノアオカメムシ Pentatomajaponica (1点)など、カメムシ目 Hemipteraが計6点産

出したことが特筆される。

試料2では、試料l同様、ゲンゴロウ科(4点)、ガムシ科 Hydrophi1lidae(5点)、セマルガムシ(3点)
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などの水生昆虫に加え、ゴミムシ科 Harpalidae(2点)、ツヤヒラタゴミムシ属 Synuchussp. (4点)、アオゴ

ミムシ属 Chlaeniussp. (3点)、アトボシアオゴミムシ Chlaeniusnaeviger (5点)などの地表性歩行虫の出現

率が高い。これらにスジコガネ亜科(5点)、サクラコガネ属(5点)、ヒメコガネ(6点)、 ドウガネブイブ

イAnomalacuprea (4点)などの食葉性の食植性見虫が随伴した。

試料3では、水生昆虫はまったく産出せず、人畜の獣糞に集まるエンマコガネ属 Onthopagussp. (6点)、

マグソコガネ Aphodiusrectus (5点)、マグソコガネ属Ahodiussp. (2点)などの食糞性昆虫を多産し、糞便

や各種生活ゴミに集まる双題目Dipteraの囲輔が4点検出された。これに、地表性歩行虫やヒメコガネなどの

食植性昆虫を随伴する群集組成であった。また、本試料には、アカマツ林に多いクロコガネ Holotrichia

kitoensisが5点認められた。

4.昆虫相から推定される古環境

昆虫化石の産出点数が少なく、その組成から大師東丹保遺跡周辺の古環境に関する正確な情報を引き出すこ

とは困難であるが、分析試料中より見いだされた昆虫組成をもとに、弥生時代中期(試料1)、中世 (13世紀

後半-14世紀初頭;試料2)、同じく中世(15世紀)の土坑内堆積物(試料3)より得られた分析結果をも

とに、その古環境について述べる。

第1期(弥生時代中期頃)

この時期の試料(試料 1)では、ゲンゴロウ・ガムシ・コガムシ・セマルガムシなどの水生昆虫が多産した。

これらは、いずれも近現代の水田内に多数生息している水目指標見虫であり、遺跡産では群馬県萩原団地遺跡

(森、 1993)、静岡県池ケ谷遺跡(森ほか、 1993)、同川合遺跡(森、 1995)などの弥生時代~江戸時代の水

田層中より確認されている。その結果、弥生時代中期の頃、大師東丹保遺跡周辺に水田が存在したことが考え

られる。このことは、主に鱗遡目の幼虫を捕食する食肉性のヤマトトックリゴミムシLachnocrepisjaponicaが、

第三面中より検出されたことによっても示される。本種は、日本各地の水田層中より産出が確認され(森ほか、

1993;森、 1995)、前述の水生見虫同様、水目指標見虫として知られる(森、 1996a)。

なお、本層準にはヒメコガネ・スジコガネ亜科・サクラコガネ属などの二次林の樹葉や、果樹・畑作物など

を加害する食植性昆虫が多数認められた。これらの種群の出現は、水田の畦畔付近にこのような植物が存在し

たか、水田近傍に人家などがありその周囲に畑作物が植栽されていたことが示すものと理解されるが、同時に

産出したアカスジキンカメムシやツノアオカメムシなどの山地性のカメムシ目、同じく山t也性のホソアカガネ

オサムシ Carabusvanvolxemiの存在を考慮すると、これらの食植性見虫の大部分は強い水流によって水田内に

搬入された「異地性化石」であると考えられる。

珪藻化石では、昆虫化石を産出した同一試料より、 Synedraulna， Stauroneis phoenicenteron， Neidium iridis， 

Eunotia pectinaris， E. praerupta， Pinnularia microstaauronなど、今日の水田内に生息する水目指標珪藻が優占す

るものの、異地性化石の可能性が高い破壊した珪藻殻片が多数検出され、昆虫化石群集によって示された結果

を支持している。なお、弥生時代中期後半の頃、日本各地で河床の水位低下と河川の氾濫があったことが知ら

れており(森、 1996bほか)、大師東丹保遺跡で認められた水目指標見虫に山地性の昆虫が随伴する混合群集は、

このような時代背景を反映していることも考えられる。

第2期(中世;1 3 紀後半~ 1 4世紀初頭)

本層準においても、ガムシ科・ゲンゴロウ科などの食植性ないし食肉性の水生昆虫の産出点数が多く、これ

にアトボシアオゴミムシ・アオゴミムシ属などの地表性歩行虫が伴われた。前者は水田層の存在を強く示唆す

る昆虫であり、後者は人家周辺の撹乱地表面ないしは畑作地などに多い昆虫として知られる。両者の産出から

は、大師東丹保遺跡周辺では自然改変の進行した水田地帯が想定され、周囲に人家や畑作地などが立地してい
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たことが考えられる。随伴した食植性昆虫は、第 l期同様、後背地より出水などによって運搬されたことも考

えられるが、産出見虫に山地性のものが認められず、むしろ人里周辺に普遍的に生息する種群のみで構成され

ることから、産出昆虫の大半は遺跡付近に生息していたものであると考えられる。

大師東丹保遺跡より発見されたヒメコガネ・サクラコガネ属・ドウガネブイブイなどの食葉性の食植性昆虫

は、中世の頃より盛んになる山林開発と、これに伴って人間の居住域周辺に畑作物・果樹などが植栽されるよ

うになったのを契機に大増殖したことが知られており(森、 1994a， 1996 c， 1997 )、本遺跡から得られた見虫

群集もこの傾向を反映したものと考えられる。

第3期(中世の土坑内堆積物)

中世(15世紀)の土坑内の埋土とされる試料から、マグソコガネ・コマグソコガネなど複数種の食糞性見

虫、多数の食肉ないし雑食性の地表性歩行虫、およびヒメコガネ・サクラコガネ属をはじめ人里環境を特徴づ

ける昆虫群集が見いだされた。

食糞性昆虫や雑食性ないし食肉性のゴミムシ類、および汚物や生活ゴミなどに集まるイエバエ科・クロパエ

科などの双麹目は、これまで弥生時代では人口集中度の高い大集落の環濠や溝堆積物中(森、 1994b， 1996 d)、

奈良・平安時代ではやはり人口密度が高かったと推定される官街的な遺跡の井戸内堆積物(森、 199 4 c， 1995 ) 

より多産している。また、ヒメコガネなどの食葉性昆虫は日本各地の中世以降の地層中で顕著に増加すること

が知られている(森、 1996 c， 199 7 )。このため、大師東丹保遺跡の土坑内より見いだされた昆虫群集は、人間

の居住に伴う周辺地域の人為的撹乱の影響を反映したものと考えられる。なお、分析試料中より産出したヒメ

コガネやサクラコガネ属などの食葉性昆虫からは、遺跡周辺に人聞が植栽したマメ科植物や、ブドウ・カキ・

クリなどの果樹等が生育していたことを推定させる。また、クロコガネの産出からは、遺跡の周囲にアカマツ

林が繁茂していたことが考えられる。

そして、エンマコガネ属・マグソコガネ・コマグソコガネ Aphodiuspusilusなどの食糞性昆虫やアトボシア

オゴミムシ・ゴミムシ科など、今日の人家周辺に普通に認められる食糞性ないし雑食性の地表性歩行虫が発見さ

れたことから、 15世紀(室町時代)の頃、大師東丹保遺跡周辺では近現代の農村地帯に見るような人家と農耕地

(畑作地?)が混在する人里生態系が成立していたものと考えられる。砂地をはじめ乾燥した地表面を好むハン

ミョウ Cicindelachinensis japonicaの出現からは、大師東丹保遺跡付近では、森林伐採の進行した裸地的な景観

が展開していたことが推定される。なお、昆虫分析にもとづくこのような推定は、ゴミムシ類や食糞性昆虫な

ど人里昆虫を多産した同一土坑内より、 Pinnulariasubcapitata， P. borearis， Gomphonema parvulum， Navicula 

pupulaなどの人為度の高い撹乱環境を特徴づける陸生珪藻や汚濁性珪藻を多産することによっても示される。

5.まとめ

山梨県大師東丹保遺跡の先史~歴史時代の計3試料について昆虫化石を同定・分析し、その群集組成から当

時の古環境を復元した。

弥生時代中期の分析試料では、ゲンゴロウ・ガムシ・セマルガムシなどの水生昆虫を多産し、周辺地域に水

田が存在したことが考えられる。ツノアオカメムシ・アカスジキンカメムシなど山地性の食植性昆虫の出現か

らは、大師東丹保遺跡の後背地にコナラ・ミズナラ・シラカンパなどからなる落葉広葉樹林が繁茂していたこ

とが推定される。

中世では、水生昆虫のほか、人里周辺に生息する地表性歩行虫を多産し、水田地帯とその周囲に人為度の高

い人里空間が存在したことが考えられる。やや時代が下った 15世紀代とされる土坑内堆積物からは、複数種

の食糞性昆虫、多数の食肉ないし雑食性の地表性歩行虫、およびヒメコガネ・サクラコガネ属をはじめ人里環

境を特徴づける食葉性昆虫が見いだされた。この結果、遺跡の周りには近現代の農村地帯に見られるような人

家と農耕地が混在する人里空間が展開し、環境汚染が進行していたと考えられる。
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表Nー 25 大師東丹保遺跡から産出した昆虫化石

手日 名 学 名 試料1 試料2 試料3 言十

ゲンゴロウ平寺 Dytiscidae 6 4 10 

ゲンゴロウ CybisterjaponicusSharp 3 1 4 

ガムシ科 Hydrophilidae 1 5 6 

水生 ガムシ HydrophilusacuminatusMotschulsky 4 2 6 

コガムシ Hydrocharalibera (Sharp) 2 2 4 

ヒメガムシ Stemolophusrufipes (Fabricius) 1 1 

セマルガムシ Coelostomastultum (W alker) 2 3 5 

ゴミムシ科 Harpalidae 2 5 7 

ツヤヒラタゴミムシ属 Synuchussp. 4 4 

ヤマトトックリゴミムシ LachnocrepisjaponicaBates 1 1 2 

アオゴミムシ属 Chlaeniussp 3 3 

地表性 アトボシアオゴミムシ ChlaeniusnaevigerMorawitz 5 1 6 
ノ、ンミョウ Cicindelachinensi中ponicaτbunberg 3 3 

ホソアカガネオサムシ CarabusvanvolxemiPutzeys 1 1 

ハネカクシ科 Staphylinidae 1 2 1 4 

エンマムシ科 Histeridae 3 3 

エンマコガネ属 Onthophagussp 1 5 6 

食糞性
マグソコガネ属 Aphodiussp 2 2 

マグソコガネ Ahpodiusrectus (Motschulsky) 5 5 

コマグソコガネ Aphodiuspusilus (Herbst) 1 1 

コガネムシ科 Scarabaeidae 3 3 
スジコガネ亜科 Rutelinae 2 5 7 
サクラコガネ属 Anomalasp. 2 5 2 9 

ヒメコガネ AnomalarufocupreaMotschulsky 2 6 12 20 
ドウガネブイブイ AnomaracupreaHope 4 
コアオハナムグリ Oxycetoniajucunda (Faldermann) 2 2 

食植性 クロコガネ HoloむichiakitoensisBrenske 5 5 
ハムシ科 Chrysomelidae 2 2 1 5 
コメツキムシ科 Elateridae 2 3 5 
ゾウムシ科 Curculionidae 1 1 
カメムシ目 Hemiptera 2 3 5 
ツノアオカメムシ PentatomajaponicaDistant 1 1 
アカスジキンカメムシ PoecilocorislewisiDistant 3 3 

双題目 Diptera 2 2 
その他 イエバエ科 Muscidae 1 1 

クロパエ科 Calliphoridae 1 1 

計 40 63 54 157 
L一一一ー
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5 大師東丹保遺跡N区出土動物遺体

西本豊弘/姉崎智子

大師東丹保遺跡町区からは、 6種の哨乳類遺体が検出された。それらは、弥生時代と中世に属するものであ

る。以下、時期ごとに簡単に説明を行なう。

1.弥生時代

z-86地点、から、シカの頭蓋骨がl点出土した。
表町一26 大師東丹保遺跡lV区出土動物遺体①

出土地点 種 部位 左右 残存部位 数量 歯種 年齢 備考
4号木器集中区 ウマ 椎骨 椎体 1 
4号木器集中区 不明 骨片 l 
A-75 ヒト 遊離歯 R 下顎 1 M2 成人
A-75 陸獣 骨片 1 
A-77 ウマ 中節骨 1 
A-77 不明 骨片 2 
A-80 ウマ 遊離閣 R 上顎 1 P3 
B-80 ウマ

目撃
L 下顎 1 M2 成獣

V-86 ウシ R 後頭頼、関節結節 1 
W-84 ウシ 破片 l 
W-84 ウマ cut.噛痕
W-84 ウマ 遊離歯 R 下顎 1 M2 
W-84 ウマ 助骨 破片 1 
W-84 シカ/イノシシ類 上腕骨 R 骨幹部破片 1 
W-84 不明 骨片 3 
W-84 陸獣 骨片 2 
W-85 イヌ 頭蓋骨 頭頂骨破片 1 
W-85 ウシ 寛骨 R 坐骨部・寛骨臼部 1 
W-85 ウシ 遊離歯 L 上顎 1 P4 未脱出
W-85 ウシ/ウマ 椎骨 破片 l 
W-85 ウマ 遊離歯 破片 1 
W-85 陸獣 頚椎 破片 l 
W-85 陸獣 椎骨 破片 1 
W-85 陸獣 骨片 1 
W-85 陸獣 骨片 1 
W-86 イヌ 寛骨 R 腸・坐骨部 1 
W-86 ウシ 頚椎 完存 1 
W-86 ウシ 頚椎 破片 1 
W-86 ウシ 大腿骨 L 骨幹部 1 cut 
W-86 ウシ 中足骨 L 近位部一骨幹部 1 cut 
W-86 ウシ 頭蓋骨 L 関節結節 1 
W-86 ウシ 遊離歯 R 下顎 1 Ml K-l成獣
W-86 ウシ 遊離歯 L 上顎 1 P4 蔚出開始
W-86 ウシ 遊離歯 L 上顎 l P3 蘭出開始

W-86 ウシ/ウマ 腔骨 骨幹部破片 1 cut 
羽T-86 ウマ 腔骨 R 骨幹部一遠位部 1 
W-86 シカ? 榛骨 R 近位部破片 l 
W-86 不明 骨片 1 焼

W-86 不明 骨片 1 
W-86 陸獣 寛骨 破片 1 
W-86 陸獣 椎骨 破片 1 
W-86 陸獣 椎骨 椎体 1 
W-86 陸獣 |頭蓋骨 破片 2 
W-86 陸獣 助骨 破片 1 
W-86 陸獣 骨片 1 
W-86 陸獣 骨片 1 
W-86 陸獣 骨片 1 
W-86 陸獣 骨片 1 
羽T-86 陸獣 骨片 2 
W-86 陸獣 骨片 1 
W-86 陸獣 骨片 4 
W-87 ウシ 中手・中足骨 遠位部 1 
W-87 ウシ/ウマ 骨片 1 

q
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表町一27 大師東丹保遺跡N区出土動物遺体②

出土地点 種 部位 左右 残存部位 数量 歯 種 年齢 備考

W-87 ウマ 末節骨 1 

W-87 ウマ 助骨 破片 1 

W-87 陸獣 椎骨 破片 1 

W-87 陸獣 助骨 破片 1 

W-90 ウマ 上腕骨 R 遠位部 1 

W-90 不明 骨片 1 

W-90 不明 骨片 1 

W-90 陸獣 骨片 1 

W-91 ウシ 頚椎 破片 1 
W-91 不明 骨片 2 
I W-91 不明 骨片 1 
I W-92 陸獣 助骨 破片 2 
X-78 イヌ 中手・中足骨 骨幹部破片 1 
X-83 不明 骨片 2 
X-84 イノシシ類 遊離歯 R 上顎 1 M3 若獣

X-84 ウマ 基節骨 1 
X-84 ウマ 基節骨 破片 1 
X-84 ウマ 距骨 R 1 
X-84 ウマ 手根骨 破片 1 
X-84 ウマ 上腕骨 遠位部破片 1 
X-84 ウマ 大腿骨 L 近位部骨 1 
X-84 ウマ 大腿骨 骨幹部破片 1 
X-84 ウマ 中手・中足骨 遠位部破片 1 
X-84 ウマ 中手・中足骨 遠位部破片 1 
X-84 ウマ 中手・中足骨 骨幹部破片 1 
X-84 ウマ 中節骨 1 

X-84 ウマ 遊離歯 LR 上顎 1 
L:I123P234M123 

成獣
R:I123P23 

X-84 ウマ 遊離歯 LR 下顎 1 
L:I123P234M123 

成獣
R:I123P234M123 

X-84 陸獣 骨片 1 
X-89 ウマ 屑甲骨 L 1 
X-89 ウマ 中手骨 L 近位部一遠位部 1 cut 
X-89 不明 骨片 2 
Y-77 陸獣 骨片 2 噛痕

Z-79 ウマ 大腿骨 R 骨幹部 1 
Z-80 ウシ/ウマ 大腿骨 骨幹部破片 1 
Z-80 ウマ 遊離歯 L 上顎 1 M2 成獣
Z-80 不明 骨片 1 
Z-82 ウマ 遊離歯 L 上顎 1 P4 成獣
Z-86 シカ 頭蓋骨 頭頂骨、角座、角 1 若?
Z-88 陸獣 骨片 1 
Z-89 不明 骨片 1 

*歯種P:前臼歯、 M:後臼歯、数字は歯の番号を示す

表Nー 28 X-84地点出土ウマ歯計測値 (mm)

L (I123P234M123) L (I123P234M123) 
上顎 LR

R (I123P23) 下顎 LR 
R (1123P234M123) 

左 長 中央幅 左 長 前幅

第2前臼歯 35.77 22.40 第2前臼歯 30.93 13.94 

第3前臼歯 27.20 25.25 第3前臼歯 26.87 15.44 

第4前臼歯 26.57 24.81 第4前臼歯 25.26 15.36 

第1後臼歯 23.46 23.40 第1後臼歯 23.11 14.10 

第2後臼歯 22.44 23.18 第2後臼歯 24.37 13.25 

第3後臼歯 28.53 21.16 第3後臼歯 30.31 12.36 
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2.中世

鎌倉時代に帰属する層から、総数 107点の動物遺体が検出され、そのうち 51点を間定することができた。

出土した動物遺体の大半は、家畜によって占められており、なかでもウマが最も多く、破片数にして 30点、

最小国体数にして 2体分が検出された。 x-84地点からは、壮年のウマの上顎・下顎の遊離歯 1体分がまとま

って出土しており、一部、四股骨をともなうこから、一括して廃棄あるいは埋葬されたものであると考えられ

る。歯の大きさからすると、このウマは小型馬で、ある。雌雄は不明である。

ウシは、破片数にして 14点、最小個体数にして2体が出土した。若獣と成獣、各 1体である。頭蓋骨破片お

よび、遊離菌の出土が目立った。

この他には、イヌが3点(1体)、イノシシ類の上顎右第3後臼歯が l点、およびヒトの下顎左第2臼歯破片

が1点検出されたのみである。イヌに関しては、断片的な資料であったため、形質的特徴は把握できなかった。

N まとめ

今回の調査によって確認された遺構と遺物は、大きく A期-D期の 4時期に分類することができた。 A期は

弥生時代後期、 B期は古墳時代前期末葉から中期初頭、 C期は鎌倉時代、そしてD期は明治時代を中心とした

時期であり、低湿地における人々の様々な人々の営みが浮き彫りにされた。

1 調査の成果と課題

1) A期の成果

弥生時代については町区では遺構を検出することはできず、僅かな弥生時代後期の土器片と動・植物遺存体

が出土したのみであった。土器は摩耗が激しく詳細は不明であり、動・植物遺体についてはシカの頭蓋骨 1点

とオニグルミやトチノキなどの種実がみられた。種実はいずれも果実が重要な食料となる種類であることから、

当時の人々によって果実が食用に採取されていたと考えられよう。

2) B期の成果

古墳時代については、予想もしなかった多大な成果を上げることができた。それは、甲府盆地の最低地であ

る富士川右岸の沖積地の砂傑層下に埋没していた古墳が発見された点にある。これまで本地域の古墳としては

台地上に立地する物見塚古墳などが知られており、これらの古墳との関わりをはじめ、甲府盆地における古墳

時代の政治過程の解明に新たな問題を提起することとなった。また、古墳からは壷形埴輪が出土しており、県

内で壷形埴輪をもっ甲斐銚子塚古墳などと合わせ、初現期の埴輪のあり方を探るデータを得ることができた。

3) C期の成果

鎌倉時代ではH区で確認された居住域(掘立柱建物跡・井戸跡など)とは相対的に生産域(水田跡・水路跡

など)が検出され、低湿地での安定した生活を送るために水との宿命的な闘いを繰り広げた人々の生々しい生

活ぶりが明らかにされた。また周辺地域に比して豊富な舶載陶磁器類や国産陶器類が出土しており、これらの

様相からは上層階級の存在が荘厳させられる。今後はこの地が甲斐源氏一統の居館を定めた地域であることも

考慮、し、本遺跡、の性格を検討していくと共に、本遺跡がどのような形で中世陶磁器における消費経済との関わ

りを持っていたのかを探っていきたい。さらに他の遺跡では鉄や木などの製品が朽ちてしまうことが多いのに

対して本遺跡では低湿地という地理的条件により、中世の人々の息吹を伝えてくれる貴重な資料が数多く得ら

れ、中世の民衆生活の営みはより具体的に解明されていくと思われる。
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4) D期の成果
明治時代では暗渠が多数検出された。水との闘いの歴史の長さが感じられる。

以上、今回の大師東丹保遺跡の発掘調査によって得られた成果を述べてきた。今後、これらの成果をもとに

調査・研究を進め、具体化していきたい。

2 山梨県における埴輪の出現と展開

今回の大師東丹保遺跡の調査では、県内では3例目となる壷形埴輪を伴う古墳が確認された。ここでは、本
県における大師東丹保古墳の位置づけを行うための、準備作業の一歩として県内における埴輪の出現と展開を

捉えてみたい。

埴輪編年の研究は、昭和53(1978)年、川西宏幸の論文が発表されるに及んで、今日的研究の指針が示さ

れた(川西宏幸 1978 r円筒埴輪総論Jr考古学雑誌』第64巻第2号)。このような状況の中で、昭和55
(1980)年、橋本博文により本県の円筒埴輪の大綱が提示された(橋本博文 1978 r甲斐の円筒埴輪Jr丘陵』
第8号)。この橋本の研究を受け、坂本美夫によっても検討が試みられている(坂本美夫 1981 r山梨県に
おける五世紀後半代の埴輪Jr甲斐考古j18ー 2)。

1 )埴輪の出現以前

埴輪出現以前の古墳としては笛吹川に沿う曽根丘陵上の小平沢古墳及び大丸山古墳があり、本県の出現期の

古墳である。

小平沢古墳は県内唯一の前方後方墳で、全長約45mを測る。内部主体は木棺直葬か粘土榔と推定され、竪穴

式石室が採用されていない点が注目される。葬送祭杷の形態は、後方部の墳頂より S字状口縁台付費の破片が
検出されたのみで不明である。副葬品には勾玉の他、舶載斜縁二神二獣鏡l面があり、前方後方墳へのこの種

の鏡の副葬は長野県弘法山古墳などの半肉彫り獣形鏡の副葬とあわせて前方後円墳体制に先行する現象ととら

えられている。弘法山古墳とは埴輪を出土しない点でも共通する。

大丸山古墳は全長120m(ないし99m)の前方後円墳である。上部に竪穴式石室、下部に組合わせ式石棺を

もっ内部主体の構造や三角縁神獣鏡をはじめとする副葬品などから畿内大和政権との強い結びつきがうかがえ

るが、埴輪は確認されていない。

これらの築造年代は、内部主体の構造および副葬品から小平沢古墳は4世紀中葉、大丸山古墳は4世紀後半

と想定されている。

本県の出現期古墳が埴輪を樹立していないことは、甲府盆地南東部を形成する曽根丘陵上に分布し、この地

に弥生時代終末に甲府盆地内で最も有力化した地域集団が形成したと考えられる上の平方形周溝墓群が存在

し、これを在地の弥生時代から古墳時代にかけての社会発展の現象として評価されていることとは無関係では

ないように思われる。

2 )初現期の埴輪

初現期の埴輪を出土する古墳は笛吹川水系の銚子塚古墳、岡・銚子塚古墳、丸山塚古墳、そして今回発見さ

れた富士川水系の大師東丹保古墳が挙げられる。

銚子塚古墳は本県で最初に埴輪を樹立した古墳でかつ全長169mを測る最大規模の前方後円墳である。内部

主体は後円部中央に竪穴式石室があり、後円部が3段築成、前方部が2段築成の墳丘には葺石が施され、段築

テラス上に埴輪が樹立されていたと考えられている。埴輪は器台形円筒埴輪、普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、

査形埴輪、囲形埴輪がある。円筒埴輪の外面調整は2次タテハケを基調とし、 A種ヨコハケが僅かに認められ
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る。突帯は総て張りつけで、 M字状ないし台形の突出度の大きいものと小さいものを基調に、断面が三角形気

味で先端が尖る突出度の大きいもの、突出面に刻み目の施されたものも見られる。透孔は巴形、三角形、方形

などがあり、一段に 3孔以上配置するらしいが、その組み合わせは明確で、ない。壷形埴輪は、二重口縁壷の形

態であり、外面調整は2次タテハケを基調とし、肩部にヨコハケも見られる。透孔は三巴が口縁部に4、円な

いし巴形が胴上部に 2、小型の巴形が胴下部に 1箇所それぞれ見られる。囲形埴輪は調整等は円筒埴輪に同じ

である。これらの埴輪は黒斑をもっ破片の存在から野焼による焼成といえる。

岡・銚子塚古墳は全長92mの前方後円墳である。内部主体は後円部墳頂に粘土榔があり、 2段築成の墳丘に

は葺石が施され、周溝も確認されている。埴輪は器台形円筒埴輪、普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、壷形埴輪、

器財埴輪がある。円筒埴輪は墳丘及び墳端に、器財埴輪は後円部墳丘上に樹立されていたものと思われる。円

筒埴輪は外面調整は2次タテハケを基調とし、僅かに縦方向のナデやA種ヨコハケが見られる。突帯は断面M

字状を呈する突出度の比較的高いものを基調に、断面が台形を呈するものも僅かに見られる。透孔は巴形、長

方形、それに三角形と思われるものが存在する。一段の孔数は明確ではないが、配列の組み合わせは、巴形の

ものは明確ではないが、長方形はそれだけの配列ではなpかと思われる。朝顔形円筒埴輪は外面調整はナデだ

が部分的にハケメ痕が認められる。内面は綾線を境に上がヨコハケ、下が指頭によるナデがある。

器財埴輪はいずれも形態不明だが、断面三角形を呈する突帯を貼り付けたものや 2本の突帯聞に三角形と思

われる沈線を描いたものがある。壷形埴輪は外面調整をヨコハケ、内面調整を指頭によるナデやオサエで部分

的にヨコハケが見られる。透孔は巴形である。これらの埴輪は黒斑が見られ、野焼による焼成といえる。

丸山塚古墳は径72mの2段築成の円墳である。内部主体は墳頂部に竪穴式石室があり、一重する周溝が確認

されているが、葺石は見られない。埴輪は器台形円筒埴輪、普通円筒埴輪、壷形埴輪がある。円筒埴輪の外面

調整は2次タテハケを基調とし、内面調整はナデ・ヨコハケなどが見られる。突帯は断面M字状を呈する突出

度の比較的高いものと断面台形を呈する突出度の比較的小さいものがある。透孔は巴形、三角形、方形などが

あり、 l段に3孔から 4孔以上穿たれる。その組み合わせは同一種類のみが多いようである。器財埴輪は蓋と

思われるものや凸帯を八の字状に貼り付けた形態の不明なものがある。これらの埴輪は黒斑が見られ、野焼に

よる焼成といえる。

今回調査された本古墳については、前述してきたとおりであり、径約33mの円墳と思われる。内部主体は墳

丘のほとんどを富士川の支流の滝沢川の氾濫により削平されたため確認されていない。墳端部に僅かに遺存す

る葺石がみられるが周溝は確認されていない。埴輪は壷形埴輪があり、墳丘裾部をめぐっていたと考えられる。

壷形埴輪は、二重口縁壷の形態で、外面ハケ、内面ナデによる調整が施されている。底部には焼成前の穿孔が

あり、すべて同一規格の壷形を呈している。

これらの築造年代は、副葬品などから銚子塚古墳、岡・銚子塚古墳は4世紀後半、丸山塚古墳、大師東丹保

古墳は5世紀初頭と想定されている。

以上のように、本県の初現期の埴輪は、 4世紀後半から 5世紀初頭にかけて主要水系単位に出現している。

その形態的、技法的特徴は、円筒埴輪ではおよそ川西編年第E期に認定され、全国的に見ても古式の部類に入

る様相を残している。すなわち、銚子塚古墳、岡・銚子塚古墳などの器台形円筒埴輪にみられる巴形、方形の

透孔、外面2次調整タテハケ、突出度の強い断面M字形の突帯及び黒斑が認められる等の諸要素をもっている

ことである。乙れらと系譜的連繋をもっ群馬県朝子塚古墳や静岡県磐田市松林山古墳を含め、墳形、副葬品、

埴輪等から東日本の古式古墳としては畿内的色彩の濃いと考えられるこれらの古墳へ、いちはやく埴輪を樹立

する背景には、畿内大和政権の大王権確立・伸長期の東海・中部・北関東への東国経営のための拠点確保政策

の一端を察することもできょう。また、銚子塚古墳と岡・銚子塚古墳の酷似する円筒埴輪の樹立は、両被葬者

の連合、及び畿内との関連を盆地内部に表示する上で有効な手だてであろうと考えられている。さらに、丸山

古墳の円筒埴輪も、銚子塚古墳との主・従関係の中で樹立を認められたことと考えられている。壷形埴輪のみ

を配する例に関しては、大師東丹保古墳以後、継続性は認められず、 5世紀初頭のこの時期のみに看取される
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古式な特徴としてとらえられる。この埴輪受容期において、円筒埴輪を主体とする埴輪祭杷と壷形埴輪を主体

とする埴輪祭杷の相違が何を反映するかが問題となるが、おそらくは首長の系譜あるいは畿内中枢部との関係

における格差の反映ではないかと思われる。

3) 5世紀代(害窯焼成技法の導入期)
本県においては川西編年皿期に認定される埴輪を樹立する古墳はいまだ知られていなp。金川扇状地の扇端

で、笛吹川左岸の自然堤防上に立地する亀甲塚古墳が5世紀前半に位置づけられるが、埴輪は存在していない。
甲府盆地ではこの時期に-f!.埴輪祭杷の途切れる現象があったことが指摘されている。これは首長墓の規模の

縮小化とも合わせて、甲府盆地中枢の在地支配の危機感を露呈するものと考えられている。

5世紀中葉のブランクを経て、再び本県において埴輪が生産されるのは、この地に害窯焼成の技術がもたら
される川西編年百期段階である。この5世紀後半代の埴輪をもっ古墳としては、狐塚古墳、大塚古墳、王塚古

墳、表門神社古墳が知られる。

狐塚古墳は、全長26mの帆立員式古墳で、内部主体は明かではない。埴輪は普通円筒埴輪と形象埴輪と思わ
れる破片がある。普通円筒埴輪は直径20-30cmのず、ん胴気味のもので、くずれ気味ではあるが概して台形に

近く突出度の低い突帯と円形の透孔をもつものである。外面調整は一次タテハケ後、二次B種ヨコハケを施す

ものが多く認められる。焼成は良好であり、黒斑は認められない。形象埴輪は存在が推定されるだけで、形状

は不明で、ある。

大塚古墳は、全長約60mの帆立貝式古墳で、内部主体は後円部及び前方部に竪穴式石室があり、外部施設と
して葺石、埴輪が確認されている。埴輪は普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、形象埴輪が確認されている。円筒

埴輪は、外面調整が一次ナナメハケないしタテハケ後、二次B種ヨコハケを施している。内面調整はナデが多

用される。突帯は突出度の低い断面三角形気昧のものが多く、台形のものはだれている。透孔は円孔もしくは

楕円形であり、黒斑は確認されていない。形象埴輪には人物埴輪、器財埴輪が確認されているが、その形状を

明らかにするまでには至っていない。

王塚古墳は、全長61.2mの帆立貝式古墳で、内部主体は竪穴式石室であり、県内唯一の合掌形石室である。
埴輪は後円部墳丘上に樹立され、普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、形象埴輪が確認されている。円筒埴輪は、

外面調整が一次タテハケが主体を占め、僅かに二次B種ヨコハケが施されるものが認められる。また、一次へ

ラナデもみられる。内面調整はタテハケないしハケが多用され、へラナデも見られる。突帯は断面三角形と台

形があり、透孔は円孔もしくは楕円形である。焼成は良好で、、黒斑は確認されていない。形象埴輪には人物埴

輪、馬形埴輪が確認されているが、現存せず形状等は明らかになっていない。

表門神社古墳は、全長62mの帆立貝式古墳で、内部主体は竪穴式石室である。葺石、周溝については確認さ
れていなp。埴輪は普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、形象埴輪が確認されている。円筒埴輪は、外面調整が一

次タテハケのみで二次B種ヨコハケは見られない。また一次へラナデも確認されている。内面調整はナデが主

体で、ハケも部分的にみられる。突帯は突出度の低い台形に近いものであり、透孔は円孔と推定される。形象

埴輪は蓋形埴輪、盾形埴輪、家形埴輪などが確認され、県内において最も豊富な種類をもつものである。

これらの古墳の年代は石室の形態、副葬品、埴輪等から 5世紀後半から 6世紀初頭に想定されている。この
時期は本県における初期首長墓が形成された中道地域のほか、盆地縁辺部のほぼ全域に古墳の築造が拡散し、

4世紀前葉から続いた中道首長層の地位が丸山塚古墳被葬者を最後に低下し、ここに大きな政治的変動がみら
れる。

川西編年皿期の埴輪をみない本県のN期の埴輪の出現は、害窯焼成という技術の受容とが期をーにしたこと
を示している。これは円筒埴輪の外面調整における二次B種ヨコハケ技法の採用が畿内の埴輪工人の関与をう
かがわせ、人物埴輪、馬形埴輪等の形象埴輪の出現など、新たな埴輪祭杷を外部から受け入れた状況と対応す

るものである。本県では、この新来のB種ヨコハケの技法は狐塚古墳、大塚古墳、王塚古墳の3例を数えるに
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過ぎず、 5世紀末から 6世紀初頭に位置づけられる表門神社古墳では認められなくなり、広く普及することな

く短命に終わり、 6世紀以降では全く認められなく状況である。

4) 6世紀代(埴輪樹立の普及)

この時期の埴輪を樹立する古墳は、荘塚古墳、秋山熊野神社古墳、オエン塚古墳、加牟塚古墳、稲荷塚古墳

が挙げられる。

荘塚古墳は、墳形、規模等は不明で、あり、内部主体は横穴式石室と推定される。埴輪は、普通円筒埴輪がみ

られる。外面調整は一次タテハケのみであり、二次調整を欠いている。突帯は低い台形であり、透孔は円形で

ある。

秋山熊野神社古墳は、墳形等は不明である。埴輪は、普通円筒埴輪が見られる。外面調整は一次タテハケの

みであり、二次調整を欠いている。突帯は低い台形であり、透孔は円形である。

オエン塚古墳は円墳である。本古墳出土と伝えられる埴輪として普通円筒埴輪がある。この埴輪の外面調整

は一次タテハケを施し、突帯は断面台形がだれて三角形に近いもので、透孔は不明である。

加牟塚古墳は、径40mの大型の円墳で、内部主体は横穴式石室である。石室規模は姥塚古墳についで、本県2

位の規模を誇る。墳丘は2段築成で、外部施設として葺石が認められ、埴輪の樹立が明かとなっている。埴輪

は普通円筒埴輪、形象埴輪が確認されている。円筒埴輪は外面調整が一次タテハケを施し、突帯は断面台形を

呈し、透孔は不明である。形象埴輪は大万形埴輪、盾形埴輪、馬形埴輪等が確認されている。

これらの古墳の築造年代は、副葬品、埴輪等により荘塚古墳、秋山熊野神社古墳、オエン塚古墳は6世紀前

葉に、加牟塚古墳は6世紀後半と想定されている。

6世紀前葉から中葉にかけては、初期横穴式石室が採用され、荘塚古墳、さらに加牟塚古墳、など新たな首

長層が台頭し、埴輪もこれらの古墳に受容されていった。

以上のように、本県における 6世紀代の埴輪には円筒埴輪と形象埴輪が確認されている。全体の形態のわか

るものがなく、断片的な資料からの情報ではあるが、主な特徴としては、円形の透孔が主体となり、突帯は明

確な二次調整が省略され、害窯焼成によることがとらえられる。

5)埴輪の消滅

本県における埴輪の終末は、 6世紀末葉頃に位置づけられる。この終末期の埴輪の類例としては稲荷塚古墳

があげられる。稲荷塚古墳は径20mほどの円墳で、内部主体は横穴式石室である。埴輪は形象埴輪が確認され

ているが、円筒埴輪は明かではない。形象埴輪は、人物埴輪の天冠部、顔面部、胸部、手部や鞍形埴輪などが

見られる。これらの形象埴輪の造形は、東国のものとの類似性が指摘されている。 6世紀中葉に埴輪祭杷が衰

退した畿内の状況からも埴輪祭杷の変容が示唆される。

以上、埴輪の出現と展開について、おおまかに捉えてみた。今後は査形埴輪を配する古墳の意義を追求し、

位置づけを明確にする中で本県における古墳時代の政治過程の解明を行ってていきたい。
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3中世の大師東丹保遺跡周辺

大師東丹保遺跡は甲西町に所在することは今までも触れてきた。本遺跡周辺は、平安時代より大井荘と呼ば

れる荘園に属していた。大井荘とは、甲西町~増穂町最勝寺~鰍沢町~市川大門町黒沢を囲むようにあったと

される(注1)。古代おいては、大井荘は『倭名類粟抄』に出てくる巨麻郡大井郷の地に発達した荘園である。
大井荘の成立は不明であるが、史料上の初見は藤原宗忠の日記『中右記』元永2年(1119)2月23日条で、
「荘名大井 本名布施jとある。秋山敬氏によると、大井荘は元永2年をそれほど湖らない時期に布施荘から

分離、成立したとされる(注2)。この時代の荘園領主は源基俊だった。

また、身延山久遠寺に現在所蔵されている洪鐘には、弘安6年 (1283)8月の日付が入っており、そこには
「甲斐国大井庄最勝寺之洪鐘J(注3)とある。銘にある最勝寺は南巨摩郡増穂町に現存している。乙の鐘は最
初、最勝寺に所蔵されていたが、戦国時代、織田信長が甲州を攻める際に、陣鐘として使用したために久遠寺

にあるという(注4)。ちょうど、鐘自体は大師東丹保遺跡が営まれていた時期のものである。

次に大井荘が史料上に現れるのは、大丹市花井寺所蔵の「平塩岡大般若経奥書jである。「奉造立畢、檀那

益子四郎左衛門入道行仏聖定阿弥陀仏、南無阿弥陀仏、於但甲斐国大井庄南条内黒沢村内久治名造之畢、徳治

二年太才丁未正月廿七日J(注5)と記載されている。書かれている「黒沢村」は現在の西八代郡市川大門町
黒沢に比定されている。黒沢は大井荘と接していた市川荘と境を示す地名だといわれる(注6)。つまり、市
川大門町黒沢までが、大井荘域だったということができる。

大井荘が史料上最後に出てくるのは、永禄8年(1565)の南明寺所蔵の古文書であり、当寺は増穂町小林に
所在している。そこには「甲州大井庄内補陀山南明之事J(注7)と書かれている。永禄年間といえば、武田信
玄の絶頂期であり、荘園制は崩れたとされている時代においても、「大井庄Jと出てくることは興味深い。一つ
の地域として大井荘が残っていて記載されたのか、それとも、地域のまとまりはなくなっているのにもかかわ

らず、昔から伝統的に呼ばれていたために書かれたのかは検討を要するであろう。また、『甲斐国寺記』には、

天正11年 (1583)の徳川家康南明寺宛寺領安堵状には「大窪内六貫文、内田分壱貫文、南条内四貫文、市川
新所三貫文、田嶋内壱貫文等」とあり、内田はどこのことかよくわからないが、その他の地名はすべては大井

荘内の地名である。だから、戦国時代になっても大井荘のつながりはすべて切れた訳ではなかったといえよう。

では、大井荘はだれが支配をしていたかということになると、前述のように『中右記Jの記載から大井荘の
荘園領主は源基俊だったことはわかる。そして、藤原宗忠の四男宗重の女房に譲与された(注8)。これ以降

は、文献史料に出て来ないので、荘園領主がだれであったかは不明である。荘園領主は都におり、実際の支配

は在地領主に任されていた。西郡地域で在地領主といえば、甲斐源氏の一党であった。たとえば、若草町加賀

美にある法善寺は加賀美遠光の居館跡と伝えられ、櫛形町小笠原は小笠原氏発祥の地との伝承がある(注9)。

大井荘は地域的にみて、加賀美遠光の支配下にあったと推測され、大井荘は北条・南条にわかれており、北条

は甲西町にあたり、それより南を南条としたといわれる(注 10)。また、建治2年(1276)の日蓮書状に

「大井荘司入道」の名があり、橘大井氏と考えられている(注11)。橘大井氏は、鰍沢町にある蓮華寺が居館
跡であり、居館が大井荘南部に存在することから、大井氏は南条についての支配権があったとされる(注12)。
さて、大師東丹保遺跡のある大師周辺について考えていくことにする。『甲斐国志』の江原村の浅間明神の

項に「本村ヨリ以北ハ原七郷トテ絶エテ水気ナキ所ナリ、亦タ此レヨリ以南ノ地モ濯概ノ水ニ乏シクシテ此ノ

池水ヲ待ツモノ七八村アリ、宮沢・清水・古市場・大師・戸田・田島等是レナリ、昔時ハ此等ノ諸村ノ鎮守ナ

リシガ今ハ江原・鮎沢二村ノ産神トス、祭杷ノ時ハ下流ノ諸村皆ナ初穂ヲ献ジテ来リ拝スJ(注13)とある。
ここから、昔は大師を含む村々は水不足に悩んでおり、江原にある浅間明神の池の水を潅概用水として利用し

ていた。そして、これらの村は、浅間明神が鎮守であったという。『甲斐国志』の成立した江戸時代後期には、

江原の浅間明神を産土神とするのは江原村・鮎沢村の二村になったが、江戸時代になっても大師を含む村々は

浅間明神の祭礼のときには初穂を献上しているとpう。
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では、江原浅間明神が大師などの村の鎮守であったのはいつ頃のころであったろうか。『甲斐国志』の古市

場の若宮明神には、「本村及ピ荊沢・大師・清水・戸田・宮沢・和泉七村ノ鎮守ナリト云フJ(注 14)とある

ことから、当時、大師村などが若宮明神を鎮守として仰いでいたということがわかる。両神社を鎮守としいて

いた村々を比べると、後者に荊沢が加わり、田島と和泉が入れ替わっている。和泉村は水が豊富にあることが、

村名の由来となっている(注 15)。つまり、和泉村は江原浅間明神を鎮守とする必要がなかったといえる。一

方、大師村は元来南北大師に別れており、荊沢は戦国時代末期、もともと北大師の一部であり、北大師の今市

場が古市場から独立したものだという(注 16)。そして、大師村にあたる地域は南大師と呼ばれたいた。荊沢

という地名は、戦国時代末期になってから現れ、江戸時代宿場となって栄えたのである。荊沢が江原浅間明神

を鎮守としている村に入っていないということは、戦国時代以降に、若宮明神が周辺の村の鎮守となっていっ

たのではなかろうか。つまり、大師村が若宮明神を鎮守としたのは、戦国時代より後だといえる。また、平山

優氏によると、「鎌倉末期から南北朝期に形成され、(中略)戦国期に全盛期を迎える郷村において、荘園制的

枠組みの名残は、郷鎮守の祭杷形態の中に痕跡をとどめ、むしろ毎年実施される祭杷によって、それが根強く

残る役割を果たしていたJ(注17)という。江原浅間明神が大師村の鎮守であったのは、鎌倉時代までは湖れ

るといってよいのではないか。そうすると、大師を含む甲西町北部の地域の中世は水が出ない土地柄であった

ことになる。

一方、本遺跡町区からは、大量の斎串・モモなどの種子・獣骨などが出土し、本遺跡H区からは水辺祭杷遺

構が検出されている。そこからも、大量の斎串・モモなどの種子・獣骨など雨乞の祭杷に使用された遺物が出

土しており、雨乞いの儀式が行われたという。文献からすると、中世には本遺跡周辺は水が不足する地域であ

った(注18)。だから、雨乞いの儀式に関する遺構が検出されてもおかしくなp。大師東丹保遺跡の調査結果

と文献に書かれていることが符合してくる。

もう一度整理すると、中世、大師周辺地域は、水不足に悩まされており、水田経営をするには、江原にある

浅間明神の水を使用し、そして雨乞いの儀式をやらねばならないような地域であったといえる。

(注)

(1)秋山敬「大井荘についてJ(f甲斐路j37、1980) 

( 2 )注(1 )論文

( 3) r甲西町誌j1973、203頁
( 4) f増穂町誌j1977、316-317頁

( 5) r増穂町誌.1 311頁
( 6 )注(1)論文

(7) r新編甲州古文書.1 1539号文書
( 8 )注(1)論文

( 9 )秋山敬「小笠原牧と小笠原荘J(f甲斐路.1 42、1981) 

(10 )注(1)論文

( 11) r増穂町誌j299 -300頁
(12 )注(1)論文

(13) r大日本地誌体系 甲斐国志J第3巻(雄山問、 1967)117頁
( 14 )同上119頁

(15) f角川日本地名大辞典 19 山梨.1(角川書屈、 1984)125-126頁

(16 )同上674頁

(17)平山優「中世荘園と郷村祭杷J(r戦国大名領国の基礎構造J校倉書房、 1999)347頁

(18 )山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第86集『大師東丹保.11994 
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番号 遺跡名 時代
1 金山塚古墳 古墳
2 おつき穴古墳 古墳
3 古屋敷遺跡 平安
4 八幡第1遺跡 古墳・奈良・平安

5 八幡第2遺跡 平安

6 村北第1遺跡 古墳・平安

7 今井前第1遺跡 平安
8 今井前第2遺跡 平安

9 今井前第3遺跡 平安

10 今井前第5遺跡 古墳・平安

11 村北第2遺跡 古墳・平安

12 村北第3遺跡 古墳・奈良・平安

13 八幡下遺跡 古墳・平安

14 上ノ切第1遺跡 平安

15 上ノ切第2遺跡 平安

16 上ノ切第3遺跡 古墳・平安

17 中ノ切遺跡 平安

18 今井前第4遺跡 弥生・古墳・平安

19 今井前第6遺跡 古墳

20 寺部村附第3遺跡 平安

21 寺部村附第2遺跡 弥生・古墳

22 寺部村附第7遺跡 平安

23 寺部村附第1遺跡 平安

24 下ノ切第1遺跡 平安

25 中西第1遺跡 弥生・平安

26 下ノ切第2遺跡 奈良・平安

27 反田第1遺跡 平安

28 中西第2遺跡 弥生・古墳・平安

29 村附第9遺跡 平安

30 村附第6遺跡 古墳・平安

31 村附第5遺跡 古墳

32 村附第4遺跡 古墳

33 村附第12遺跡 弥生・古墳・平安

34 村附第11遺跡 弥生・古墳

35 村附第13遺跡 古墳

36 村附第8遺跡 平安

37 中西第3遺跡 古墳・平安

38 反田第2遺跡 平安

39 反田第3遺跡 平安

40 御崎遺跡 平安

41 南前第1遺跡 平安

42 南前第5遺跡 平安

43 寺部村附第10遺跡 弥生・古墳・平安

44 角力場第1遺跡 平安

45 角力場第2遺跡 古墳・平安

46 角力場第4遺跡 弥生・古墳・平安

47 角力場第3遺跡 平安

48 林間第2遺跡 古墳・平安

49 林間第3遺跡 弥生・古墳

50 新居道上遺跡 平安

51 新居道下遺跡 古墳・奈良・平安

52 宮前遺跡 平安

53 伊勢前遺跡 平安

54 南前第2遺跡 古墳・平安

55 南前第3遺跡 弥生・平安

56 南前第4遺跡 古墳・平安

57 八丁第1遺跡 平安

58 八丁第2遺跡 平安

番号 遺跡名 時代
59 古河原遺跡 平安

60 大津麦第1遺跡 平安
61 舎中第1遺跡 平安
62 大津麦第2遺跡 平安
63 大津麦第3遺跡 平安
64 舎中第2遺跡 平安

65 舎中第3遺跡 平安

66 舎中第4遺跡 平安

67 蔵ノ西遺跡 平安

68 鎮守遺跡 平安

69 西前田遺跡 平安

70 流問遺跡 平安

71 一本柳遺跡 称生・古境・中世・近世

72 前田道下遺跡 平安

73 向第1遺跡 平安

74 向第2遺跡 平安

75 清住遺跡 弥生・古墳

76 溝呂木道下遺跡 平安

77 溝目木道下第4遺跡 平安

78 河原添遺跡 平安

79 溝白木道下第2遺跡 平安

80 溝呂木道下第3遺跡 平安

81 溝呂木道下第5遺跡 平安

82 北林第1遺跡 古墳

83 北林第2遺跡 平安

84 北林第3遺跡 平安

85 溝呂木道下第7遺跡 古墳

86 新田遺跡 古墳

87 前原B遺跡 平安・中世

88 前原必豊跡 中世

89 前原C遺跡 中世

90 前原D遺跡 中世

91 前原E遺跡 中世

92 吉田中畑E遺跡 中世

93 前原G遺跡 奈良・平安・中世

94 前原H遺跡 中世

95 村前東必量跡 称生・古境・平安・近世

96 村前東C遺跡 平安

97 村東D遺跡 中世・近世

98 村東C遺跡 奈良・平安・中世

99 吉田中畑D遺跡 奈良・平安・中世

100 吉田中畑C遺跡 称生・古噴・平安・中世

101 吉田中畑B遺跡 奈良・平安・中世

102 吉田中'脳遺跡 奈良・平安・中世

103 北原B遺跡 縄文・平安

104 北原A遺跡 縄文・近世

105 大草A遺跡 縄文・中世

106 大草B遺跡 縄文・奈良・平安

107 豊小学校遺跡 弥生・古墳

108 十五所遺跡 弥生・平安

109 十五所古屋敷B遺跡 中世・近世
110 西原A遺跡 中世・近世

111 西原B遺跡 中世・近世

112 七ッ打D遺跡 中世・近世

113 赤面C遺跡 中世・近世

114 七ッ打C遺跡 近世

115 七ッ打B遺跡 中世・近世

116 七ッ打A遺跡 中世
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別表I 周辺遺跡一覧

番号 遺跡名 時代
117 永面B遺跡 中世

118 桑原遺跡 古墳・近世

119 赤面B遺跡 中世・近世

120 赤面A遺跡 中世・近世

121 永面必量跡 奈良・平安・中世

122 鼠作A遺跡 中世・近世

123 鼠作B遺跡 中世

124 宮原遺跡 弥生・平安

125 東畑必量跡 中世

126 東畑B遺跡 平安

127 東畑D遺跡 中世・近世

128 東畑C遺跡 平安・中世・近世

129 下新井必量跡 中世・近世

130 下新井B遺跡 平安

131 下新井F遺跡 平安・中世
132 下新井E遺跡 中世

133 下新井C遺跡 平安・中世・近世

134 下新井D遺跡 中世・近世

135 八反畑遺跡 平安・中世

136 雨ヶ久保遺跡 近世

137 往還東A遺跡 弥生
138 往還東B遺跡 近世

139 往還東C遺跡 中世

140 八田畑遺跡 近世

141 藤原遺跡 近世

142 西原遺跡 近世

143 北原A遺跡 縄文・平安・中世

144 北原B遺跡 縄文・中世

145 曲輪田遺跡 縄文・平安・中世・近世

146 北原C遺跡 縄文

147 井詰A遺跡 奈良・平安

148 井詰B遺跡 平安

149 井詰C遺跡 平安・中世

150 井詰D遺跡 平安・中世

151 桃園井詰遺跡 中世

152 西田A遺跡 平安・中世

153 西田B遺跡 平安・中世

154 西国C遺跡 平安・中世

155 西国D遺跡 平安

156 西田E遺跡 平安・中世

157 西田F遺跡 縄文・称生・平安・中世

158 八増必豊跡 平安・中世

159 八増B遺跡 平安・中世

160 八増C遺跡 平安・中世

161 上の山A遺跡 縄文

162 上手河原A遺跡 平安

163 上手河原B遺跡 中世

164 上手河原C遺跡 平安・中世

165 上手河原D遺跡 中世

166 上手河原E遺跡 弥生・平安

167 上手河原F遺跡 平安

168 神明B遺跡 平安・中世

169 菖蒲沢A遺跡 平安

170 菖蒲沢B遺跡 弥生

171 北峯必量跡 縄文・弥生

172 北峯B遺跡 縄文・平安・近世

173 北峯C遺跡 取・弛・平安・中世・蹴

174 神明A遺跡 縄文・平安・中世・近世



別表I 周辺遺跡一覧

番号 遺跡名 時代

175 神明C遺跡 縄文・称生・平安・中世

176 丸山A遺跡 弥生

177 丸山B遺跡 縄文・弥生

178 丸山C遺跡 弥生

179 丸山D遺跡 弥生・奈良・平安

180 丸山E遺跡 中世

181 北新居A遺跡 縄文・弥生
182 北新居B遺跡 縄x'M'干t，中世・1世
183 上の山B遺跡 奈良・平安
184 無名墳 古墳

185 御崎古墳 古墳

186 御崎神社横遺跡 縄文・中世
187 無名墳 古墳

188 田頭A遺跡 縄文・平安・中世

199 田頭B遺跡 縄文・平安

190 伝嗣院原必豊跡 古墳・平安・中世
191 伝嗣院原B遺跡 縄文・平安・中世・近世
192 留坪遺跡 縄文・平安田中世・近世

193 打起遺跡 中世・近世

194 提尻遺跡 近世

195 曽根遺跡 縄文・弥生・古墳

196 小清水遺跡 古墳・中世・近世
197 平岡農村公園遺跡 平安・中世
198 御手作遺跡 猷・弛・古噴・中世，~世

199 前田遺跡 縄文・弥生・近世

200 久保田遺跡 縄文・古墳・中世
201 中畑遺跡 縄・体・古・奈・平・中目雌

202 東原A遺跡 縄・称・古・奈・平・中・甜

203 長田口遺跡 旧・縄・弥古・奈・平・中目近世
204 長田必量跡 旧・縁切奈・平・中・甜

205 新居田A遺跡 敵-弛・平安・中世'U
206 東原B遺跡 縄X' 弛・平安・中世，~世
207 長田B遺跡 古境・奈良・平安・近世

208 六科丘遺跡 弥生・古墳
209 六科丘古墳 古墳
210 新居田B遺跡 縄文・平安
211 石原田遺跡 縄文
212 清水A遺跡 縄文・弥生・中世
213 清水B遺跡 縄文・弥生

214 清水C遺跡 弥生・平安
215 ーの出し提 近世
216 ーの出し遺跡 平安・中世
217 柿平必童跡、 弛・古噴・平安・中・近世
218 柿平B遺跡 弛・古噴・平安・中・近世

219 柿平D遺跡 平安・中世・近世

220 柿平C遺跡 平安

221 柿平E遺跡 近世

222 善徳院横遺跡 古墳・平安
223 辻遺跡 縄文・称生・古境・平安
224 坂下遺跡 縄文・古墳・平安
225 御所庭西必量跡 中世
226 御所庭西B遺跡 平安・中世
227 水上遺跡 平安
228 東村遺跡 平安・中世
229 東出口遺跡 縄文・平安・近世
230 山寺西畑遺跡 平安・中世
231 八幡廻遺跡 平安
232 宝伝遺跡 平安・中世

番号 遺跡名 時代

233 下南田B遺跡 弥生・平安
234 下南田A遺跡 平安・中世
235 宝珠寺西遺跡 調1・弛・古噴・千安・中世
236 下南田C遺跡 近世

237 下屋敷遺跡 平安
238 狐塚古墳 古墳

239 狐塚A遺跡 縄文・中世

240 富士塚古墳 古墳
241 久保遺跡 中世

242 狐塚B遺跡 縄文・平安・中世

243 狐塚C遺跡 平安

244 鋳物師屋古墳 古墳
245 横道下必畳跡 平安
246 川上道下遺跡 縄文・平安・中世

247 〆木遺跡 縄文・奈良・平安

248 鋳物師屋遺跡 縄文
249 川上道上遺跡 縄文・平安
250 横道D遺跡 縄文・弥生
251 横道下B遺跡 平安
252 横道C遺跡 中世

253 横道必量跡、 縄文・弥生・中世

254 横道B遺跡 縄文・弥生

255 下市之瀬大畑D遺跡 縄文・中世
256 下市之瀬大畑C遺跡 中世
257 下市之瀬大畑B遺跡 縄文
258 下市之瀬大臨遺跡 縄文・弥生・中世
259 内久根遺跡 弥生
260 物見塚古墳 古墳
261 上野山遺跡 縄文・弥生
262 椿城跡 中世

263 上野大畑必豊跡 弥生・中世
264 西畑E遺跡 縄文・平安・中世

265 西畑D遺跡、 縄文・平安・中世
266 西畑B遺跡 平安・中世・近世

267 西畑A遺跡 中世・近世

268 山道添C遺跡 縄文・中世・近世
269 西畑C遺跡 中世

270 桑木原B遺跡 平安・中世
271 蔵木原C遺跡 中世
272 西畑F遺跡 縄文・中世・近世
273 上野大畑B遺跡 弥生・中世
274 かに原遺跡 自1 ・院生・干t ，中世，~世

275 東久保遺跡 平安
276 古屋敷遺跡 縄文・称生・古境・平安
277 東田遺跡 平安・中世

278 桑木原D遺跡 平安・中世
279 桑木原必宣跡 縄文・平安・中世
280 山道添B遺跡 平安・中世
281 山道添必量跡 中世・近世
282 山道添D遺跡 中世・近世
283 下杉本C遺跡 奈良・平安・近世
284 下杉本B遺跡 平安
285 下杉本必量跡 縄X'弛・平安・中目。近世
286 上杉本B遺跡 縄文・中世
287 上杉本必量跡 縄文・弥生・平安
288 中河原遺跡 平安
289 上ノ原遺跡 縄文・弥生
290 御前山遺跡 弥生
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番号 遺跡名 時代

291 住村古墳 古墳

292 住村遺跡 弥生

293 上村古墳 古墳

294 坂上遺跡 弥生・古墳

295 後四遺跡 弥生・古墳

296 畳喰場遺跡 縄文・弥生・古墳

297 御崎前古墳 古墳

298 御崎古墳群 古墳
299 下宮地遺跡 弥生・古墳

300 久保沢遺跡 弥生・古墳

301 鮎沢遺跡 古墳

302 向河原遺跡 弥生・中世・近世
303 油田遺跡、 弥生・古墳・平安

304 中川田遺跡 平安・中世・近世

305 大師東丹保遺跡 再生目摘。干t ，中世，~世

306 宮沢中村遺跡 中世・近世

307 清水遺跡 弥生・中世

308 住吉遺跡 弥生

309 上ノ東遺跡 弥生
310 上ノ東古墳 古墳
311 丸山塚古墳 古墳
312 北沢遺跡 縄文・弥生

313 熊野神社遺跡 縄文
314 角屋敷遺跡、 縄文・弥生
315 大明神塚古墳 古墳
316 竹重遺跡 弥生・古墳

317 北原遺跡 縄文・古墳

318 北山遺跡 縄文・古墳

319 法華塚古墳 古墳
320 藤塚古墳 古墳

321 狐塚古墳 古墳

322 上平遺跡 縄文・弥生・古墳

323 -十一夜塚古墳 古墳
324 塚穴古墳 古墳

325 大明神遺跡 縄文・古墳
326 安清の池遺跡 弥生・古墳 l 
327 長沢平池遺跡 弥生・古墳
328 長沢長池遺跡、 弥生・古墳
329 大柄遺跡 弥生・古墳
330 青柳遺跡 弥生・古墳

331 町屋口遺跡 中世・近世
332 藤田池遺跡 中世・近世
333 平林大平遺跡 縄文・平安
334 中尾田遺跡 縄文・弥生
335 広見遺跡 弥生・古墳
336 西の入遺跡 縄文・弥生・古墳
337 大堀田遺跡 縄文・弥生・古墳
338 鎌塚古墳 古墳
339 塚穴古墳 古墳
340 無名墳 古墳
341 大塚古墳 古墳

342 無名墳 古墳

343 馬門古墳 古墳

344 大法師A遺跡 中世・近世
345 天p瓦窯跡 近世
346 鰍沢河岸跡 近世・近代



別表H 遺構一覧表

-土坑 (SK)
遺 構 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ (cm) 時 期 備 考
SK01 2.04 1.66 70 古墳

-古墳 (SZ)

遺 構 長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ (cm) 日寺 期 備 考
SZ01 33.3 (16.5) 90 古墳

-土器集中区 (SR)
遺 構 長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ (cm) 時 期 備 考
SR01 2.0 1.5 古墳
SR02 0.7 0.6 古墳
SR03 2.7 1.4 古墳
SR04 7.2 3.4 古墳

-木器集中区
遺 構 長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ (cm) 時 期 備 考
01 5.5 2.9 鎌倉
02 3.9 2.4 鎌倉
03 2.2 2.0 鎌倉

-杭列 (SA)
遺 構 長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ (cm) 時 期 備 考

SA01 (8.0) 鎌倉
SA02 (19.9) 鎌倉
SA03 (26.0) 鎌倉 そだ木を伴う
SA04 (3.5) 鎌倉

SA05 (3.5) 鎌倉

SA06 (5.0) 鎌倉

SA07 (9.0) 鎌倉

SA08 26.6 鎌倉

SA09 (14.0) 鎌倉

SA10 (6.2) 鎌倉

SAll (32.0) 鎌倉

SA12 (19.6) 鎌倉

SA13 10.0 鎌倉 l号水路に伴う
SA14 (7.6) 鎌倉 1号水路に伴う

SA15 (8.4) 鎌倉 1号水路に伴う

-水路 (SX)
遺 4薄 長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ (cm) 時 期 備 考

01 (19.0) 1.0 18 鎌倉 杭列13・14・15号を伴う

-水田 (ST)
遺 構 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ (cm) 時 期 備 考

Sf01 10 16 鎌倉 畦畔の一部が残存する

Sf02 9 24 鎌倉 畦畔の一部が残存する

-溝状遺構 (SD)

遺 構 長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ (cm) 時 期 備 考

SD01 (83.0) 0.3 20 鎌倉

SD02 (34.4) 0.4 10 鎌倉

SD03 (27.0) 0.2 13 鎌倉

SD04 (6.5) 0.6 20 鎌倉

SD05 (4.0) 0.4 15 鎌倉

SD06 (5.2) 0.4 18 鎌倉

.暗渠

遺 構 長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ (cm) 時 期 備 考

01 (35.0) 0.4 8 明治 石臼が使用されている

02 (30.0) 0.6 17 明治

03 (1.6) 0.4 明治

04 (4.0) 0.5 6 明治

05 (5.0) 0.4 5 明治

06 (2.8) 0.5 15 明治

07 (5.2) 0.5 10 明治

08 (2.4) 0.7 明治 竹が使用されている

09 (13.2) 1.0 明治

10 (1.2) 0.3 明治

戸

h
u

F
h
d
 



別表皿 遺物一覧表【土器・陶磁器}

図版番号 月IJ
法量 (cm) 出土地点

登録番号 備考
口径 底径 器高 層 遺 4

1 19 SK01 14793 
2 19 SK01 14792 
3 8.5 17 SR01 10742 
4 (7.4 17 SR02 11418他
5 18.6 10.9 34.8 17 SR03 10869 
6 11.3 3.6 14.3 17 SR03 10851 
7 8.9 11.2 17 SR03 11204他
8 15.8 8.2 11.0 17 SR03 10817他
9 22.0 14.8 17.0 17 SR03 30035他
10 19.8 14.4 16.3 17 SR03 30002 
11 11.2 17 SR03 11578他
12 20.2 13.8 14.6 17・18SR04 15539他
13 19.6 14.4 12.0 17・18SR04 11702他
14 17.9 13.4 12.8 17・18SR04 11541 
15 17.4 14.6 13.2 17・18SR04 11363他
16 18.3 17・18SR04 11270他
17 16.4 13.6 11.7 17・18SR04 12736他
18 16.0 14.0 12.4 17 S 11564 
259 16.6 6 古 X-79 3173他
260 18.4 6 X-79 3095 
261 14.6 6 W-87 3571他
262 17.4 6 Y-80 3552 
263 6 X-80 30237 
264 6 W-82 3971 
265 6 Y-80 3439 
266 6 Y-80 14893 
267 6 W-81 3635 
268 6 W-81 3424 
269 18 W-84 30136 
270 18 X-83) 14237 
271 19 X-80 14794 
272 19 X-82) 14832 
273 19 X-80 14803 
274 19 X-82 14833 
275 19 W-83 14836 
276 6 X-79 3730 
277 6 W-82 14883 
278 6 W-81) 3134 
279 6 Y-80 3307 
280 6 W-81 3136 
281 19 V-83 14882 
282 6 W-82 3588 
283 19 W-81 14839 
284 6 W-81 3121 
285 6 W-81 14241 
286 6 X-79 710 
287 18 Y-78 10279 
288 6 X-81 3560 
289 6 X-81 3142 
290 6 X-81 3562 
291 6 W-80 3221 
292 6 W-82 3521 
293 6 X-79) 3170 
294 19 X-80 14806 
295 6 Y-80 3308 
296 19 X-80 14804 
297 6 X-79 3208 
298 6 W-82 3570 
299 6 X-80 3216 
300 6 X-80) 3392 
301 18 V-83 13329 
302 6 X-80 3389 
303 6 X-80 3391 
304 6 X-79 3098 
305 6 X-79 3097 
306 6 X-79 6145 
307 6 Y-80 3443 
308 6 X-80 3232 
309 6 X-80 3452 
310 6 X-80 3391 
311 19 X-80 14797 
312 6 X-80 3328 
313 6 X-79 9401 
314 19 X-82 14834 
315 6 W-82 3528 
316 (22.2 13 (2-90 2062 
317 13 B-79 860 
318 8.8 13 2-81 449 
319 8.8 13 W-85 2312 
320 13 (A-86) 144他
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別表皿 遺物一覧表【土器・陶磁器】

図版番号 時期 種別 法量 (cm) 出土地点
登録番号 備考

口径 底径 器晶 唐位 遺構
321 平 土師質土器杯 (11.2) 13 第1面遺構外 Z 81 2190 内面黒色処理
322 平 質土器蜜 10.2 13 1 遺構外 (Z-81 392 
323 古 器壷 ¥12.1) 15 旬含層 Z 86 5467 
324 古一 器壷 (15.4) 15 包含層 X-85 8866他
325 古 器壷 15 目苫層 Y-76 9389 
326 古j 器壷 15 露軍 W-86 8826他
327 古 器壷 (7.0) 15 (A-78 8761 
328 古 器壷 {ill!) 15 醤量十Y-89 5814 
329 古 器護 (19.2) 15 A-74 5094 
330 古j 器楚 6.7 15 器量十C-75 9153 
331 古 器裂 4.4 15 Y-86 6025 
332 古士 器台1寸翠 15 包含層 Z-79 一括
333 古士 器台付費 15 包含層 (羽T-86 8849 
334 古j 土器台l寸裂 15 包含層 W-86 8843 
335 古 百間苫百八 寸斐 15 包含層 (W-91 5922他
336 古 器台曙 (6.8) 15 t慶子 76 9116他
337 古士 器台 15 E麿 Z-78 8964 
338 古 器局均: (13.6) 15 ___(_z一78 5234 
339 古 器局杯 15 層 A-86) 5628 
340 古 喜重 U6.6) 17 (Z-84 12697 
341 古 (18.8) 17 第2面 (W-86 12609前也
342 古士 議並童 17 2面 (Z 84 12717 
343 古j (17.8) 17 2面 (Z 84 12695他
344 古 議曙 17 2面 (Z 81) f首
345 古 17 

護
(Z-81) :Jl舌

346 古，ー 器蜜 6.0 17 Wj- (A-8記 13099 
347 古， ロ饗 (7.2) 17 尚三:計 11707 
348 古j 壷 (7.6) 17 12554他
349 古 品均: 17 第2[I1]j菖 (A-79 13403他
350 古 同均: 17 第2 (Y-81 6068 
351 古 尚杯 17 I第 (Z 83 30157 
352 古 壷 15 層 (W-77 一括

353 古 壷 15 t層 (W-91 5920 
354 古 霊童 15 層 (W-88 5321他
355 古J 宝占E 15 靖子-90 27坦f堕
356 古 壷 15 Z-84 285 
357 古 壷 15 藩 W-89 4485ff!l 
358 古 壷 15 (Y-89 5813 
359 古 壷 15 層 Y-89 5799 
360 古 軍官E 15 層 (X-77 657 
361 古 壷 15 「層 Y-89 5805 
362 古 壷 15 『層 Y-89 5791 
363 古 壷 15 層 (Y-89 5798他
364 古 壷 15 層 (Z-85 13092 
365 古 壷 15 遺 層 (Y-89 1759 
366 古 壷 15 ;署 1W77 t百
367 古 15 W-76 15022 
368 古， 15 ;量子-89 5778 
369 古 15 Y-76 9372 
370 古 15 「層 (B 75 1349 
371 古 15 層 (W-87 2844他
372 古 15 (W-87 2843 
373 古 15 層 (Y-81 14642 
374 古 15 着 (W-86 2810 
375 古 15 JYf_一77 t百
376 古， 15 14586 
377 古 15 遺 I堕 X一77 9331 
378 古. 15 (X-81 4166 
379 古 15 (X-81 723 
380 古 ヨミ費 17 第 (B 82 12918 
381 古， S字翠 17 第2 iタ Z 81 -~百

382 古 S字愛 17 第2 iタ B-74) 1436 
383 古j S字察 17 第2 iタ Z-81) 三重
384 古 字褒 17 第2 iタ A-80J 14418 
385 17 

星第22亜面
A-80) 12830 

386 品 字婆 17 iタ A-83) 13075 
387 饗 17 第2面 げ X-85) 11904 
388 S字饗 17 第2面 構外 W-86) 8449 
389 S字褒 17 第2由 げ再't Z 81) ー拍

390 古 字饗 17 第2面 [構外 X-77) 5054 
391 古 字愛 17 第2面 霊堂 W-8計 12569 
392 古墳 字楚 17 第2面 (A-8 13045 
393 子片. 17 第2面 iタ十 B 82) 12906 
394 古 字褒 17 第2面 外 A-82) 12449 
395 古 17 第2面 iタ B 82 12909血
396 古 字費 17 第2面 i空 Y-84 11705 
397 古 17 |第2面 Iタ A-79 13405 
398 古 17 |第2 B 82 12885 
399 古. 器S字蜜 17 第2面 iタ A-79 13408 
400 古墳土師器S字饗 17 第2面 構外 (W-86) 4537 

円

i
F
h
d
 



別表皿 遺物一覧表【土器・陶磁器】

-58-



別表皿 遺物一覧表【土器・陶磁器】
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別表皿 遺物一覧表【壷形埴輪】

図版番号
部位 法量 (cm) 出土地点

登録番号 備考
口 頚 E同 底 口径 底径 器高 層位 遺構

19 。o 。。(31.4) 8.8 (54.0) 17 A地点
1:::措20 。。。 10.6 17 B地点

21 。。。。(33.6) 11.8 (54.6) 17 C地点 10176面
22 。。。 11.0 15・17 D地点 9494他
23 。 15 A地点 8520 
24 。 17 A地点 6087 
25 。 18 A地点 W-77括
26 。 18 A地点 7570 
27 。 18 A:i由点 W-77括
28 (コ 17 A地点 9869 
29 。 18 A地点 W-77括
30 u 15 A地点 9328 
31 。 17 A地点 9857 
32 。 17 A地点 9886 
33 。 18 A地点 9409 
34 。 17 A地点、 W-77括
35 。 17 A地点 W-77括
36 。 15 A地点 5053 
37 。 17 A地点 W-77括
38 。 17 A地点 W-77括
39 。 15 A地点 8518 
40 。 15 A地点 7257 
41 。 17 A地点 15055 
42 。 15 A地点 7230 
43 。 15 A地点 8493 
44 。 18 B地点 7017 
45 。 18 B地点 7040 
46 。 18 B地点 10286 
47 。 18 B地点 9462 
48 。 15 B地点 7158 
49 。 18 B地点 7018 
50 。 18 B地点 10275 
51 。 15 C地点、 7340 
52 。 15 C地点 8436 
53 。 17 C地点 14716 
54 。 17 C地点 10218 
55 。 17 D地点 10412 
56 。。 18 D地点 6979他
57 。 (28.8) 18 E地点 14395他
58 。 15 E地点、 7408 
59 。。 (32.0) 18 E地点 1083他
60 。 18 E地点 お83他
61 。 18 E地点 6974他
62 。 18 E地点 9452 
63 。 18 E地点 10469 
64 。 18 E地点 9449 
65 。 18 E地点 6981 
66 。 15 E地点 7393 
67 。 18 E地点 白82他
68 。 15 E地点 7399 
69 。 18 E地点 3904 
70 。 18 E地点 9454 
71 。 15 E地点 7472 
72 。 18 E地点 6951 
73 。 18 E地点 3909他
74 。 12.5 18 E地点 15332他
75 。 15 F地点 9536 
76 。 18 F地点 14073 
77 。 15 F地点 7553 
78 。 15 F地点 2-79一括
79 。 17 F地点 13994 
80 。 17 F地点 10435 
81 。 18 F地点、 4228 
82 。 15 F地点 7351 
83 。 18 F地点 14035 
84 。 18 G地点 2242 
85 。 18 G地点 10478 
86 。 18 G地点 14163 
87 。 18 G地点 10485 
88 。 18 G地点 10495 
89 。 18 G地点 10509面
90 。 18 G地点 14177 
91 。 17 G地点 14221 
92 。 18 G地点 141面面
93 。 18 G地点 14208 
94 。 15 H地点 5419 
95 。 17 H地点 14403 
96 。 18 日地点 10626他
97 。 18 H地点 10629 
98 。

ー」ー18 H地点 385 
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別表E 遺物一覧表【壷形埴輪】

図版番号 部位 法量 (cm) 出土地点
登録番号口 頭 』同 底 口径 底径 器高 層位 遺構

備考

99 () 15 H地点 Z-81 括
100 。 18 H地点 10582 
101 。 18 Ht-t!lJ点 10520 
102 。 18 H地点 10603 
103 。 17 H地点 13446他
104 o 18 I地点 13444他
105 () 17 I地点 10983 
106 () 15 I地点 9575 
107 。 17 I地点 10960 
108 18 I地点 担20他
1ω 。 17 I地点 10971 
110 17 I地点 10950 
111 。 17 I地点 10920他
112 。 17 地点 11090 
113 。 17 地点 11089 
114 () 17 地点 11117 
115 。 18 地点 9633他
116 o 13 地点 317 
117 。 17 K地点 12749 
118 。 18 KJ也8 12956 
119 。 18 K地~ 14303 
120 。 18 即由~ 11393 
121 〉 18 回也~ 11460 
122 。 18 即也点 14302他
123 。 17 即也点 11771 
124 。 18 K地点 11491 
125 。 18 KJ由点 14294 
126 。 18 K地点 14301 
127 。 18 K地点 14282 
128 。 (9.0) 18 即白点 11440 
129 。 (11.0) 18 即也点 14315 
130 18 

聾
3404他

131 18 3646 
132 18 12778 
133 18 日色点 3409他
134 。 18 U也点 3493 

135 。 18 U也点 14238 

136 。 18 1地点 14330 

137 。 18 I地点 3344 

138 。 18 U也点 12757 

138 。 18 U也点 3643 

140 。 18 1地点 3575 

141 。 18 U也点 14322他

142 。 18 U也点 14340 

143 D 18 日也点、 14325 

144 o 18 U也点、 12765他

145 。 (10.7) 18 U由点 14324 

146 u (9.6) 18 U也点、 12782 

147 。 18 U色点 14235 

148 。 18 U也点、 14337 

149 。 18 M地点 11844他

150 。 17 M地点 11631他

151 。 18 M地点 11687 

152 。 18 M地点 11680 

153 。 18 M地点 11682 

154 。 18 M地点 3418 

155 。 18 M地点 11831 

156 15 M地点 8098 

157 18 M地点 11688他

158 13 M地点 2337 

159 13 M地点 360 

1印 。 18 M地点 11824 

161 () 18 Nt也8 8368f也

162 。 18 Nt也点 13876 

1日 。 18 Nt也点 3739他

164 。 18 N地点、 3159 

165 u 18 N地点 748 

1前 。 18 N地点 3896 

167 u 18 N地点 14122 

168 。 18 N地点、 14139 

169 o 18 N地点、 13879 

170 。 18 N地点 3724 

171 。 18 N地点、 3848 

172 o 18 N地点 14140 

173 。 18 N地点 737 

174 u 18 N地点 13357他

175 。 18 N地点 13330 

176 。 15 0地点、 8056 

177 。 15 0地点、 13686 

178 。 15 Qj也点 7891 
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別表皿 遺物一覧表【壷形埴輪】

図版番号
部位 法量 (cm) 出土地点 登録番号 備考

口 頚 I同 底 口径 底径 器高 層位 遺構

179 。 18 0地点 13658 
180 。 18 0地点、 7967 
181 。 18 0地点 4556 
182 。 18 0地点 4780 
183 。 18 0地点 13640 
184 。 15 0地点 7961 
185 。 18 0地点 13652他
186 。 18 0地点 i繍187 。 18 0地点
188 (コ 15 0地点 7990 
189 。 15 0地点 798 
190 。 18 0地点 13331 
191 。 18 0地点 13644 
192 。 17 0地点 13271面
193 。 17 0地点 13225 
194 。 17 0地点 7991 
195 。 17 |第2 W-83 事196 。 17 |第2 W-83 
197 。 17 第2 W-83 一括
198 。 17 |第2 A-76 8669 
199 。 17 第2 A-77 8679 
200 。 17 第2 Z-77 14949 
201 o 17 第2 Z-78 5203 
202 。 17 第2 iタ W-78 6143 
203 。 17 |第2 iタ W-78 3731 
204 。 17 第2 汐 A一79 13407 
205 。 17 i第2 iタ X-79 7079 
206 。 17 第2 タ B-80 12841 
207 。 17 |第2 ヲ X-80 3218 
208 。 17 第2 ヲ Y-82 12974 
209 。 17 |第2 Y-82 14274 
210 。 17 第2 A-83 12495 
211 。 17 |第2 X-85 8146 
212 。 17 第2 W-85 11954 
213 。 17 第2 W-85 8775 
214 。 17 第2面 V-85) 2914 
215 。 17 第2面 V-85) ー括
216 。 17 第2面、 W-85 7808 
217 。 17 第2面、 lタ W-83 一括
218 。 17 第2面、 汐 Z-78) 5246 
219 。 17 第2面、 汐 W一78 30203他
220 。 17 第2 W-78 2956 
221 。 17 第2面 げ A-80 4403 
222 。 17 第2 汐 B-81 12844 
223 。 17 第2 汐 Y-82 12972 
224 u 17 議2 lタ Z-84 2718 
225 。 17 第2 W-85 7842 
226 。 17 |第2 砂 W-85 8570 
227 。 17 第2 J7I-(W-85 7770 
228 。 17 第2 砂 W-86 8269 
229 。 17 第 砂 A-80 t百
230 。 17 H1-(A-80 ー括
231 。 17 第 抄 A-80 ー括
232 。 17 |第2 B'1.(A-80 ー括
233 。 17 第2 B1.(A-80 t百
234 。 17 第2 紗 Z-77 5185 
235 。 17 第2 砂 V-76 7096 
236 。 17 |第2 砂 A一78 7605 
237 。 17 |第2 抄 Z一78 5232 
238 。 17 嘩i J7HY-80 3546他239 o 17 m(Y-82 12988 
240 。 17 第2 抄 Y-82 14272 
241 。 17 |第2 妙 W-83 事242 。 17 第2 A-80 
243 。 17 第2 抄 Z一78 5207 
244 。 17 |第2 抄 Z一78 7598 
245 o 17 第2 抄 Z-77 14950噛
246 。 17 第2 け Z一77 8980 
247 。 17 iタ y-花'X-79 70両市
248 。 17 第 抄 Z一77) 10802 
249 。 17 第 1jj.(W-85 6785 
250 。 17 第 A-76 9395 
251 。 17 |第2面 Y-76 13590 
252 。 17 第2面 抄 A-77 7653 
253 。 17 |第2面 Z-78 8953 
254 。 17 第2面 Z-85 13091他
255 。 17 第2面 A-80 ー括
256 。 17 |第2面 A-80 ー括
257 。 17 第2面、 汐 Y-82 336 
258 。 17 第2面遺構外(B-82) 12889 

ワ臼ph
v
 



【石製品】 別表皿 遺物一覧表

図版番号 器種 石材
法量 (cm) 出土地点

登録番号 備考最大軸 最大幅 最大厚 重量 (0)層位 遺構
560 使用痕のある剥片 黒曜石 2.1 1.0 0.3 0.51 13 Z-91 1937 
561 加工痕のある剥片 黒曜石 2.2 1.8 0.65 2.24 13 B-80 1161 
562 加工痕のある剥片 黒曜石 1.5 2.53 0.5 1.30 13 B-80 3754 
563 加工痕のある剥片 水晶 2.4 1.6 0.4 1.71 15 A-77 5174 
5臼 石核 水晶 1.33 1.63 1.05 3.12 13 A-84 2688 
565 石核 水品 1.37 2.03 1.0 3.26 13 A-83 2005 
566 石核 水晶 1.2 1.35 0.9 2.04 15 Y-78 7321 
567 石核 水晶 1.57 1.5 1.5 4.31 13 A-80 2651 
568 石核 水晶 2.13 1.27 1.0 2.58 13 Z-77 1712 
569 石核 チャート 2.45 3.05 1.6 16.40 18 Y-78 7058 
570 石核 チャート 5.3 2.5 1.5 12.98 15 Y-86 8234 
571 磨石 砂岩 9.8 7.2 6.6 645.00 13 W-90 4765 
572 磨石 砂岩 6.9 6.5 3.3 (181.00) 13 A-84 296 
573 砥石 3.3 (5.1) 1.4 (35.24) 15 X-86 6010 
574 砥石 4.9 3.55 0.35 13.02 15 A-87 5427 
575 石筆 (2.6) 0.6 0.55 (1.40) 13 W-90 2475 
576 五輪塔(水輪)角閃石デイサイト 27.3 27.6 19.2 17.5kQ' 13 W-91 5665 
577 五輪塔(地輪)角関石デイサイト 27.3 28.8 26.4 30.5kt!' 13 V-89 5709 
578 五輪塔(地輪)角閃石デイサイト (24.6) (24.6) (24.3) 14.6kll 13 V-89 5710 
579 五輪塔(地輪)角関石デイサイト (27) (26.4) (26.4) 29.8kQ' 13 V-89 5711 
580 石臼 36 (18.6) (8.4) 10kg 13 1号暗渠 5706 

【銭貨】

図版番号 銭名 初鋳年 書体
法量 (cm)

質量(g) 出土
地点
登録番号 備考

直径 干し径 厚さ 層位 遺構

581 開冗通賓 621 2.4 0.6XO.65 0.10 3.0 15 A-87 5437 
582 至道JG賓 995 真書 2.4 0.6XO.6 0.08 3.0 15 Z-78 5254 
583 戚平冗賓 998 2.4 0.5XO.6 0.13 3.5 15 X-85 8152 
584 天聖冗賓 1023 2.5 0.7XO.7 0.10 (3.0) 15 A-78 5240 
585 天聖冗賓 1023 築書 2.5 0.7XO.75 0.10 3.6 17 Z-82 11000 
586 皇宋通賓 1038 築書 0.6XO.7 (1.7) 15 A-75 5114 
587 嘉祐冗賓 1056 築書 2.3 0.6XO.7 0.10 3.6 13 A-81 1113 
588 !照寧冗賓 1068 真書 2.4 0.6XO.6 0.12 4.0 13 A-78 4180 
589 !照寧JG賓 1068 家書 2.4 0.7XO.7 0.09 4.5 13 X-89 1898 
590 紹聖冗賓 1094 築書 2.3 0.6XO.7 0.20 3.5 15 A-78 5239 
591 政和通賓 1111 築書 2.4 0.6XO.65 0.10 3.4 13 Z-81 2277 
592 慶冗通賓 1195 2.3 0.6XO.7 0.12 2.8 15 A-78 5241 
593 寛永通賓 1636 2.8 0.6XO.65 0.13 5.7 13 Z-83 2216 

[木製品】

図版番号 時期 種別
法量 (cm) 出土地点 登録番号 備考

長さ 幅 厚さ 層位 遺構

594 鎌倉 飲食器漆椀 口径(14.0) 器高 (3.5) 13 1号木器集中区 6714 

595 鎌倉 飲食器漆椀 口佳(12.5) 器局 (4.4) 13 第1面遺構外(W-89) 4642 

596 鎌倉 飲食器事藻漆扇椀 底径7.0 13 
遺1第号物1面本包遺塁含集構層外中(W-87) 

4438 

597 鎌倉 飲食 15 区(A-76) 4852 

598 鎌倉 飲食器漆皿 13 6735 

599 鎌倉 飲食器箸 18.6 0.5 0.3 13 1号木器集中区 6686 
600 鎌倉 飲食器箸 19.7 0.8 0.4 13 第1面遺構外(X-77) 2563 

601 鎌倉 飲食器箸 15.6 0.6 0.4 13 第1面遺構外(Aー76) 1466 

602 鎌倉 飲食器箸 15.6 0.8 0.3 13 第1面遺構外(W-87) 2401 

603 鎌倉 飲食器箸 12.9 0.5 0.3 13 第1面遺構外(X一77) 548 

604 鎌倉 飲食器箸 10.6 0.6 0.4 13 第1面遺構外(X-77) 536 

605 鎌倉 飲食器箸 8.0 0.5 0.4 13 第1面遺構外(W-85) 2316 
606 鎌倉 飲食器箸 9.5 0.7 0.4 15 遺物包含層 (X-89) 5338-1 
607 鎌倉 飲食器箸 5.6 0.6 0.5 15 遺物包含層 (X-89) 5338-2 
608 鎌倉 飲食器箸 7.4 0.5 0.3 15 遺物包含層 (A-77) 7640 
609 鎌倉 飲食器箸 13.0 0.6 0.4 15 遺物包含層 (Z-77) 5143 
610 鎌倉 調理具揺粉木 23.5 2.4 1.8 15 遺物包含層 (W-86) 8322 

611 鎌倉 調理具揺粉木 25.2 2.0 1.5 15 遺物包含層 (W-85) 6775 
612 鎌倉 容器割物 口径(25.0)陣径(23.0)器局 (7.0) 13 2号木器集中区 6903 
613 鎌倉 容器曲物 46.3 9.4 1.1 13 3号木器集中区 6637 
614 鎌倉 容器曲物 41.0 13.3 1.1 13 3号木器集中区 6639 
615 鎌倉 容器曲物 22.4 3.5 1.3 15 遺物包含層 (Y-85) 8211 
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別表E 遺物一覧表【木製品】

図版番号 時期 種目。 法量 (cm) 出土地点
登録番号 備考

長さ 幅 厚さ 層位 遺構
681 鎌倉 呪術具斎串 6.3 0.8 0.5 15 遺物包含層 (V-85) 8561 
682 鎌倉 部材矢板 131.9 18.9 2.1 13 1号水路 6622 
683 鎌倉 部材矢板 55.2 10.5 0.6 13 1号木器集中区 6420 
684 鎌倉 部材矢板 58.6 13.0 2.7 13 3号木器集中区 6臼O
685 鎌倉 部材矢板 69.8 26.1 2.0 13 遺物包含層 (W-89) 5028 
686 鎌倉 部材杭 60.3 5.4 2.6 13 2号杭列 8930 
687 鎌倉 部材杭 (44.7) 5.6 1.8 13 2号杭列 5523 
688 鎌倉 部材杭 46.5 3.0 3.0 13 2号杭列 5574 
689 鎌倉 部材杭 84.9 8.1 5.4 13 3号杭列 6176 
690 鎌倉 部材杭 (69.9) 9.3 7.2 13 3号杭列 4879 
691 鎌倉 部材杭 (85.5) 6.0 4.5 13 3号杭列 6201 
692 鎌倉 部材杭 79.2 5.1 4.5 13 3号杭列 6196 
693 鎌倉 部材杭 (62.4) 5.4 3.3 13 3号槻リ 6167 
694 鎌倉 部材杭 121.1 8.1 7.5 13 3号杭列 6261 
695 鎌倉 部材杭 78.0 7.2 4.2 13 3号杭列 6229 
696 鎌倉 部材杭 115.8 5.7 3.3 13 5号杭列 5624 
697 鎌倉 部材杭 (72.6) 6.3 4.2 13 6号杭列 5836 
698 鎌倉 部材杭 (71.4) 6.6 6.0 13 7号杭列 5976 
699 鎌倉 部材杭 (59.4) 2.4 2.1 13 7号杭列 5971 
700 鎌倉 部材杭 113.4 5.7 2.4 13 8号杭列 6861 
701 鎌倉 部材杭 98.1 5.4 4.2 13 8号杭列 6808 

702 鎌倉 部材杭 (93.0) 4.8 5.6 13 8号杭列 6804 

703 鎌倉 部材杭 91.7 5.4 2.4 13 8号杭列 6870 

704 鎌倉 部材杭 82.5 6.9 3.9 13 8号杭列 6806 

705 鎌倉 部材杭 84.6 6.3 2.7 13 8号杭列 6825 

706 鎌倉 部材杭 76.5 3.0 2.1 13 8号杭列 6860 

707 鎌倉 部材杭 75.0 4.2 3.0 13 8号杭列 6809 

708 鎌倉 部材杭 69.0 5.7 3.3 13 8号杭列 6855 

709 鎌倉 部材杭 (62.4) 5.1 4.2 13 8号杭列 6863 

710 鎌倉 部材杭 (67.7) 5.1 4.2 13 8号杭列 6810 

711 鎌倉 部材杭 (55.2) 4.8 4.1 13 8号杭列 6847 

712 鎌倉 部材杭 (44.1) 5.6 3.0 13 8号杭列 6821 

713 鎌倉 部材杭 (50.1) 6.6 3.6 13 8号杭列 6812 

714 鎌倉 部材杭 (45.3) 5.7 2.7 13 8号杭列 6822 

715 鎌倉 部材杭 (39.6) 6.3 3.9 13 8号杭列 6811 

716 鎌倉 部材杭 (35.4) 4.4 3.0 13 8号杭列 6852 

717 鎌倉 部材杭 75.3 6.9 3.6 13 9号杭列 6264 

718 鎌倉 部材杭 51.0 4.8 3.6 13 9号杭列 8882 

719 鎌倉 部材杭 (34.5) 5.4 3.3 13 9号杭列 8891 

720 鎌倉 部材杭 (65.7) 8.4 1.4 13 10号杭列 7380 

721 鎌倉 部材杭 (52.2) 3.2 2.3 13 10号杭列 7374 

722 鎌倉 部材杭 (46.1) 3.2 2.7 13 10号杭列 7377 

723 鎌倉 部材杭 (51.2) 3.6 1.5 13 10号杭列 7375 

724 鎌倉 部材杭 22.2 2.1 2.1 13 1号水路 5826 

725 鎌倉 部材杭 33.3 2.4 1.2 13 1号水路 6607 

726 鎌倉 部材杭 133.5 7.2 5.1 13 1号水路 5751 

727 鎌倉 部材杭 105.6 4.2 3.3 13 1号水路 6503 

728 鎌倉 部材杭 (118.8) 7.2 4.5 13 1号水路 6595 

729 鎌倉 部材杭 (118.8) 5.7 5.1 13 1号水路 6561 

730 鎌倉 部材杭 (129.3) 6.6 .3.9 13 1号水路 6479 

731 鎌倉 部材杭 (114.9) 5.7 4.5 13 1号水路 6579 

732 鎌倉 部材杭 130.8 6.3 3.6 13 1号水路 6366 

733 鎌倉 部材杭 115.8 5.1 4.8 13 1号水路 6511 

734 鎌倉 部材杭 104.4 5.4 4.8 13 1号水路 6494 

735 鎌倉 部材杭 98.7 4.5 4.5 13 1号水路 6514 

736 鎌倉 部材杭 (99.2) 5.1 4.2 13 1号水路 6570-1 

737 鎌倉 部材杭 (98.7) 5.1 4.2 13 1号水路 6570-2 

738 鎌倉 部材杭 97.2 5.7 4.5 13 1号水路 6576 

739 鎌倉 部材杭 (91.5) 6.9 2.9 13 1号水路 6554 

740 鎌倉 部材杭 (91.2) 5.1 4.2 13 1号水路 6506 

741 鎌倉 部材杭 (56.4) 7.8 2.1 13 1号水路 6627 

742 鎌倉 部材杭 (59.7) 7.2 3.3 13 1号水路 6555 

743 鎌倉 部材杭 (65.4) 5.4 4.2 13 1号水路 6495 

744 鎌倉 部材杭 (69.9) 4.7 3.9 13 1号水路 6519 

745 鎌倉 部材杭 (69.9) 9.6 6.3 13 1号水路 6474 

746 鎌倉 部材杭 86.1 4.2 2.1 13 1号水路 6372 
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別表皿 遺物一覧表【木製品】

図版番号 時期 種別
法量 (cm) 出土地点

登録番号 備考
長さ 幅 厚さ 層位 遺構

747 鎌倉 部材杭 (78.9) 9.3 3.9 13 1号水路 6464 
748 鎌倉 用途不明具(棒状類) 132.4 4.2 1.2 13 1号木器集中区 6340 
749 鎌倉 用途不明具(棒状類) 86.4 5.1 1.5 13 2号木器集中区 6752 
750 鎌倉 用途不明具(棒状類) 67.0 3.2 0.9 13 1号木器集中区 6309 
751 鎌倉 用途不明具(棒状類) 19.6 1.4 0.6 13 第1面遺構外(Z-862 3351 
752 鎌倉 用途不明具(棒状類) 16.4 1.2 0.7 13 第1面遺構外(A-74l 1672 
753 鎌倉 用途不明具(棒、 16.7 0.9 0.6 13 第1面遺構外(X-761 2512 
754 鎌倉 用途不明具( 16.5 1.2 0.5 13 第1面遺構外(X-84) 11700 
755 鎌倉 用途不明具( 12.0 0.9 0.6 13 第1面遺構外(X-771 2550 
756 鎌倉 用途不明具( 13.7 1.2 0.5 13 第1面遺構外(C-74) 1438 
757 鎌倉 用途不明具( 14.1 1.2 0.6 13 第1面遺構外(V-91) 3008 
758 鎌倉 用途不明具( 15.9 1.0 0.8 13 第1面遺構外(Wー86) 2815 
759 鎌倉 用途不明具( 11.8 1.0 0.4 13 第1面遺構外(A-78) 1136 
760 鎌倉 用途不明具(棒 10.8 0.8 0.5 13 第1面遺構外(A-74l 1313 
761 鎌倉 用途不明具(棒状類) 9.1 0.6 3.0 13 第1面遺構外(X-77) 2570 
762 鎌倉 用途不明具(棒状類) 9.9 1.1 0.3 13 第1面遺構外(W-85) 2919 
763 鎌倉 用途不明具(棒状 ) 11.5 0.9 0.4 13 第遺物1面包遺含構層外(Y-85) 269 
764 鎌倉 用途不明具( 17.3 1.4 0.6 15 (W-842 7971 
765 鎌倉 用途不明具( 18.3 1.2 0.8 15 遺物包含層 (W-85) 8201 
766 鎌倉 用途不明具(棒 17.5 0.9 0.4 15 遺物包含層 (Xー86) 6012-2 
767 鎌倉 用途不明具(棒 16.4 1.2 1.0 15 遺物包含層 (W-85) 8170 
768 鎌倉 用途不明具( 14.4 1.0 0.5 15 遺物包含層 (X-85J 8132 
769 鎌倉 用途不明具( 12.6 1.0 0.6 15 遺物包含層 (W-84) 7957 
770 鎌倉 用途不明具( 11.2 0.9 0.7 15 遺物包含層 (W-84) 7889 
771 鎌倉 用途不明具( 6.4 2.0 0.2 15 遺物包含層 (Z-82) 9582 
772 鎌倉 用途不明具(板 6.2 2.8 0.4 15 遺物包含層 (W-84) 7933 
773 鎌倉 用途不明具(板状類) 8.0 3.4 0.5 15 遺物包含層 (Aー77) 8685 
774 鎌倉 用途不明具(板状類) 18.0 3.8 1.0 15 遺物包含層 (W-85)8187-2 
775 鎌倉 用途不明具(板状類) 11.1 2.9 0.8 15 遺物包含層 (V-86) 8329 
776 鎌倉 用途不明具(板状類) 12.1 2.0 0.3 15 遺物包含層 (W-85) 7761 
777 鎌倉 用途不明具(板 11.1 1.8 0.4 13 第1面遺構外(W-87)4443-2 
778 鎌倉 用途不明具(板 16.4 4.5 1.1 13 第1面遺構外(W-85) 4267 
779 鎌倉 用途不明具(板 21.0 9.3 1.0 13 第1面遺構外(A-80) 459 
780 鎌倉 用途不明具(板 28.5 6.7 0.9 13 1号木器集中区 6286 
781 鎌倉 用途不明具(板 23.8 6.7 0.9 13 第1面遺構外(Y-89) 1755 
782 鎌倉 用途不明具(板 7.9 7.6 1.4 15 遺物包含層 (W-86) 8328 
783 鎌倉 用途不明具(板 8.5 4.0 0.9 13 第1面面遺:外外(W-89) 2589 
784 鎌倉 用途不明具(板 6.2 2.7 0.8 13 第1ffu)ftJH1-(Y一75) 4194 
785 鎌倉 用途不明具(板 5.1 3.3 0.6 15 遺物包含層 (W-85)7774-1 
786 鎌倉 用途不明具(板状類) 4.3 3.5 0.6 15 遺物包含層 (W-85)7774-2 
787 鎌倉 用途不明具( 8.5 3.8 1.7 15 遺物包含層 (Xー78) 5082 
788 鎌倉 用途不明具 36.0 5.2 4.4 13 2号木器集中区 6648 
789 鎌倉 用途不明具 14.7 4.9 1.7 13 第1面遺構外(V-90) 3026 
790 鎌倉 用途不明具 4.9 4.3 1.9 15 

Il遺遺第物物1面包旬遺含含構層層外(Xー78)
7238 

791 鎌倉 用途不明具( 5.6 7.0 3.1 13 (W-87) 4430 
792 鎌倉 用途不明具( 5.1 6.7 6.3 15 (Xー77) 8510 
793 鎌倉 炭化材 19.4 3.3 1.4 13 |第1面遺構外(W-88) 4494 
794 鎌倉 炭化材 18.3 3.4 1.3 13 第1面遺構外(W-91) 3048 
795 鎌倉 炭化材 19.5 2.2 1.4 13 第1面遺構外(W-90) 4741 
796 鎌倉 炭化材 14.9 1.8 0.5 13 第1面遺構外(V-84) 3934 
797 鎌倉 炭化材 15.5 3.1 1.0 13 第1面遺構外(W-87)4443-1 
798 鎌倉 炭化材 13.9 2.1 1.4 13 第1面遺構外(W-89) 3511 
799 鎌倉 炭化材 14.0 2.2 0.5 13 第1面遺構外 (Xー77) 7542 
800 鎌倉 炭化材 15.8 1.3 0.7 13 第1面遺構外(A-81) 1063 
801 鎌倉 炭化材 15.6 1.7 1.1 13 第1面遺構外(Wー84) 4676 
802 鎌倉 炭化材 15.8 0.8 0.4 13 第1面遺構外(W-88) 4596 
803 鎌倉 炭化材 14.1 1.5 0.9 13 第1面遺構外(W-85) 2923 
804 鎌倉 炭化材 12.6 2.2 1.1 13 第1面遺構外(W-84) 4671 
805 鎌倉 炭化材 13.2 1.5 0.6 13 第1面遺構外(W-87) 4359 
806 鎌倉 炭化材 10.8 1.5 0.9 13 第1面遺構外(Wー91) 2789 
807 鎌倉 炭化材 9.9 2.1 1.1 13 第1面遺構外(W-84) 4784 
808 鎌倉 炭化材 9.9 1.5 0.8 13 第1面遺構外(Bー75) 1415 
809 鎌倉 炭化材 7.4 2.5 0.8 13 第1面遺構外(X-84) 2335 
810 鎌倉 炭化材 8.6 1.2 0.9 13 第1面遺構外(A-75) 1681 
811 鎌倉 炭化材 8.4 1.2 0.9 13 第1面遺構外(X-88) 3694 
812 鎌倉 炭化材 7.3 1.0 0.9 13 第1面遺構外(Y-86) 1967 
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図版番号 時期 種別
法量 (cm) 出土地点

登録番号 備考
長さ 幅 厚さ 層位 遺構

813 鎌倉 炭化材 8.0 1.6 0.8 13 第1面遺構外(W-90) 3055 
814 鎌倉 炭化材 7.7 1.4 0.6 13 第1面遺構外(W-87) 4339 
815 鎌倉 炭化材 8.0 0.9 0.6 13 第1面遺構外(Y-88) 1882 
816 鎌倉 炭化材 6.9 0.6 0.4 13 第1面遺構外(A-76) 1512 
817 鎌倉 炭化材 6.6 1.0 0.7 13 第1面遺構外(Y-77) 539 
818 鎌倉 炭化材 5.8 1.4 0.4 13 第1面遺構外(W-89) 3513 
819 鎌倉 炭化材 6.3 1.1 0.5 13 第1面遺構外(W-85) 2917 
820 鎌倉 炭化材 6.6 1.5 0.9 13 第1面遺構外(W-84) 4677 
821 鎌倉 炭化材 5.3 2.3 0.4 13 第1面遺構外(W-85) 2988 
822 鎌倉 炭化材 5.2 1.2 1.1 13 第1面遺構外(Y-86) 1961 
823 鎌倉 炭化材 4.4 2.1 0.4 13 第1面遺構外(A-76) 1644 
824 鎌倉 炭化材 4.1 0.6 0.5 13 第1面遺構外(W-86) 4311 
825 鎌倉 炭化材 9.5 2.8 1.8 13 第1面遺構外(W-85) 一括
826 鎌倉 炭化材 9.9 2.7 1.5 13 第1面遺構外(W-85) 一括
827 鎌倉 炭化材 9.2 3.0 0.9 13 第1面遺構外(X-78) 2874 
828 鎌倉 炭化材 6.9 2.7 1.4 13 第1面遺構外(V-91) 3009 
829 鎌倉 炭化材 15.4 3.9 1.1 15 遺物包含層 (V-84) 8070 
830 鎌倉 炭化材 10.3 5.7 1.2 15 遺物包含層 (W-90) 5286 
831 鎌倉 炭化材 8.4 4.5 1.3 2 古墳墳丘部 (W-84) 3997 
832 鎌倉 炭化材 10.5 10.7 0.8 15 遺物包含層 (A-76) 5125 
833 鎌倉 炭化材 17.7 2.0 1.4 15 遺物包含層 (W-85) 7805 
834 鎌倉 炭化材 17.7 1.7 1.5 15 遺物包含層 (Z-78) 5224 
835 鎌倉 炭化材 14.4 1.9 1.5 15 遺物包含層 (X-86) 5991 
836 鎌倉 炭化材 12.9 1.6 1.3 15 遺物包含層 (W-84) 13317 
837 鎌倉 炭化材 12.1 1.4 0.9 15 遺物包含層 (W-84) 8361 
838 鎌倉 炭化材 11.3 2.0 0.8 15 遺物包含層 (A-76) 8675 
839 鎌倉 炭化材 11.5 1.8 1.1 15 遺物包含層 (W-84) 7947 
840 鎌倉 炭化材 10.2 1.4 0.4 15 遺物包含層 (W-85) 7754 
841 鎌倉 炭化材 9.3 1.9 0.7 15 遺物包含層 (W-86) 8262 
842 鎌倉 炭化材 8.7 1.6 0.7 15 遺物包含層 (W-84) 8004 
843 鎌倉 炭化材 8.1 1.7 0.8 15 遺物包含層 (W-85) 7800 
844 鎌倉 炭化材 9.0 2.0 1.2 15 遺物包含層 (Y-77) 7173 
845 鎌倉 炭化材 9.6 1.2 0.5 15 遺物包含層 (X-78) 7255 
846 鎌倉 炭化材 7.5 1.6 1.0 15 遺物包含層 (W-84) 13318 
847 鎌倉 炭化材 8.0 1.3 1.1 15 遺物包含層 (X-78) 6132 
848 鎌倉 炭化材 8.7 1.3 0.7 15 遺物包含層 (X-84) 8118 
849 鎌倉 炭化材 8.0 1.1 0.9 15 遺物包含層 (W-84) 7984 
850 鎌倉 炭化材 5.8 2.4 0.8 15 遺物包含層 (X一77) 8452 
851 鎌倉 炭化材 4.6 2.0 0.6 15 遺物包含層 (Z-77) 5172 
852 鎌倉 部材杭 168.8 8.0 6.6 13 1号木器集中区 6306 
853 鎌倉 部材杭 44.4 3.6 3.0 13 2号木器集中区 6647 
854 鎌倉 部材杭 (41.1) 5.4 3.9 13 3号木器集中区 6641 
855 鎌倉 部材杭 55.2 3.8 3.3 13 2号木器集中区 6645 
856 鎌倉 部材杭 (135.0) 9.9 6.3 13 第1面遺構外(V-89) 4955 

【金属製品]

図版番号 種別
法量 (cm) 出土地点

登録番号 備考
最大長 最大幅 最大厚 層位 遺構

857 刀子 (8.5) (1.5) 0.3 17 1号土器集中区 30119 

858 刀子 (17.7) (1.9) 0.35 18 X-84 16677 

859 紡錘車の軸 (13.5) 0.6 0.5 15 W-84 8012 

860 用途不明 (8.8) (1.0) 0.6 17 X-84 11676 

861 用途不明 (4.8) 0.3 0.3 15 Z-79 5260 

862 用途不明 (5.1) 0.6 0.4 15 Y-77 7118 

863 長I (5.5) 0.3 0.2 15 A-77 8684 

864 長I (7.6) 0.3 0.5 15 Y-78 7587 

865 火打ち金具 (8.0) (2.6) 0.4 15 W-86 7716 

866 用途不明 (6.3) (1.4) 0.2 15 Z-78 5231 

867 用途不明 (3.7) (3.9) 0.4 18 W-83 3995 

868 用途不明 (9.3) (3.0) 0.3 13 W-84 4793 

869 用途不明 (8.0) (1.6) 0.2 15 W-84 7970 

円

ipO
 



別表IV 遺物分布図1
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別表IV 遺物分布図2

-第1函 (13層)

87 88 

-遺物包含層 (15層)

87 88 89 90 日1 92 

-第2面 (17層)

87 88 89 9日 91 92 



別表IV 遺物分布図3

W 

ロ・..・・・. 

ロ
ロ. • -• -. . . . 

• 0 ・• . . - . 
ロd'. ~ 

灰紬陶器須恵器

舶載陶磁器

. '‘ . ・・ ・

ロ.r. . .. ，. 

--E・
: 01¥， -・.・'.0
ψ ・
ロロ

. . 
-凸

国産陶器 (鎌倉期)

nu 
ゥ，
，

-灰粕陶器 (第1面 :13層)

・灰紬陶器(遺物包含層 :15層)

・須恵器 (第1面:13層)

口須恵器 (遺物包含層 ・15層)
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遺物分布図4別表IV
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別表IV 遺物分布図5

木製品(呪術具)

木製品 (装身具履物漆工真織具 運搬具)

w 

74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 

勝|
618 620 

610 611 614 
613 

木製品 (飲食器調理・炊事具容器)
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-斎串 (第1面 :13層)

.斎串 (遺物包含層 :15層)

・形代 (第1函:13層)

630 

-扇子 (第1函 :13層)

・下駄 (第1面:13層)
口下駄 (造物包含層:15層)

a漆工具 ・織具(第1面:13層)
肯荷札 (第1面 :13層)
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. ;奈椀皿 (第1面:13層)
・漆椀 (遺物包含層 :15層)

・箸 (第1面:13層)
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木製品(炭化材 用途不明具:棒状類)
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別表IV 遺物分布図6

-炭化材端部が焼けている (第1面:13層)

.炭化材 錦部が焼けている (遺物包含層:15層)

・用途不明異 端部が焼けていない(第1面:13層)

口用途不明具 端部が焼けていない(遺物包層 :15層)

-第1函 (13層)

.遺物包含層(15層)

-第1函 (13層)

.遺物包含層 (15層)



別表IV 遺物分布図7

獣骨・歯昆虫

-獣骨 (第1面:13層)

.獣骨 (i盤物包含層 15層)

・獣骨 (第3函 28層)

A獣歯(第1面 13層)
ム獣歯(遺物包含層 :15層)

脅昆虫 (第1面 13層)
食昆虫(遺物包含層 :15層)

.563 
565__ -580 

'5『6.H 

、'・572 白日匂 0IWJ 
。

.566 
.""""'b-、

E二二コ ~G~~ 
、‘・、・、

573 574 

.669 -
¥ 

575 

⑧圏到。
_573 

.575 
@}@)⑨白白

-571 ⑨ 5Jl 578 

576 

臼 織U

¥l¥W も8色 D[jt;J 6:) U%o 。 ぽ:;}

白 ワ
c> 560 ζ~ 561 

凸=ー W~③ 。 亡二コ 580 

562 凸
ぐ~~~

579 

563 。 564
E@聾官担。

565 

E93 EE③ & obB 盛P む D@③@ @90 
566 伊吻可運F Vわ1V567 568 

ζ〉
569 ⑧ 

572 

石製品

W 

圃588

ロ586・863 5Bj.，5~:.A61 
J依 59日'f0，582 
857 866 

3
 
9
 
5
 ・・58 5 ロ

ー
f

g

 

8

5

 

5

・

• 
.864 

-862 

-金属製品 (第1面・ 13層)

.金属製品(遺物包含層:15層)

貴金属製品 (第2函 :17層)

.銭貨 (第1面 13層)

口銭貨 (遺物包含層 15層)

下 :， 、~ーヰー -857 I 1 V 

859 -
n
HM
uu
--'l
 

• 
ー {:f 
861 862 

864 

。5
⑪
 
⑤
5
 

9日
@5

窃

@。四@5
愈

命。目。回
母

ゆ

韓
国
①
日

曾

窃
q
G日サ。 金属製品銭貨

A
斗
&

ウ

i



遺物分布図8別表IV

(大型)

A:長さ3.0cm以上、幅2.5cm以上

B: :長さ 3.0cm以上、幅2.0~2.5cm未満

(中型)

C' .長さ 2.5~3.0cm未満、幅2.0~2.5cm未満

D' .長さ 2.5~3.0cm未満、幅2.0cm未満

(小型)

E:長さ2.5cm未満、幅2.0cm未満

F: :長さ 2.5cm未満、 幅2.0~2.5cm未満
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C 長さ 2.5~3.0cm未満、幅2.0~2.5cm未満

D 長さ 2.5~3.0cm未満、幅2.0cm未満
(小型)

E・長さ2.5cm未満、幅2.0cm未満

F: 長さ 2.5cm未満、幅2.0~2.5cm未満
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PL-2 峡西地域の遺跡分布図(1/50000)

静岡県

-78-



-79-

大師東丹保遺跡周辺遺跡分布図 (1/25000)PL・3

三拒註

4 

(一般国道52号改築・中部横断自動車道

建設に伴い発見された遺跡)

51 新居道下遺跡

71 二本柳遺跡

95 村前東A遺跡

108 +五所遺跡

114 七ッ打C遺跡

302 向河原遺跡

303 油田遺跡

304 中川田遺跡

305 大師東丹保遺跡

306 宮沢中村遺跡



PL-4 大師東丹保遺跡発掘区 (1/2500)
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~~~ 

有

多額

• 740 

護霊暴

露.7394亀
磁弘瑚

麟

.737 

警謬

謬勢市

物

議参乃協

物乃

hv繍
腕

議多

撃参加

t
m
i
l
l
'
1
1ぃ

ハ
』
仰
げ
1

1

U

i

必
需

物

多 744

4併

I1l 

匂包霊語

句露協741

嘩富島

鐙a
_746 

745 署多

.743 

.. 夢

物 742

40cm 

重参加
部材5(杭)

-171-

1号水路:733-747 



753 

758 

融
幽

ぬ
均

げ
リ
J
川
1
M
M
t山
間
l

-~;f~-_ 

j
l
l
j
i
 

-

-

-

J
 

rh 

一.
一111-4

755 

751 

物

働

ーー唱ロ

763 

@

B

 

一

花幽

ヲ'

一

花

l
i
l
i
l
i
a
-
-川
川
山
川
川
川
川
川
川
川

W

@
 

遡

千ム J-\\\\-~ -m-~ -m-幽-

769 

-

1

1

1

1
 

1
 

1

1

i

l

i

-

-

1

1
 

1

1

1

1
 

l

-

I

l
 

l

-

-

十

l

i
 
l
 

--

11 

11 

ーーー-11'-"

-11'-" 

761 

-ill一晶一 IIHII 亀

760 

~J 

749 

匂-
匂趨砲

砲.，
~ 748 

10cm 。
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2号木器集中区:853・855
第1面遺構外 :856 

部材6(杭)
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Pし86 第1面 遺跡全景

1 遺跡全景

(南から)

2 向上

(上が北方向)
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3 調査区東側(北から)

5 1号木器集中区(上面)(東から)

6 1号木器集中区(下面)(東から)

7 1号木器集中区出土漆塗椀
ハ叫
U

ウ
I
1
i
 

第1面検出遺構 Pし87

4 調査区西側(北から)

8 2号木器集中区(上面)(北から)

9 2号木器集中区(下面)(北から)

10 3号木器集中区(北から)



PL-88 第1面検出遺構

11 SA01断面(南東か ら) 12 SA02断面(西か ら)

13 SA02断面(西から) 14 SA02断面(酉から)

15 SA02断面(北から) 16 SA08断面(東から)

17 SA10断面(西か ら) 18 SA10断面(西から)
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PL-89 

19 SA 11・12(南東から) 20 SX01 (北東から)

21 SX01 (東から) 22 SX01 (東から)

23 SX01 (西から) 24 SX01 (北から)

25 SX01 (南から) 26 堤防状遺構(南から)
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PL-90 第1面検出遺構

27 調査区中央部埋没旧河道(北から) 28 調査区中央部埋没旧河道(西から)

29 S001 暗渠01・04・05(北から) 30 S003・04 暗渠01・02・06(北から)

31 S001 暗渠01 32 時渠04断面(西から)

33 S002・03(北から) 34 馬骨検出状況 (W-84グリッド)
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35 第1面五輪塔(水輪) 36 第1面土師質土器

37 第1面陶器 38 第1面柱状高台

39 第1面漆塗椀 40 第1面形代

41 第1面 獣骨 42 第3面獣骨
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PL-92 第2面 遺跡全景

43 遺跡全景

(南から)

44 向上

(上が北方向)
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第2面検出遺構 PL-93

45 SK01 (南から) 46 SZ01 

47 SZ01 (北西から) 48 SZ01 (南から)

49 SZ01北側墳丘断面(西から) 51 SZ01葺石検出状況(北から)

50 SZ01西側墳丘断面(南から) 52 SZ01童形埴輪出土状況

-185-



PL-94 第2面検出遺構

53 B地点童形埴輪出土状況(北西から) 54 E地点萱形埴輪出土状況(南から)

55 SR01 (東から) 56 SR03 (東から)

57 SR03 (東から) 58 SR03 (西から)

59 SR03 (東から) 60 SR04 (北から)
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SR01 

SR03 

SR04 

-187 

第2面出土遺物 PL-95

15 



PL-96 第1面・第2面出土遺物

/ 

、、_"19 
__， 20 

議

SZ01 童形埴輪

418 
可智

293 

296 、4 叫o
434 

384 

385 
te，B噂

一423 電伊7
S字状口縁台付聾

灰柏陶器

435 

455 457 

459 453 
454 

舶載陶磁器(青磁・白磁)
国産陶器(猿投)
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第1面出土遺物 Pし97

供 62喝穐

460 466 
463 

国産陶器(常滑壷)

470 

国産陶器(常滑蓋)

a険6

471 ~ 
473 

国産陶器(常滑片口鉢)
486 487 

須恵器

500 

497 
土師質土器(土鍋類)

国産陶器(常滑護)

506 526 

土師質土器(かわらけ) 土師質土器(柱状高台)
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PL-98 第1面出土遺物
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止

陶器(碗類)

巴i

555 

陶磁器(碗類)

円、、鹿鳴曹1

・.... ‘~

ー園1 575|

石製品1(小型石器他)

石製品3(五輪塔:水輪)

545 

間器(摺鉢)

559 
陶器(火鉢)

572 

石製品2(磨石)

576ー 1(南面)
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第1面・第2面出土遺物 PL-99

576-2 (東面)
576-3 (西函)

石製品5(石臼)

石製品4(五輪塔 :地輪)
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584 

860 866 
!)){ 

;:~司

865 

859 AI醐麟欄縄問圃薗凪 867 

鰯鶴鶴
768 769 

銭貰 金属製品

595 

594 木製品 (漆椀 ・鉢)
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PL-100 第1面出土遺物

610 

調理具 (措粉木)

装身具(扇子)
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織具(機織部材)

629 

運搬具(荷札)

内
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《

O
-nu 
m
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600 

飲食器(箸)

626 

628 

漆工具(箆)

630 

形代

部材(杭)

容器(曲物)

轟富島
623 

624 
625 

履物(下駄)

呪術具(斎串)

682 

部材(矢板)
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7 

2 

3 

4 

8 

l.Meridion circulae var. conslTictum (Ralls)V.Heurck (試料番号4)

2.Meric1ion circulae var. constrictum (Ralfs)V.Heurck (試料番号16)

3.Anomoeoneis sphaerophora (Kuetz.) Pfitzer (試料番号16)

4.Cymbella turgidula Grunow (試料番号3)

5.Cymbella naviculiformis Auerswalc1 (試料番号17)

6.Amphora ovalis var.affinis(Kuetz.)V.Heurck (試料番号2)

7んllphoranormanii Rabenhorst (試料番号17)

8.Gomphonema tergestinum(Grun.)Fricke (試料番号2)

9.Gomphonema angustatum (Kuetz.) Rabenhorst (試料番号1)
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珪藻化石 (1) Pし101
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PL-102 珪藻化石 (2 ) 

10 

1 8 

1 1 

1 9 

1 2 

20 

13 

21 

14 15 

10.Navicula elginensis (Greg.)Ralfs (試料番号17)
l1.Navicula elginensis var. neglecta (Krass.) Pab-ick (試料番号14)
12.Navicula elginensis var. cuneata H.Kobayasi (試1GI番号17)
13.Navicula kotschyi Grunow (試料番号14)
14.Navicula confervacea (Kuetz.)Grunow (試~GI 番号2)

15.Navicula confervacea (Kuetz.)Grunow (試~GI番号1 )
16.Navicula mutica Kuetzing (試料番号1)
17.Pinnularia schr・oeclerii(Hust.)Krammer (試料番号3)
18.Hantzschia amphio勾s(Ehr.)Grunow (試料番号2)
19.Nitzschia sinuata var. clelognei (Grun) Lange-Bertalot (試料番号15)
20.Nitzschia sinuata var. clelognei (Grun) Lange-Bertalot (試料番号14)
21.Surirella zngusta Kuetzing (試料番号17)
22.Achnanthes hungarica Grunow (試料番号1)
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3b 

花粉化石 PL-103 

4時

2 

5a 5b 4a 

6b 7b 

9a 9b 

一「

lla 

。
11b I 12a 112b 12c 

50μm 

1.マツ属(試~q番号14)

3.スギ属 (試料番号14)

5.コナラ属アカガシ盟属 (試料番号14)

7.イネ不I(試料番号14)

9アカザ科(試料番号14)

11ミズアオイ属(試料番号14)

2. ツガ属(試~q番号 14)

4.コナラ属コナラ直属 (試料番号14)

6イボタノキ属(試料番号14)

8オモダカ属(試料番号14)

10ナ デシコ不I(試料番号14)

12キンポウゲ不I(試料番号14)

F
h
d
 

n可
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PL-104 植物珪酸体

1.コブナグサ属短制JI包珪酸休(試料番号1)
3.ヨシ属短細胞珪酸休(試料番号5)

5イチゴツナギ班科短剣11胞珪酸体(試*，1番号1)

7イネ属機動制"胞珪酸体(試料番号1)
9.ウシクサ族機動細胞珪酸休(試料番号5)

11イネ属頼珪酸体(試料番号1)

10 

50μm 

2.タケilE科?、昭和IJI包庄酸体(試料番号13)
4.ススキ属短細胞珪酸休(試料番号5)

6.イネ属短訓"胞列(試*，1番号1)

8ヨシ属機動k.jIlJl包庄酸休(試料番号5)

10イネ問穎娃酸休(試料番号13)
12イネ府1機動綱H胞ヲiJ(試料番号13)
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1.カラマツ (試料番号18)

2.マツ属複維管東亜属(試料番号33)

3.モミ属(試料番号59)

a 木口、 b:柾目、 c 板目

木材 (1) PL-105 
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PL-106 木材 (2 ) 

E

-

E

N

 

irパい
H
U--4伊
Jv

j

，
d
a
-
-
-
E
 

4ヒノキ属(試料番号3)
5ヤナギ属(試料番号63)
6クリ(試料番号21)
a 木口、 b:相:目、 c 板目

_ 200μm: a 

・・・・・・・ 200μm b， C 
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PL-108 木材 (4 ) 

10ニワトコ(試料番号34)

11.イ ネ不|タケilil科(試料番号54)

a 木口、 b 柾目、 c 板目、 11:横断面
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1トチノキ幼架 (Z-87; 28肝)

3.不明種子B (W-91; 13府)

5.ヒョウタン頬種子(¥lV-86;15層)

7.ヒルムシロ属果実 ('vV-85 ; 13層)

9.イネ穎(炭化)

1l.イボクサ種子 (W-89;15府)

13.ナデシコ科種子 (W-85;131百)

15タテ下|果実 (W-91; 13用)

2mm -(1，4-6) 

a 
.‘・i品

2mm 

(2，3，7-11) 

13 

2ノブドウ種子 (W-91;13用)

種実 (1) PL-109 

~‘­F軒先lIi ー -

臨?と 温

1町、円1

(12・15)

4.ヒョウタ ンfl1f1l!子 (¥¥1-91 ; 131¥0'1) 

6.メロン類種子 (W-91; 13府)

8.ススメウリ近似極組子 (W-91;13層)

10.イネ知 (2 NI S K ; 01¥，;:) 

12.アカザ存|ーヒユFI種子 (W-85;13用)

14.カヤツ リグサ科架笑 (W-85 ; 131io'I) 

-201-



PL-110 種実(2 ) 

16.オニグルミ核 (W-91;13層)

18.モモ核 (y-86; 13周)

20スモモ核 (W-86;13層)

1cm ・・・園田
17ヒメ グルミ核 (V-91;13用)

19モモ核 (X-86; 17層)
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大師東丹保遺跡から産出した昆虫化石の顕微鏡写真 (1) PL-111 

1.ガムシ Hydrophilus acuminatus Motschulsky 
左上遡上半部長さ12.5mm(試料 1;弥生中期)
3.セマjレガムシ Coelostoma orbiculare (Fabricius) 
右上姐 長さ3.0mm(試料 1;弥生中W])
5.コガムシ Hydrochara lib巴ra(Sharp) 
左上遡長さ14.0mm(試料 1;弥生中期)
7.ノ、ンミ ョウ Cicindela chinensis japonica Thunberg 
前胸IJ望板最大Illffi4.2mm(試料 2;中世)
9目イエバエ不1. Muscidae 
回Bi同(後気門) 最大111日2.5mm(試料 3;中Ilt土坑)

2ゲンゴロウ Cybister japonicus Shaq】
上姐片長さ 12.5mm(試料 2;中山)
4.ガム シ Hydrophilus acuminatus Motschulsky 
右i上姐下半i~lí 長さ18.0mm(試料 2;中世)
6ホソアカガネオサムシ Carabus vanvolxemi Putzeys 
t，: 1'.姐長さ13.0mm(試料 1;弥生1*1則)
8目クロノf工科 Calliphoridae 
四州 長さ4.7mm(試料 3;中IJi土坑)
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Pし112 大師東丹保遺跡から産出した毘虫化石の顕微鏡写真 (2)

1.マグソコガネ Aphodius rectus Motschlsky 2.マグソコガネ Aphodius reclus Motschlslcy 
前11旬??板最大11屈2.6rnrn(試料 3;中世土坑)

4.ドウガネブイブイ Anomara cuprea Hope 
左 |二旭 長さ3.6rnrn(試料 3 ;ιI~ -I立土坑)
3.マグソ コガネ属 Aphodius sp 
頭部最大幅1.3rnrn (試~q 3 ;中世土坑)
5ヒメコガネ Anomala rufocuprea Motschlsky 
右上姐長さ6.1rnrn(試1GI2;中IlIJ
7アカスジキンカメ ムシ Poecilocoris lewisi Distant 
小楯板 長さ13.5rnrn(試料 1;弥生l判明)
9.カメムシ目 Hemiptera 
!腹部!I担板 最大111日l1.0rnrn(試料 1;弥生中期)

右上回片 長さ8.0rnrn(試料 2; 1:11111:) 
6.コアオハナムグリ Oxycetonia jucuncla Falclermann 
右 |二姐 長さ8.2rnrn(試料1;弥生ヰ1Jun 
8.ツノアオカメムシ Pentatoma japonica Distant 
小川判長 長さ13.5rnrn(試*;1.1;弥生"I"WI)
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主な時代 弥生時代、古墳時代、鎌倉時代、明治時代

主な遺構 古墳時代前期末葉の古墳、鎌倉時代の水田跡・水路・溝状遺構・杭列、明治時代の暗渠

概
弥生時代の土器・動植物遺存体、古墳時代の土器・動植物遺存体、鎌倉時代の土器・中

主な遺物
国製磁器・木製品・動植物遺存体

要
特殊遺物 古墳時代前期末葉の壷形埴輪、鎌倉時代の木簡
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